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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「…………っ!?」

　白昼夢から目が覚めた。

　連日の探索で頭が疲れているのか、最近良くこんな妄想を夢に見る。

　見たことのない景色や人物。音。匂い。

　そして、蒼い──

「蒼い……なんだった？」

　夢の記憶は急速に頭から抜け落ちていく。

　不安定に積み上げたブロックが崩れるように、先程まで覚えていたはずの映像は消え去ってしまった。

「……どうでもいいか」

　そう、どうでもいいことだ。今の俺に必要なことは、この引き金を引き、今日の獲物を狩ることだけだ。

　鈍った頭を振って眠気を覚ますと、俺は対アンチ物・マテ狙リアル・撃銃ライフルのスコープを覗のぞき込んだ。

　──静かに、獲物を狙う。







[image: 01 探索者／RAG-MEN]




「す……は……」

　静かに息を整えながら、狙いを定める。

　スコープによって拡大された敵影は、少しのブレで視界から外れてしまう。

　関節を締しめ、呼吸を止め、石のような静止を経て、引き金を引く。

　──発砲。

　常人なら肩が抜けるほどの重い反動に、旧式の耐環境ＲＥＡ装甲服スーツが悲鳴を上げる。しかし、内蔵された人工筋肉はその役目を果たし、暴れる狙撃銃をしっかりと押さえこんだ。

　銃口から逃げた火薬ガスの風圧で周囲の塵ちりが巻き上げられる。硝しよう煙えんのツンとした匂いが鼻を突いた。

「……命中」

　砂すな埃ぼこりに目を細めてつぶやく。

　スコープがくり抜く遠景の先で、超硬の弾頭が目標に直撃していた。

　目標とは遺跡の門を守る機械兵だ。鎧よろいを着込んだ骸骨を思わせる巨体。その胸に黒点が穿うがたれ、すりばち状に陥没する。遅れて内部から爆散。鉄色の軀く体たいが紫電を散らしながら崩くず折おれた。

「次」

　続けて第二射を準備する。

　レバーを引くと薬室が展開し、空から薬やつ莢きようが白煙を曳ひきながら地面へ転がった。同時にせり上がった次弾を装そう塡てんし、射撃体勢を取る。

　覗き込んだスコープの先では、ともに門番をしていた相棒を失い、めまぐるしくセンサーを動かして敵を探す機械兵の姿があった。

　無駄だ。この距離が索敵範囲外なのは経験則で知っている。

　もう一体に照準を合わせ、優しくしぼるように引き金を引く。

　布地を殴るような、低くくぐもった発砲音。俺の狙撃銃は静音性を高めるため、銃口に消サプ音レツ器サーを装着している。弾薬も音速以上にならないよう火薬量を減らしてあるから、非常に静かな射撃が可能だ。

　静音性は同時に隠おん密みつ性せいを高める。標的から身を隠すとともに、不用意に他者を呼び寄せることを防ぐ。減薬したぶん射程や貫通力は下がるが、相手の体に刺さってから威力を発揮する炸さく裂れつ弾なら問題ない。

　二〇〇メートル以上離れた先から放たれた第二射は亜音速で飛ひ翔しようし、機械兵の腹部に突き刺さる。胴体の中で最も細いそこも弱点の一つだ。炸裂弾頭が爆発し、命中から数テンポ遅れて体を上下に分断した。

「よし……」

　伏射の姿勢から立ち上がり、狙撃銃を回収する。敷き布も棒状に丸めて背バツク囊パツクへ戻した。

　荷物を担ぎ直し、遠くで上半身だけになってもがく機械兵にとどめを刺すため、左腰のナイフを引き抜いて門へと向かう。

　すでに戦力を失った敵にとどめを刺すのに、いちいち高価な弾薬を浪費していては利益につながらない。探索者は節約が命だ。

　発光性の鉱石が、高い天井に自生して淡い光を放っている。七しち耀ようのスペクトルは揺らめいて弱々しいが、視界を確保するには充分な光量だ。

「あ……」

　不意に三人組の男が飛び出した。俺よりも標的に近い距離にいる。

　はやる心を抑え、一度足を止めて闖ちん入にゆう者しやたちを観察する。

　横入りは警戒していたのだが、彼らは俺が来る前からそこに潜んでいたようだ。というより、機械兵を見つけたはいいがどうすることも出来ないでいるところへ俺が来たのか。

　いずれにせよ、先を越されてしまった。誰もいないと思って装備を収納するのに時間をかけすぎた。

「あ、あれは俺の獲物だ！」

「ふざけるな！　俺のものだ！」

「待ちやがれぇ！」

　どうやら三人は仲間ではないらしい。

　たまたま獲物を横からかっさらう機会を得たものが三人いたということなのだろう。

　普通に考えれば、獲物を奪う前にそれを仕留めた者を排除すると思うのだが、そうやっている間に他の二人に横取りされるのを恐れたのか。またはそんなことすら思い浮かばない阿あ呆ほうなのか。

　我先にと駆ける男たちは、もつれ合いながらも倒れた機械兵のところまでたどり着き、各々の武器を構えて威嚇しあった。

「俺の獲物だ！　俺が見つけたんだ！」

「いいや、俺のだ！」

「よ、よこせ！　よこさないと殴り殺すぞ！」

　包丁、鉈なた、鉄パイプ。武器とも呼べないひどい装備だ。自分にこそ獲物の取得権があるとばかりに、男たちは牙を剝むいてうなり合っている。

「いや、俺の獲物だから……」

　俺は嘆息して、大型のナイフを左手にぶら下げたまま、右腰から拳ハン銃ドガンを抜く。

　距離はそれなりに離れているが、まぁ、当たるだろう。

　歩きながら片手で構えて照準し、二ダブ連ルタ射ツプを三回。それで三人とも静かになった。

　死体の前に立つと、砂利が硬い音を鳴らした。ほとんど着の身着のまま遺跡に潜ったような底辺探索者だった。浮浪者のような連中の懐をあさっても、ロクなものがないだろう。

　倒れた死体を通りすぎて、バタバタと手足を痙けい攣れんさせる機械兵に馬乗りになり、頚けい椎ついにナイフを差し込んだ。体重をかけて外骨格の下の配線を切断する。動力炉からの電力供給が絶え、機械兵のモノアイから光が消えた。

　これで狩りは終了だ。機械兵の頭部に積まれている結晶型ＣＰＵは、初期化すれば良い値で売れる。重たい金属製の資源でも、頭だけなら持ち帰るのは容易たやすい。単身で潜っている身としては、なるべく軽量で実入りのいいものに獲物を限定したかった。

　一度の探索で頭二つはかなりの儲もうけだ。武器の整備や弾薬の補充をしても、しばらく生活には困らない額になる。

　今の自分が置かれている状況を鑑かんがみると、まだまだ稼がなくてはならないのだが──

「帰るか」

　俺は帰還を選択した。そろそろ縦穴の昇降機が降りてくる時間だ。今から向かえば充分間に合うだろう。

　去る前に機械兵が守っていた大扉を見上げる。地下へ向かって遺跡が伸びているのか、大扉以外はほとんど構造物が露出していない。

　この扉の向こうに何があるのかは気になるが、俺には開ける手立てがない。

　遺跡は生なま半なかな爆薬では傷一つ付けられないものが多い。見た限り電源は来ているようだ。扉に走る電子回路のような隙間からは淡い緑光が漏れている。ハッキングを仕掛ければ解錠は可能かもしれないが、俺にそんな技能はなかった。

「欲をかくとロクな事にならない」

　とは師の弁だ。

　俺は機械兵の頭部を背はい囊のうに吊つるし、昇降機のある場所へと足を向ける。

　──珍しく遺跡に風が吹き、浮浪探索者の懐からボロボロの紙切れが落ちた。

　足元に飛んできたそれは、家族で撮った写真だった。何度も取り出して眺めたせいだろう。所々がぼやけて擦り切れていた。

　写っているのは、男と妻、そして満面の笑みの娘。

「…………」

　他の死体にも、ここへ潜るだけの理由があったのだろう。

　栄達を夢見てか。借金で首が回らなくなったか。または愛する誰かを救うためか。

　探索者が人の獲物を横取りするのは御ご法度はつとだ。殺されても文句は言えない。探索者なら誰でも知っているルールも守れなかった時点で、彼らの命運は決まっていた。

　自分の命をチップにして、一発逆転に賭けた。そして敗れた。それだけの話にすぎない。

「…………。……ちっ」

　舌打ちを一つ。写真を拾って、もう動かない男の手に握らせる。

「大事なものなら、こんなところに来てないで、しっかり握ってろ」

　馬鹿野郎とののしる言葉は、風に乗って消えた。

　こうして今回の探索も無事完了し、俺は小金とくだらない感傷を一つ得た。
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　地下遺跡最下層から地表までを貫く巨大な縦穴。それが遺跡の侵入口だ。

　昇降機に乗って二時間かけて縦穴を昇った。むさ苦しい探索者たちでぎゅうぎゅう詰めになった檻おりからようやく解放される。

　外はひどい豪雨だった。ケミカルな色をした光化学スモッグから降ってくる、毒性の強い酸性雨。重金属を含んだそれは、浴び続ければ重篤な皮膚病にもなりかねない。

　俺にはあまり意味が無いが、怪しまれないようフードを目深にかぶり直し、駆け足で我が家へと向かう。

　遺跡帰りの疲ひ労ろう困こん憊ぱいした探索者ラグマンを狙う強奪者レイダーがいないわけではない。面倒事に巻き込まれないのも、探索者には必要な資質だ。

　遺跡へと繫つながる縦穴は、都市から少し離れた駐屯基地にある。暴走した機械兵やミュータントが遺跡から這はい出た時に、都市への被害を抑え、対応する時間を稼ぐためだ。

　そこを強奪者は待ち構えている。

　駐屯基地周辺と都市には重装備の警備兵がもちろんいる。だが都市の外は、なかば無法地帯だ。ここで何をしようが、何をされようが、都市の門を出た時点で自己責任となる。

　ゆえに探索者同士、羊の群れのごとく固まって街まで行くのが暗黙の了解となっていた。人数が多ければ、強奪者も簡単には襲ってくることはない。

　それは基本的に正しい考えであるが、何事にも例外はある。いつのことだったか、重機関銃付きの装甲車に乗り込んだ強奪者が、俺たち探索者に襲いかかってきたことがあった。

　奴らがあれほどの装備を持って襲撃してきた理由は不明だ。資源の強奪だとしたら費用対効果が割に合っていない。あの時は俺たちも群れとして動ける最大の人数だったし、中には上ベー位タク級ラスの探索者もいた。

　荒野での激しい銃撃戦は混乱を極め、からくも強奪者を返り討ちにしたものの、上位級の探索者を含めた半数がそこで死んだ。

　俺は弾薬を全て使い果たし、いくつか装備も破損してしまった。遺跡からの回収物を換金しても、大赤字になったのを憶おぼえている。

　そんなことがあってから、俺は群れるのをやめ、単独で都市へ帰るようになった。誰とも出会わないよう、身を隠しながら行くには、一人のほうが都合がいい。

　そうやって灰色に濁った雨の下を一時間ほど歩き続け、都市の入口近くまで来た時、遠くの方で銃声が聞こえた。断続的に続くそれは、強奪者たちの襲撃があったことを知らせていた。

　やはり単独行動に変えてよかった。大きく迂う回かいして帰ってくることになったが、こちらのほうが早く安全に着いた。

　雨の中、遠くの発砲音を気にした風もない門兵が、身分証の提示を求めてくる。

「中堅ガンマ第Ⅰクラスフ級探アースト索者ラグマンヘイエ・イーリー。市民番号一〇二〇三五五一。間違いないな？」

「ああ」

「……ん？　なんだこれは。年齢の項目が五歳になってるぞ」

「液晶が壊れてるんだろ。姿を見ろ、俺は一五歳だ」

「ああ、うむ……。それにイーリー。……どこかで聞いた名だな」

　時間帯が違うせいか、この門兵は俺のことを知らないらしい。いつもの奴なら見て見ぬふりをして通してくれるのだが。

「怪しいな、お前。武装を解除しろ。……ああ、あっちで話を聞こうか」

　フードに隠れた俺の顔を覗のぞき込んだ門兵の表情が、情欲を帯びた厭いやらしいものに変わる。嫌悪感に肌が粟あわ立だつのを感じながら、俺は対応を考えた。

　殴り倒すのは駄目だ。いかなる理由があれ、都市警備兵への攻撃は市民権剝奪の理由になる。かといってこいつの好きにさせるのは御免こうむる。

　どうにかこの場を収める方法はないかと考えていると、門兵の肩をつかむ手があった。

「おい、そいつはいいんだ。行かせろ」

　見上げれば、顔かお馴な染じみの門兵がやってきて、身分証を取り上げていた。

「なんだよ、俺はちょっと」

「黙れ。仕事にもどれ」

　ぴしゃりと遮り、馴な染じみの門兵は俺を見下ろす。そこには隠し切れない恐怖心があった。俺にではなく、俺の背後にいる存在への恐怖だ。

「悪かったな。……行ってくれ」

「ああ」

　精査機械に通された薄っぺらい結晶板を受け取って、都市の門をくぐり抜ける。奥へと続く長い回廊は、都市の外壁がどれほど分厚いかを物語っていた。

　生暖かい風が吹く回廊を抜けると、都市内部の雑多な光景が目に飛び込んできた。

　住居法を守っているはずがない、不規則に並んだ建物。その間に吊るされた洗濯物は汚染雨に汚れ、瘦せた老人が慌てた様子で取り込んでいる。

　ネオン光の宣伝板は歯抜けの文字でこの街一番の風俗店であることを謳うたい、その下で厚化粧の中年娼しよう婦ふが客を呼び込んでいた。

　立ち並ぶ屋台では得体のしれない材料で作った酒と料理が売られ、大の字で転がった酔っぱらいは寝ゲロで溺おぼれ、浮浪児が財布を抜き取って逃げていく。

　人の垢あかとアルコールと何かが腐ったような饐すえた匂い。嗅ぎ慣れた下げ階かい街がいの匂いだ。

　大勢の人でごった返がえす汚い路地を見て、俺はようやく帰って来た心地になった。

「……今日もなんとか生き延びたか」

　一ひと悶もん着ちやくあったが、無事に都市へたどり着けたことに安あん堵どする。

　遠くの銃声はまだかすかに聞こえていた。群れた探索者の何人かは死ぬだろうが、都市の外へ出るとはそういうことだ。

　高収入と引き換えに──充分な経験と装備を持っていることが前提だが──命を賭ける。探索者とはそういう職業だ。

　生きて帰ることそのものが難しく、生きて帰っても資源を回収できなければ利益が出ない。税金を支払えなければ市民権を剝奪され、都市の外へ放り出される。

　行く先は挽ひき肉にくになるか、自らもまた強奪者の身に堕ちるかだ。

　この世界には、夢も希望もありはしない。
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　下階──つまりいま俺が立っている地面のことだ。そこから見上げた先にはスモッグ雲が厚い層を作っている。だが、暗雲が晴れたところで、その先には何もない。

　鉄の蓋で閉ざされているからだ。

　そう、鉄の蓋だ。そう形容することしか出来ない。広さは東西南北の遠くまで伸びているが、頭上の高さは五〇〇メートルほどだ。鉄の蓋がその先を完全に塞いでいる。人々はその鉄の蓋を天てん蓋がいと呼んでいた。

　この蓋の上に何があるかなど誰も知らない。大昔には天蓋を破壊し、その先へ向かおうとする試みもあったらしいが、どれだけ火薬量を増やしても傷一つ付けられなかったそうだ。

　要するに、俺たちは開けられない箱のなかに閉じ込められているようなものだった。

「いつ見ても、無駄にでかいな」

　天蓋から少し視線を下ろし、挑むように睨にらむ。俺の最終目標がそこに建っていた。

　頭上の天蓋を支える柱のように、その構造物は存在する。直径が三〇〇メートルを超える、恐ろしい太さの円柱。柱はスモッグ雲を貫いてまっすぐと上へ伸び、天蓋とつながってその超質量を支えている。

　大気浄化生体膜。高効率配列変換炉。電離気体発電機関。この汚染された箱庭の中で、円柱に備え付けられた様々な機能によって人類は生存を許されていた。

　誰がいつそのようなものを作ったかを知る者はいない。されど、人々はすがるように円柱へ集まり、その壁面に住居を築いていった。

　離れたところから見れば、箸のように長い棒が円柱をいくつも取り囲み、細い糸がぐるぐると巻きついているように見える。しかし実際に近づくと、蓑みの虫むしの巣のようなそれは巨大なビル群で、糸は車両も通ることのできる幹線道路であることが分かるだろう。

　あまりに巨大すぎてスケール感が狂うのだ。都市周辺を取り囲む高く厚い壁でさえ、円柱に比べれば雑草ほどの高さにしか見えない。

　円柱都市カウロンセンツァイ。それがこの都市の名だ。

　各地に集落はいくつもあるが、首都であるここ以上に立派な都市はどこにもない。世界中の資源がここへ集まり、経済が回り、文明が発展し、結果人が集まる。

　集つどい集って過密した人口は、統治する企業によって住み分けがなされた。

　円柱に巻き付いたビル上階は、政治家や企業重役の邸宅だ。薄暗い世界の中で、常に明かりが灯り、資源を使いたい放題にしている。

　その中階部分に住むのが企業に勤めている社員たち。この世界では充分にエリートだ。その下に生産施設が建設され、都市機能を保持している。作業員や警備兵などはこの区画に住居を構える。

　それ以外の者は、円柱に近づくことすら許されていない。都市外壁と似たような壁で円柱をぐるりと取り囲み、許可無き者の侵入を拒んでいる。

　市民権は持っているものの──ギャングや薬物密売人、闇医者に非合法のオークション会場経営者などのアンダーグラウンドな人間も含めた──貧しい市民は円柱周囲の地べたに押し込められて暮らしている。

　電力はろくに配給されず、明度の低い鉱石を照明代わりにしている家もある。空気は汚染され、治安も悪い。そんな劣悪な所だが、探索者は九割以上がここを棲すみ家かにしている。高い壁に守られて眠れる場所はそれだけで価値があった。

　都市に多大な貢献をした最アル上フア位クラスの探索者の中には、上階に住居を構えるものも居るらしいが、そんなものは一握りどころか砂のひと粒だ。

　大半の探索者はまともな職にも付けず、命くらいしか元手がない貧乏人ばかり。粗悪品の銃と安い耐環境ＲＥＡ装甲服スーツ。時にはそれすら持たず地下遺跡へと潜る。

　そして俺自身、彼ら底辺探索者とさほど変わりがない。多くの探索者の御多分に漏れず、身をかがめてここに住んでいる。

　ただ、彼らと俺に違うところがあるとしたら、師の存在だ。俺には経験豊富な元探索者からの教えと、その師から授かった銃がある。最初に下げ駄たを履かせてもらったおかげで、俺は順調に探索を進め、中堅の探索者としての地位を確保できていた。

「師匠。今帰った」

　裏路地のさらに奥まった場所に、隠すように付けられた扉を開けて、俺は中に住まう人物に声をかけた。

「おお、帰ったかい、小僧」

　人影が声をあげて立ち上がった。俺も重たい背はい囊のうを下ろしながら軽口を返す。

「小僧いうなババア」

「ババアいうな小僧」

　顔を突き合わせて、目の前の老婆と睨にらみ合う。

　しわがれた声。ウェーブの掛かった白髮。黒ずんだ肌には深いシワが刻まれ、老婆以外の何者でもないが、背筋はしゃんと伸びていて、身長も俺とさほど変わらない。

「今日は機械兵の頭が二つだ」

「へぇ、頑張ったじゃないか。貸してみな」

　長ロン外グコ套ートを脱いで、背囊に吊つるしてあった金属製の髑しやれ髏こうべを師匠に渡す。

「綺き麗れいなもんだ。腕を上げたね、ヘイエ」

　師匠は単眼鏡を片目に嵌はめ、解体器具を使って手早く頭部から結晶型ＣＰＵを取り出した。

　引き抜いた結晶の中を小さな光球が不規則に跳ね回っている。ちゃんと機能している証あかしだ。これなら相当高く売れる。

　機械兵は一体が相手でも、ベテランの探索者が数名でかからないと倒せないような強敵だ。大口径の対物狙撃銃を使って遠距離から一撃で仕留めるなんてやり方は、中堅ガンマ階級クラス程度では誰もやってない。そんな高価な武器を買う金があったら、探索者など引退して遊んで暮らしている。

　いわんや狙撃を行えるような精密な銃なら、オークションに流せば相当な額がつくだろう。俺も何度この銃を売り飛ばそうと思ったか分からない。

「装備品の整備は自分でやるんだよ。アタシはこれを換金してくる」

「ああ……」

　師匠に禁じられていなければ、銃を受け継いだ瞬間に換金所へ足を運んでいただろう。俺にはどうしても金を手に入れなければならない理由があった。

「なぁ、師匠……」

　俺の言葉の続きを察したように、師匠が視線だけをこちらに向けた。

「心配するんじゃないよ。まだ余命は残ってるさね」

　師匠は病魔に冒されている。治療しなければ確実に死に至る病だ。今も体中を痛みが這はい回まわっているはずなのに、それをおくびにも出さず、師匠は笑って部屋を出て行った。

　俺の師匠であるホン・イーリーは、かつて最上位アルフア階級クラスに属していた凄すご腕うでの探索者だった。五年前、遺跡の最深部の地層から俺を掘り出すまでは、だ。

　歴史書にも載っていない古い地層から発見された、生きた遺物。それが俺だ。

　俺には破格の値がつき、資源かつ研究対象として、企業連に献上することを要求された。

　師匠はその再三にわたる要求を、すべて突っぱねた。

　捕縛しに来た衛兵を返り討ちにし、最上位探索者のコネクションを使って密ひそかに上階の重役たちとやり取りをし、資産のほとんどと探索者としての資格を返上することで、俺の身の安全を確保してくれた。

　このことだって、師匠の古い知り合いである闇医者から聞き出さなければ知らなかったことだ。師匠は俺に気を使わせることを良しとしない。何も知らないまま師匠に甘え、彼女の支えになれないことが、俺はずっと歯は痒がゆかった。

　俺には過去の記憶が無い。記憶どころか、五年前に拾われた時は、自分で食うことも歩くことも出来なかった。肉体は成長していても、中身は赤ん坊のままだったらしい。師匠は根気よくそんな俺の世話をして、言葉を教え、知識を与え、生きる術すべまで教えてくれた。

　どうして師匠がここまでしてくれるのか分からない。都市の常識で考えたなら、師匠のやっていることは狂人に等しい。記憶のない怪しいガキを、全てを投げ打って救うなど。

　その理由が分からない。分からないが、師匠には返しきれないほどの恩がある。

　勉学と修行漬けの日々だったが、俺のこの五年は間違いなく幸福だった。知識を蓄え、技を身につけ、ようやく探索者として独り立ちして、これからは俺が師匠を養っていくんだと思っていた矢先のことだった。

　師匠が病に倒れた。

　診断の結果は、いずれ死に至る難病だが、円柱の病院で手術を受ければ治る病気ということだった。

　問題は一つ。金が足りない。ハイペースで探索を繰り返し、階級だけは円柱へ登柱許可の下りる上ベー位タク第ラス・Ⅲ級サードまであと一位階という所まで来た。最近の資源回収スコアは中堅の中でもトップクラスだ。あと数回の探索で問題なく上がるだろう。

　それでも時間が足りない。師匠を診てくれている闇医者には、保もってあと半年と言われている。それまでに手術を受けなければ命の保証はない、と。

　問題は山積みだった。円柱上階への渡航及び宿泊費用。警備部への賄賂。執刀医への心付け。金はいくらあっても足りない。

　どんなことをしてでも、金を稼ぐ必要があった。
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「あんた本当に才能ないねえ」

　師匠が紹シヤ興オシ酒ンジウをグビリと呷あおって、鼻で笑った。

「うるさい」

　上半身の服を脱ぎ、靴も脱いで裸足はだしになった状態で、俺は日課である架か式しき練れん功こうをこなしていた。

　まずは站たん椿とう。静止状態から氣を巡らせ、内ない勁けいを鍛える。膝をゆるめ、姿勢を下ろし、大きな球体を抱えるように力を抜いて構える。

　俺はこれがめっぽう苦手だ。目には見えない『氣』という概念がいまいち理解できない。師匠に言われるがまま、静止した状態で体内に流れているはずの氣を丹田で煉ねり、全身の経けい絡らくへと流していく。しかし肝心の氣を自覚できないので、本当に流せているのかどうかが分からない。形だけの修練は非常につまらないものだった。

　その後の外がい勁けいを鍛える訓練のほうが、分かりやすくてまだマシだ。

　密着状態で縦に並べた石を打ち、脱力と関節の締めで衝撃を貫通とおす。発はつ勁けいと呼ばれる打撃技術だ。一番向こう側にある石だけを破壊できれば成功で、三発に一発は上手うまくいく。

　師匠に言わせれば酷ひどい出来できらしいが、『氣』云々の不明瞭で精神論的な訓練よりはずっとやりやすい。

　最後は基本の型かたである套とう路ろを繰り返し、無意識でも動けるよう技を練磨する。師匠の檄げきが飛ぶ中を、定められた型通りに体を運用する。

　迎撃の鑽さん拳けん。最速の劈へき拳けん。粉砕の崩ほう拳けん。翻弄の横おう拳けん。貫徹の炮ほう拳けん。木もつ火か土ど金ごん水すいになぞらえた基本の五行拳を順序どおりにこなす。

　裡り門もん頂ちよう肘ちゆう。連れん環かん腿たい。通つう天てん砲ほう。鉄てつ山ざん靠こう。そういった源流を別にする様々な技の練功も忘れない。師匠に教えられた武術の数々は膨大だった。とても一代では修めきれないほどの量だ。

「そんな打撃じゃ、子供も倒せないよ。もっと敵を想定しな。外側ガワじゃなく中身をぶっ叩たたくんだ」

　震しん脚きやくが床を揺らす。電力不足で薄暗い部屋の中、踏み込んだ足が重い音を立て、埃ほこりが浮き上がった。折りたたんだ肘が空を裂き、仮想の敵を打ち据える。

　したたる汗が床を黒く濡ぬらし、冷たい空気が肺を苛さいなんだ。

「……そんな説明じゃ分からない」

「分からないなら、分かるまで繰り返すのさ」

「くそっ……」

　嗤わらうように酒を飲む師匠に苛立ちながら、套路を最初からやり直す。

　いなし、崩し、打つ。一歩進み、備え、またいなす。ひたすらそれを繰り返す。

「格闘技なんて習って、なんの意味があるってんだ」

　上がってきた息を隠すように、悪態をつく。

　実際それは俺の本音だ。わざわざ敵の近くで戦わなくても銃を使えばいい。たとえ目の前で殴りかかられても、拳銃を抜いて鉛弾を叩たたきこむほうが遥はるかに早い。拳が届くまでに、三発は相手に撃ちこめる。

「馬鹿だねぇ、あんたは。弾が尽きたらどうするんだい」

「む……」

　古代拳法と短刀術をミックスさせた師匠の武術は、確かに強いのだろう。

　今やっている套路は、主に一対一の人型を想定した型だ。相手の攻撃を短刀でいなし、震脚で足を踏み砕いて崩し、体当たり気味に肘を叩き込む。内臓を破壊されても動くような手合なら、追い打ちの短刀が首を刈り取る。刈り取れなければ更に踏み込み、ゼロ距離からの鉄てつ山ざん靠こうが吹き飛ばす。

　相手の体格を選ばない優れた技だと思う。しかしそれは師匠レベルの才能と身体能力があってのことだ。俺の素の運動神経はいいとは言えない。悪いわけでもないが、探索者としてはいたって並だ。耐環境ＲＥＡ装甲服スーツで全身を鎧よろって、ようやく敵性存在と渡り合える。

　銃を使えない格闘戦は、正直に言って怖い。

　師匠はまた酒を一口舐なめ、言葉を続けた。

「それにね、銃がない階層せかいだってあるかもしれない。その時、武術こいつは必ずあんたの役に立つ」

　師匠は胸に飾ったペンダントを握りしめる。俺が物心ついた時から持っている、古ぼけたペンダント。師匠はいつもそれを身に着けていた。

　いや、それよりも師匠の言葉の方に違和感を覚えた。

「世せ界かい？　世界って、どこの集落にだって銃くらい売ってるじゃないか」

　師匠の言っていることが理解できなかった。

「……なんでもないさ。酔ったババアの戯たわ言ごとだよ。忘れておくれ」

　そう言って師匠は寂しげに微笑ほほえむ。

「ついにボケたか、ババア」

「誰がババアだい！」

「今、自分で言ったんだろ！」

　理不尽が過ぎる師匠に怒鳴り返し、修行で流した汗を拭う。

　鍛錬だけで一日を浪費して休むわけにはいかない。仕事の準備だ。

「今日も探索に行くのかい？」

「当たり前だろ。今の稼ぎじゃ足りないくらいだ」

　無理をすれば稼ぎを増やせるだろうが、それで装備を失ったり遺跡に閉じ込められたりしたら逆に稼ぎが減ってしまう。焦らずコンスタントに稼ぎ続ければ、必ずチャンスは来る。とにかく今は階級を上げることに専念しなければ。

「多分二日はかかると思う。薬とか食い物とかはいつもの場所においてあるから。酒ばかり飲んでないで、ちゃんと養生しろよ」

「はっ。アタシにゃ、こいつが一番の薬だよ」

「ふん……」

　酒瓶を揺らす師匠に顔をしかめ、スーツを着込む。

　ヘルメットもついていない型落ちの機マシ械ンタ式イプだが、筋力を数倍に引き上げてくれて、防刃防弾性能も高い。これ無しで遺跡に潜るなど考えられないことだ。

　腰に吊つるしたホルスタへ、小口径の拳銃と片刃の短剣を差し込み、背はい囊のうを背負う。

　各関節を曲げてスーツのアシスト機能を軽く確認する。日々の整備を欠かさないおかげで、ロングコートの上からでもしっかりと俺の動きを読み取ってトレースしてくれた。

　最後に対物狙撃銃を肩に掛けて、準備は完了だ。一見重武装に見えるが、最低限これくらいの装備がなければ、遺跡を探索して利益を得ることは難しい。

　裸一貫で潜るような連中は、自殺志願者のようなものだと思う。実際、企業連の探索者奨励は棄民政策の一環なのだろう。毎年恐ろしい数の下げ階かい民みんが死んでいく。

　この世界は、おどろくほど人の命が軽い。誰もが自分のことだけを考え、その日の生を求めて生きていく。騙だまし合い、奪い合い、殺し合う。ここはクソッタレの生き地獄だ。

　そんな世界だからこそ、自分の助けたい命だけは絶対に守る。

「ヘイエ」

　扉を開けた俺の背に、師匠の声がかかる。

「アタシの命はアタシのもんだ。あんたが背負うもんじゃないんだよ」

「…………。ああ、分かってる」

　師匠、確かにあんたの命はあんたのものだ。

　だけど、俺の命はあんたにもらったんだ。

　その分くらいは、返させてくれ。




　　　†　　　†　　　†




　遺跡に潜り、二日に渡って続けた探索は、最悪の釣果で終わった。

　俺のクラスで行ける最深部まで潜っても、ろくな資源が見つからなかった。襲ってくる敵も、ミュータント系のタフなくせに金にならないタイプのやつばかりだ。今回探索した場所は、すでに他の探索者によって荒らされた後だったらしい。

　散々歩き回って、体力と弾薬を無駄にしただけだった。

「はぁ……」

　むなしく溜ため息いきをつく。

　階級昇格も先延ばしだろう。手ぶらも同然で帰路につき、都市まであと数キロといったところだが、こんなにも足取りが重いのは久しぶりだった。

「……？　なんだ？」

　遠方からざわついた気配を感じた。探索者の持つ携帯式カン照明具テラの明かりが、都市外壁の前で揺れている。

　俺は肩の狙撃銃からスコープを取り外し、遠方の人混みを見やった。

　倍率スイッチを三回クリックして望遠倍率を最大にすると、その様子がおぼろげながら把握できた。

　はるか遠方に霞かすみがかって見える都市の外壁。そこに備え付けられた小さな門。

　壁と比べて小さく見えるだけで、実際は資源を搬入するのに充分な広さを備えている。

　その門の前で、人がごった返していた。どうやら帰還した探索者たちの間で何かトラブルがあったようだ。ここからではよく分からないが、胸ぐらをつかみあって何事かを喚わめき合っている。

「せめて、都市に入ってからやれよ……」

　強奪者レイダーたちは門の付近でも容赦なく襲ってくる。重装備の門兵は門を守るだけだ。門に被害が及ばないかぎり、彼らは銃を抜くことすらしない。閂かんぬきを掛けて、襲撃が収まるまで中でだんまりだ。

　警備兵は探索者の味方じゃない。たとえ都市まであとわずかという距離まで帰ってきていたとしても、緊張の糸を解いてはならない。

　都市の外は無法地帯。油断すれば、命ごと資源を収奪される。

「……ああ、そういうことか」

　観察を続け、閉じられたままの外門を見ていて合点がいった。

　今回の帰還組を狙った強奪者たちは、都市の近くでやり過ぎたのだ。危険があると判断して、門兵が都市への帰還を制限している。

　襲撃は収まっているようなのに、門が開かないことにも心当たりがあった。

　まず不可能だとは思うが、探索者ＩＤの結晶板を身につけた強奪者が都市に侵入することを恐れているのだ。あれだけの人数が一度に帰還したら、もしかしたら万に一つの間違いが起こるかもしれない。

「これは、下手したら数時間は待たされるな……」

　こうなっては、人の多いところには逆に行かないほうが良い。騒ぎに巻き込まれるのは面倒だし、強奪者が再度襲撃を仕掛けてこないとも限らない。

　なぜ、そんなことが分かったかというと、まさに俺がその襲撃された地点にいるからだ。

「ふう……」

　背囊を降ろし、土に半分埋まった光学素子レンズに腰を下ろす。巨大な集光部品は俺が腰掛けてもびくともしなかった。

　かつては共振レゾナン励起スエクサ集束イテツド光兵器レーザーの集光部分だったと言われるこのレンズは、中深度まで潜れば、それなりの頻度で発掘することができる。

　これだけ大きく透明度の高いレンズなら、持って帰れば悪くない値が付くだろう。高容量記憶媒体の加工素材として、ギルドを介して企業が買い取ってくれるのだ。

　なかなかいい資源だが、単独探索者の俺には持って帰る術すべがない。こうして椅子にするのが関の山だ。

「腹減ったな……」

　焼け焦げた肉の匂いが鼻をくすぐる。焼けた人の匂いだ。甘ったるい脂肪のえぐみは嗅ぎ慣れて、特に感慨も湧かない。

　腰掛けた俺の前には、数人の死体が並んでいた。彼らが門の閉鎖となった原因だ。そのむごい荒らされぶりから、強奪者たちに襲われ、惨殺されたことが分かった。

　集光部品を遺跡で発見し、運良く機械兵にもミュータントにも出くわさず、皆で大荷物を都市まで運ぶ途中だったのだろう。昇降機を降り、危険な道を抜け、都市まであと少しというところで強奪者に襲われた。

　装備、金品、貞操、奪えるものは何でも奪われた。暴虐の限りを尽くされ、都市に入れない強奪者にとって無価値なこの集光部品だけが残ったというわけだ。

　都市の周囲で待たされている探索者たちは、ここで戦うより彼らを囮おとりにして都市へ駆け込むことを選んだようだ。当然の理由だろう。みんな自分の命が第一だ。

　こうして遺体を並べ、乱れた服装を整えてやることに意味なんてない。俺はただ、休憩に使う場所代を彼らに支払っただけだ。

　強奪者たちも一度奪い尽くした場所へまた戻ってきたりはすまい。ここで待機するのが最善だと判断した。

「食事にするか……」

　遺跡に潜っている間、ろくに食べることが出来なかったことを思い出した。

　背囊のサイドポケットをあさり、アルミ包装された長方形の固形物を取り出す。

　吸収の早い、高カロリーの携帯保存食だ。塩味も甘味も強く、発汗疲労した体を癒やしてくれる。安くて美味うまくて保存がきいて、携帯性も高い。探索のお供だ。

　俺もお気に入りのこれが、工業廃液から作られていると聞いた時は驚いたものだ。

　こんなにも美味いものが、あのギトギトで黒々とした、形容しがたい粘液で出来ているとは……。

　汚染物質は除去してあるし、そんなことを気にするのは上階に住んでる社員ぐらいのものだろう。体に入って血肉になればみな同じ。俺は気にしない。

　硬い表面を前歯で砕くと、中からトロリとしたクリームとサクサクと軽い食感の塩クッキーが顔を出す。囓かじる前は硬かった表面も、唾液と混ざると柔らかく溶け出し、濃厚な旨うま味みが口の中に拡ひろがった。

「やっぱり美味い」

　バリバリサクサクと携帯食を頰ほお張ばり続け、探索者向けに大きく作られている携帯食は、あっという間に俺の胃に収まった。味が濃いぶん、一個で充分腹がふくれる。

　甘ったるくなった口の中を、水筒の水を流し込んでさっぱりさせる。思っていたよりも疲れていたらしい。のどが潤う頃には、残っていた水を全て飲み干してしまっていた。

　最後に残った一滴まで無駄にしないよう、舌を出して水筒ごと上を見上げて──

「……なにか、動いた？」

　遥か高くにある鉄色の天てん蓋がい。汚染灰と光化学スモッグで濁った視界の先で、小さな物体がうごめいているように見えた。スコープを最大望遠にして使ってみるが、スモッグが被かぶるせいで黒い塊にしか見えない。

　だが、確かに動いている。あれは敵性存在だ。

「遺跡から抜け出たやつが居るのか……？」

　兵士が厳重に警備する駐屯基地から、敵性存在が抜け出ることは非常に珍しい。しかも天蓋にへばりついているということは、一旦壁の終端まで行って登ったか、または飛べるタイプということだ。万が一、飛べるならまずい。都市の外壁の意味がなくなる。

　都市ではむやみに武装することを禁じられている。警備兵が駆けつけるまで、市民が相当数死ぬことになる。

　気づいているのは俺だけだ。都市はいまだ閉鎖中。注意を呼びかけたところで、門兵が俺の言葉を信じてくれるとは思えない。

　やるしかない。無賃金で働く義理はないが、あの都市には師匠もいる。

「ギルドに死体を持って行ったら、弾代くらいにはなるかな」

　スコープを狙撃銃のマウントレールへ滑らせて付け直し、調整ダイヤルを回す。

　チキチキと小気味よい音を立てて目盛が微調整され、おおよその設定がなされた。

　細かいところは着弾地点から導き出して修正すればいい。逃げられると厄介だ。すみやかに仕留めよう。

　片膝を立てて座り込み、ぐっと背筋を伸ばして天蓋へ照準を向ける。スコープに刻まれた十字のレティクルが黒い塊をとらえた。関節を締めて姿勢を固定。呼吸を止め、照準の乱れを最低限に抑える。

　しぼるように引き金に指をかけ──発砲。

　その威力からは想像もできないほど小さな発射音を残し、亜サブソ音ニツク速徹・ＡＰ甲弾バレツトが飛んで行く。

「っ……外した……！」

　〇・二度、右にずれてる。ダイヤルを回して調整する時間が惜しい。レバーを引いて薬やつ莢きようを排出する。重い音を立てて、大口径弾の空薬莢が地面に落ちた。

　目測で照準をずらし、再度発砲。一瞬の空隙を開けて命中。だが相手はいまだ健在。

「弾かれた……!?」

　丸みを帯びた体に当たるまでは確認できたが、弾丸は火花を散らしてその表面を撫なでただけで、相手に刺さった様子はない。

「噓うそだろ……」

　減薬してあるとはいえ、装甲車をも破壊する徹甲弾だぞ。最低でも中層より下からやってきた敵性存在に違いない。

　そこで向こうも完全に気づいたのだろう。八つの青い目でこちらを見て──跳んだ。

　飛んだのではなく跳んだ。天蓋を蹴り、地面へ向けて跳躍する。

　落下死を願うが、おそらく叶かなわないだろう。対物狙撃銃の徹甲弾を弾くような手て合あいだ。落ちたくらいで死ぬとは思えない。

　八つ目の化物は、まっすぐにこちらへ向かって落ちてくる。体当たりでもする気だろうか。避よける時間はあるが、着地と同時に追撃を仕掛けられても困る。動きようのない空中にいる間に仕留めなければ。

「予算オーバーだ、ちくしょう」

　狙撃銃から弾倉マガジンを外してボルトレバーを引き、秘蔵の銃弾を薬室に直接挿入する。レバーを戻して装そう塡てん完了。小気味よい金属音を立てて銃身内部が嚙かみ合わさる。

　いま装塡したのは機械兵を一撃で倒した炸さく裂れつ弾だ。破壊力はさっきの数倍以上。貫通性能は落ちるが、むしろ弾き返かえされる確率が下がってちょうどいい。

　スコープの中の敵が瞬く間に大きくなっていく。これなら大おお雑ざつ把ぱに狙うだけで充分だ。

　接近してくる相手に向けて発砲する。ど真ん中に直撃した。装甲にめり込んだ弾頭がひしゃげた瞬間、爆発に等しい衝撃音が轟とどろいた。

「獲やった……！」

　煙を上げる敵は落下の軌道を変えて、俺からかなり離れたところに墜落した。落下音が重く響く。

　次弾をどうするか迷ったが、もう一度炸裂弾を薬室に入れる。虎の子の炸裂弾もこれで最後だ。完全に赤字確定だった。せめてコイツの死体が高く売れることを祈ろう。

　警戒を解かぬまま、落下地点へ近づいていく。

　じゅうじゅうと焼けるような音を立てて、敵は墜落した場所にうずくまっていた。

「……。……虫？」

　外見を見た率直な感想だったが、虫型のミュータントなんて見たことがなかった。

　金属とも生物とも判別の付かない、なめらかな質感の甲殻。元々は白い色をしていたのだろうが、汚れた空気と炸裂弾を受けたせいで、ひどく煤すすけてしまっている。

　ずんぐりとした胴体には、同じく丸みを帯びた足が六本ほど生えていた。いや、顔と思わしき付近にも小さい足がついている。

　この姿、まるでコイツは──

「蜘ク蛛モ、か？」

　そう、蜘蛛に見える。足の数が微妙だが、まだらに煤けた巨大な蜘蛛だ。

　俺よりも遥はるかに大きく、胴体だけで軽自動車くらいの大きさはある。コイツは大物の予感がする。用意される賞金と資源の買取額を勘定し、思わず舌なめずりをした。

　意識を取り戻したのか、蜘蛛の足がピクリと動いた。

「……っ！」

　高価な炸裂弾をもう一発使ってとどめを刺すか、判断に一瞬迷う。いや、構わない。銃弾を使いきっても、コイツを売れば消費した弾代などすぐ取り戻せる。

　この近距離、照準をつけるまでもない。腰だめに構えた銃の引き金を引きしぼり──

〈待った!!〉

　機械的な少女の声が、荒野に響き渡った。
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　荒野に響き渡る、澄んだ少女の声。

「…………っ!?」

　待てという、悲鳴にも似た制止の声に──俺は引き金を引いた。

〈わぁぁあああああああっ!?〉

「ちっ、避けたか……」

　すさまじい跳躍力で、俺の頭上を飛び越えた蜘蛛に舌打ちする。

〈待って待って待って待って!!　僕は怪しいやつじゃないよ!!〉

「怪しいやつはみんなそう言うんだ」

　表面上は冷静に対応しながら、俺は心中で冷や汗を流していた。

　炸裂弾はさっき撃ったので看板だ。徹甲弾じゃ弾かれるのは確認済み。今の俊敏さを見るに、連射できないボルトレバー式の対物狙撃銃じゃ動きに対応できない。

　窮地だ。コイツに対抗する手段がない。探索で下手を打った挙句、欲を出して不要な危険を呼び込んでしまった。

　こいつの異形にも驚かされたが、人語を解する知能を持つ敵など遭遇したことがない。

　恐ろしく高位のミュータントか、遺跡最深部の古代兵器だ。たぶんコイツを仕留めるには最上位アルフア階級クラスの実力と装備がいる。

　さっき命中させた炸裂弾もそれほど効いた様子がない。今はこちらが詰んでいることを悟られていないからか、やつも攻撃を仕掛けてこないようだが、こちらが無手だと分かれば容赦なく牙を剝むくだろう。

〈キミ、強いねえ。あんなところにいた僕を見つけたこともすごい〉

「それはどうも」

〈目が良いのかな？　それとも警戒を怠らない戦士の心得？〉

　ただの偶然だ。と心中で答えておく。

　俺は蜘蛛に銃口を向けたまま、対策を練る。

　師匠仕込みの発勁で外殻内部を破壊するか？　いや、いくらスーツで筋力が上がっていると言っても、奴の跳躍力は侮れない。回避される可能性が高いし、攻撃を避けられる以前に密着すれば力負けするのはこちらだ。俺の未熟な技量では、接近戦で遅れをとる。

〈ふーむ、どうやらキミは、僕を怪物か何かだと思っているようだね〉

　巨大な蜘蛛は学者を気取るように前腕をＬ字に組み、首を傾かしげる。

「違うとでも言う気か？　どう見てもその姿は──」

〈──人間だよ、キミと同じね〉

　即答されるが、そんな虫の姿で言われても、なんの説得力もない。

〈こいつは義ぎ体たいさ。擬ぎ態たいじゃないよ、念のため〉

「ギタイ？」

〈義手や義足は知っているだろう？　僕は体の一部以外、ほとんどが機械で出来ているのさ。でも、産まれはちゃんと人間だよ〉

「噓だ」

　企業連の科学力でも全身義体など造れない。企業は遺跡の資源を再現利用しているだけで、新たに創りだす開発力はないはずだ。ましてやこんな人型ですらない蜘蛛型の義体を、内部の人間にストレスを与えることなく収めるなど……。

〈本当さ〉

　悪びれることなく蜘蛛は言う。八つの青い眼がまっすぐに俺を見つめ返している。

「……頭のイカれた古代兵器か何かだろう、お前。自分が人間だと思い込むなんてふざけてる」

〈ふざけてない。僕は人間だ。ただしキミたちとは違う階層せかいからやってきた、ね〉
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　世界？　なにを言っている。世界とはここだ。この二〇〇キロメートル四方の壁に囲まれたここだ。地面をゼロとして、上へ五〇〇メートル。下へ一〇〇〇メートル。

　それが世界の全てだ。

〈階層せかいは一つじゃない。この階層は全体のほんの一部なんだ。廃棄階層第二〇二四層一〇〇二二ブロック、それがこの階層の名前だよ。ちなみに僕が来たのは二〇二二層からだ。階層はずっと先まで続いている〉

　荒唐無稽な話だと思った。この蜘蛛が言っていることが本当だとしたら、この世界は何千層も続いていて、ここはその一つの階層のほんの一部だということになる。

　とても信じられない。だが、同時に師匠のつぶやきも思い出していた。

『それにね、銃がない階層せかいだってあるかもしれない。その時、武術こいつは必ずあんたの役に立つ』

　あの時の口ぶり、師匠はこの世界の秘密について、なにか知っているのだろうか。

〈ふふん、どうやらキミにも思い当たるフシがあるようだね。仮にキミの言うとおり、僕が自分を人間だと思ってる機械だったとしても、危害を加えるつもりがないことはもう分かってくれたはずだ。停戦してちょっと話をしないかい？〉

　その青い瞳から思考は読み取れない。しかし、聞きたいことがあることもまた事実だった。

　しばし逡しゆん巡じゆんして、銃口を下げる。

　どのみち今はこいつを倒す手段がないんだ。話しながら策を練ろう。

「……いいだろう。話に乗ってやる」

〈ああ、ところで〉

「なんだ？」

〈キミ、なにか食べるもの持ってないかい？〉

「は？」
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〈もぐもぐもぐもぐ〉

「……………」

〈もぐもぐもぐもぐ〉

「……おい」

〈もぐもぐもぐもぐ〉

「おい！　聞いてるのか!?」

〈もぐもぐ……美味おいしいねこれ、ちょっと味が濃すぎるけど〉

　文句があるなら食うな。それでもう四つ目だぞ。どれだけ食う気だ。

　遠慮なしに携帯食をむさぼる蜘蛛にイライラする。しかし滑稽なその姿を眺め続けていると、ふっと気が抜けてしまった。

「はぁ……。話をするんじゃなかったのか？」

　食事に夢中な蜘蛛へ問いかける。

〈いやあ、すまないね。全身義体とは言っても、生身の部分は残っていてね。流石さすがに三週間以上飲まず食わずは死ぬところだった〉

　ぺいっと袋を焚たき火びに放り込んで、煤すすけた体の蜘蛛はこちらへ向き直る。

〈まずは自己紹介と行こうか。僕はアルトシエル。家名は捨てた。よろしくね、黒髪の素敵な少年〉

　アルトシエル。不思議な響きの名前だ。初めて聞いたはずなのに、俺はどこかでその名を聞いたような錯覚を覚えた。

〈どうかした？〉

「いや……俺はヘイエ、ヘイエ・イーリーだ。まさか蜘蛛と自己紹介をする日が来るとは思わなかったよ」

　蜘ク蛛モ──アルトシエルはじっと俺の顔を見つめた。

「なんだよ？」

　沈黙するアルトシエルを憮ぶ然ぜんと睨にらみ返す。

〈……ああ、やっぱり、あなたは──〉

　つぶやいた声は小さく、ほとんど聞こえなかった。耳を寄せてつぶやきを拾おうとすると、アルトシエルは前腕をバタバタと振った。

〈失礼な！　僕は蜘蛛じゃなくて人間だってば。義体に入る前はそれはそれは素晴らしい美少年だったんだぞ！　想像してごらん。風に揺れる銀糸のような髪。深く蒼あおい大きな瞳。透き通る肌は白磁の〉

「どうでもいい」

〈にゃあ!?〉

「心の底からどうでもいい」

〈に、二回も言った！　失礼なやつだな、キミは！〉

「人の食料に文句つけながら、全部食ったお前のほうが、よっぽど失礼だ！」

〈悪かったな！　美味しかったよ！　どうもありがとう！〉

「どういたしまして！　金払え！」

〈そんなものは、ない！〉

「知ってたよ、畜生！」

　ぜぇはぁと息を荒らげて睨み合う。

　なんなんだこいつは。調子が狂うにも程がある。冷静な対応が上手くできない。

〈……もー、そんな態度だと連れて行ってあげないぞ〉

「はぁ？　どこにだ？　お前の巣か？　行ったら子蜘蛛が大量に待ち構えてるとかゴメンだぞ」

〈ちーがーうーっ！　ていうか僕は子供なんていない！　蜘蛛でもない！〉

　そこまで蜘蛛であることを否定するなら、なぜそんな義体にしたのか。

〈この体は、階層世界を登って行くのに必要だからだよ〉

「さっきも言っていたな。この世界は全体の一部も一部だって」

〈そうさ、階層はどこまでも続いている。ずっとずっと上までね〉

　ぴんと金属の鉤かぎ爪づめを上に向けてアルトシエルは言う。

「上、か……」

　見上げれば、光化学スモッグのさらに上、のしかかるように視界を塞ぐ鉄の天蓋が聳そびえている。飛べるのでもなければ、まずあの天蓋へたどり着くことも出来ないだろう。壁を伝うというのも手だが、鏡のように滑らかなあの壁を登るのは難しい。

　あの円柱からはどうだろう。ちらりと円柱を中心に据えた都市を見やる。

　企業が支配している円柱からならば、楽に天蓋まで行けそうだ。いや、無理か。通してくれるはずがない。そもそも企業はこの事実を知っているのか。この天蓋を抜けた先に別の世界が続いているということを。

〈でさ！　でさ！　すべての階層を抜けたその先には、なにがあると思う？〉

　アルトシエルが高揚を隠せない様子で聞いてくる。

「……さぁ、な」

　想像してみるが、具体的なイメージは湧かない。

　思いつくのは暗い闇だ。なにもない、暗い、暗い闇が、視界を塗りつぶしていく。

「……っ」

　唐突な頭痛にこめかみを押さえる。嫌な汗が頰ほおを伝った。俺の記憶ではないような、粘着質な既視感が視界にこびりつく。

　───俺は、天蓋の先で見た。

　何を見た？

　俺が見たもの、それは──

〈空そらさ！〉

「……え？」

　アルトシエルの高い声に、我に返って顔を上げる。

〈空！　分かるかい！　真っ青でどこまでも続く空！　まばゆい太陽！　白い雲が風に流れ、夜になれば月と満天の星々が煌きらめく！〉

　興奮した様子でアルトシエルは叫ぶ。

〈この階層世界の果てには、あるんだ！　無限の蒼そう穹きゆうが！〉

　それは、その存在を確信している者の言葉だった。

「な、んで、そんなことが、分かる……」

　老人のような乾いた声が出た。のどがひりつく。水を飲み干してしまったことを、ひどく後悔した。

　蒼穹。聞いたことのないはずの言葉なのに、何故か懐かしさを覚える響きだった。

〈これさ〉

　アルトシエルは自分の腹──正確には腹部の収納庫だろう──から小さな装飾品を取り出した。中央に埋め込まれた半球状の宝石には、青と白のグラデーションがゆっくりと動いているのが分かる。

「これが、空……？」

　吸い込まれるような美しい蒼。理屈じゃない本能的なものが、それを求めようと手を伸ばす。

〈おっと違った。こっちじゃない〉

　手がすかされる。アルトシエルは手早く装飾品をしまうと、白い縁の液晶板を取り出した。

〈僕が小さな頃から集めた資料だ。これには階層世界の歴史と、かつて空へと至った冒険者のことが書いてある。お伽とぎ話ばなしみたいなものもあるけど、これらは事実だよ〉

　受け取った資料の内容に軽く目を通す。膨大な文量だ。一日や二日で読める量じゃない。

「さっきのレンズは？」

　資料を返しながら問う。

〈あれは僕の命の次に大切な宝物さ！　簡単には見せてあげられないね〉

　ふふん、とふんぞり返るようにして蜘蛛は前腕を組む。

「ちっ……高く売れるなら貰もらってやろうと思ったのに」

〈人が命の次に大切と言ってる宝物をあっさり売ろうとするなんて、恐ろしい男だなキミは〉

　腹を隠すようにしてアルトシエルは後ずさった。

〈しかし、まぁ、そうだね。条件次第であれをたっぷり見る機会を与えてやってもいい〉

「条件？」

　胡う乱ろんな気分をたっぷりと声に乗せて聞き返す。

　別にもう見たくもないが、こいつ、自分が条件なんて言い出せる立場だと思っているのか。

〈そうさ、条件はただ一つ。──僕と一緒に、蒼穹を見に行こう！〉

　両腕を広げて、アルトシエルは宣言するように言った。

「……………」

　何故かそれは、とても尊い言葉に思えた。

　眩まばゆいものを見るように、俺は目を細めて、応える。

「嫌だ」

〈即答!?〉

「嫌だ、断る」

〈また言った!?〉

　アルトシエルがつめ寄ってくる。

〈キミ今、結構惹ひかれてたよね!?　なんで!?〉

　胸ぐらをつかむな。揺らすな。うっとうしい。あと、さっき食べていた携帯食の匂いで臭くさい。

「お前に目的があるように、俺にだってやることがある」

〈やることって？〉

「お前には関係ない」

　無邪気な質問を、ぴしゃりと拒絶する。

　そう、こんなところでモタモタやっている暇はない。一刻も早く金を稼がなければならないのだ。師匠の命の刻限は、すぐそこまで迫っている。

　この蜘蛛のことはもういい。世界の根幹に関わるようなことを知っているようだし、ギルドへ売り飛ばそうにも、企業にこれが知られたら一緒に拘束されるかもしれない。

　儲もうけの種どころか、とんだ疫病神だ。弾薬も食料も無駄にしてしまった。

〈ふーん……。じゃあ、こうしよう〉

　足早に去ろうとする俺の前へ回りこんで、道を塞いだアルトシエルは、ニンマリと機械の口を開いた。

〈キミのその問題、僕が解決してあげようじゃないか〉
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「解決？　どうやって？」

　いきなりコイツは何を言い出してるんだ。

「いや、そもそも俺の問題がなにか、分かっているのか？」

　俺は蜘蛛を振り切ろうと、早足で都市へ向かって歩き出す。アルトシエルと話している間に、門の封鎖は解除されていた。

〈まぁまぁ。まずは僕の話を聞いてくれたまえよ〉

　とっとと帰りたいのに、この蜘蛛はなかなか解放してくれない。大股で歩く俺の横を並走してくる。連動的に動く長い脚が不気味だ。

〈僕はこの階層に来て一週間になる。その間、色々と観察させてもらったよ〉

「天蓋にへばりついて、か？」

〈やむにやまれぬ事情があったのさ。聞くかい？　涙なしには語れない僕の旅立ちの日からこれまでのことを〉

「いらない」

　即答すると、アルトシエルは、今度は怒らなかった。

〈言うと思った〉

　くすくすと笑って、

〈そう、観察していて分かったことがある。キミはあの穴から資源を回収するのが仕事の人間で、なんの目的かは分からないけどお金が必要。それも急いでね〉

　正解を言い当てた。

「……ぬ」

〈一週間でキミのことは三回見ている。都市へ帰ったと思ったら、またすぐに穴の中へ潜って数日帰ってこない。おそらくあの穴の下は遺跡か何かがあるんだろう？　僕の階層にも似たような場所はあったからね。当然危険だっていっぱいだ。そんなところに休みも入れずに連続で通いつめるなんて、切羽詰まってるって証拠さ〉

　その話しぶりは探偵を気取る無邪気な子供のようでいて、しかし冷静な洞察力を備えていた。

「……それが分かったところでなんだ？　お前が代わりに金をくれるのか？」

　さっき自分で金はないと言ったばかりだろうに。

〈ちがうちがう。僕がキミの助けになってあげるのさ。一緒に遺跡へ潜ってね〉

　話の流れから、そう言い出すんじゃないかという気はしていた。

　確かにコイツの装甲と動きは目を見張るものがある。弾除けトーチカや荷物持ちポーターとして使えば、効率は何倍にもなるだろう。

　だが問題がある。

「探索許可証は？」

〈持ってない〉

「申請するための市民権は？」

〈持ってない〉

「じゃあ、無理──」

〈でも、遺跡には潜れる〉

「どうやって？」

　聞き返すと、アルトシエルは鉤かぎ爪づめをチッチッチッと左右に振った。妙にイラつく仕草だ。

〈すぐに分かるさ。今は食料も弾薬もないんだろう？〉

「おまえのせいでな」

　嫌味を言うと、アルトシエルは悪びれた様子もなく俺の背を押した。

〈まずは休息。それから補給して、明日またおいでよ。ここで待ち合わせよう〉

「…………」

　自分の顔が渋面を作っているのが分かる。

　今まで単独を貫いてきたのに、今更相棒を組むなんて。それもこんな胡う散さん臭くさい蜘ク蛛モの化物とだ。

「……来るかどうかは分からないぞ」

〈待ってるさ〉

　会ったばかりの人間を信じ込んでいる、優しく澄んだ声。聞きたくないのに、なぜか聞き入ってしまう。

「ぐ……」

　こんな世界には相応ふさわしくない。美しい声だと思ってしまった。

　苛立ちのままに踵きびすを返し、ほとんど走るような速度で都市の門を目指す。

〈待ってるからねー〉

　手を振る蜘蛛を一いち瞥べつすることもなく、俺は都市へと帰還した。
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「天覇重工規格光学繊維、損傷軽微。高分子有機化合物、破損過多。単分子皮膜加工ブレード二本、完品。計、二万三五六四クレジットで買い取らせていただきます」

　防弾ガラスの窓口から聞こえる女性の声に、がっくりと肩が落ちる。

　回収したわずかな資源を門付近の回収庫へ運び込み、買い取りを申請した。家に持ち帰って分解しなければならないほどの大物は手に入らなかったので、仕方がない。

　だが、提示された金額は、弾薬を補充したらほとんど残らないものだった。食料や消耗品の購入を考えたらむしろ足が出ている。

「いかがいたしますか？」

　買取価格は適正だ。ケチのつけようがない。

「はぁ……」

　電子パネルを向ける査定員に、了承を示すサインを書き込む。

　パネルに触れた指から筆跡と指紋を読み取り、認証が終了。ＩＤ結晶板に提示された金額が振り込まれる。

「またのお越しをお待ちしております」

　無表情で頭を下げる査定員に見送られ、受付をあとにする。

「今でだいたい三〇〇〇万クレジットか……」

　結晶板に緑の光で表示された貯蓄額を見て、溜ため息いきが出る。

　上階で師匠を手術してもらうには、諸経費含めてこの倍はいるだろう。

　単独探索者となって一年。師の教えを守ったうえで、効率に効率を重ねてこの額まで来た。下階で暮らすなら、十年は楽に食っていける額ではある。

　だが、それでは駄目なのだ。

「まるで足りない……」

　師匠の命はあと半年も保もたない。

　探索者階級を上げなければ、さらなる深層へ潜る昇降機を利用することもできない。焦りたくはないが、あの蜘蛛の言葉に縋すがりたくなってしまうほど現状は手詰まりだった。

　上位ベータ階級クラスへ上がりさえすれば、半年で貯蓄額を倍にできる可能性はある。だが、それは師匠の命が本当に期日まで保ったとしてだ。師匠が半年先まで生存している保証はどこにもない。

「くそっ……」

　帰路につき、苛立ちのままに自宅の扉を開ける。

　補給や装備の点検は明日でいい。今日はもう泥のように眠ってしまいたかった。

「師匠、今回はろくなものがなかったよ……」

　──まったく、しょげた顔してるんじゃないよ。おかえり、ヘイエ。

　そうやって、いつも帰宅を喜んでくれた師匠の返事はなく、代わりに血に伏した老婆の姿があった。

「……師匠!?」

　うつ伏せになっていた師匠の体を抱き起こし、気道を確保する。喉に詰まった血ち反へ吐どを吸い出そうと顔を近づけると、大きな手のひらに押しのけられた。

「アホ、そういうのは惚ほれた女にしてやりな」

「師匠……!!」

「なんてこたぁないよ。ちょいと立ちくらみしちまっただけさ」

　土気色の肌で、師匠は口の血を拭ぬぐった。

　そしてゆっくりと、しかし確かな足取りで立ち上がる。

「まったく、あんたは心配症だねえ。このホン・イーリーが簡単に死ぬもんかね」

　倒れていた椅子を起こし、どっかりと腰掛け、酒瓶を呷あおる。

「まだ飲む気かよ……」

「口ん中が鉄臭くてしょうがないからね。ちょうどいい、口直しに何かつまみでも作っておくれ」

　酒のことも、病気のことも、何度も言った。もう聞き入れてくれないのは分かっている。医者からも好きにさせておけと言われた。どのみち上階で手術を受けられなければ、助からない命なのだからと。

「味の濃いものが食べたいねえ。フリーザーに三足犬のもも肉が残ってたんじゃないかい？　ミディアムレアで塩をたっぷり振ってさ」

「……ちょっと出てくる。飯は粥かゆを小分けにパックしてあるから、それ食っててくれ。薬もちゃんと飲めよ」

「おいおい、聞いてたかい？　アタシゃ肉が──」

「いいから！　……頼むよ……」

　無理をしないでくれ。血を吐いた食道で、肉なんて食べられるはずがない。心配をかけまいとする師匠の気遣いが、俺の胸を強くしめつける。

　下ろしたばかりの背はい囊のうを背負い、部屋を出る。

「………………」

　扉にもたれかかり、目を閉じて深呼吸する。

　ここが覚悟を決める時だ。

　目を開き、しっかりと足を踏み出す。疲れなど気にしてはいられない。

　狭い街路を抜け、いつも利用している店舗を回って銃弾や食料、薬物、スーツのバッテリーなどを購入する。武器の整備は昇降機に乗っている間でいいから後回しだ。

　人混みを縫って大通りを抜ける。

　蒸気を吐き出すパイプ。得体のしれない肉を煮込む屋台の匂い。上階からの灯りは遠く、下階は薄暗い喧けん騒そうに包まれている。

　そして、ふたたび外壁前まで戻ってきた。

　裾のほつれた長ロン外グコ套ートを翻し、壁の内門をくぐる。気圧差で風が流れこんでくる。外気は冷たく汚れていた。亡霊がうめくような回廊を、踏みしめるように進んでいく。

　死臭がした。疲れきった帰還探索者たちとすれ違う。成果が芳しくなかったのか、仲間を失ったのか、その表情は一様に暗い。

　強く一歩を踏み出し、負け犬の気配を振り払う。大きな外門をくぐると、もう通る者がいないことを門兵が確認し、操作室へ合図を送る。

　──重い音を立てて鉄扉が閉まった。

　俺の足は意識するまでもなく、目的の場所へ向かっていた。

　数キロメートルの道程を淡々と歩き、辺りを見回せば、目的のものはすぐ見つかった。

　岩場の下でうずくまって眠りこける巨大蜘蛛を、蹴る。

〈ほわっ!?〉

「起きろ。行くぞ」

〈ふぇっ？　行く？　どこへ？〉

　寝ぼけ八眼まなこをパチパチとやりながら、アルトシエルが訊たずねてくる。

「遺跡だ」

〈え？　今から？〉

「俺が馬鹿だった。もっとハイリスクに攻めるべきだったんだ。胡散臭い蜘蛛の話にだって乗ってやるさ」

〈……ふーん、いいね。そういうの嫌いじゃないよ〉

「探索者としては失格だ」

　資源を見つけ、生きて持ち帰るのが探索者の仕事だ。自分の実力以上の成果を求めようなど、愚か者のすることだ。

〈だけど、冒険者になるんなら、そうでなくっちゃ〉

　アルトシエルは前腕の片方を広げ、老練な執事のように、深々とお辞儀した。

〈ようこそ、冒険者の世界へ。歓迎するよ、ヘイエ・イーリー君〉
















[image: 02 冒険者／Romanticism Spider]




〈さて、確認しておこうか〉

　昇降機が設置してある駐屯基地まであと少しというところで、アルトシエルが口を開いた。

〈僕はキミの問題を解決する。そうしたら、キミは僕の仲間となって蒼穹を見つけに行く。そういう契約で間違いないね？〉

「本当にできるならな」

　師匠を助けられるなら、なんだって構わない。どこまでも怪しいこいつの戯たわ言ごとにだって付き合ってやる。

「ただし出来なかったら、お前をギルドに売り渡して、その金をいただく」

〈ははっ〉

　脅しをかけたつもりだったが、アルトシエルに動じた様子はない。

〈ＯＫ。契約は成立だ。だが、キミが冒険者になったのなら、僕はキミの先輩だ。ちゃんと敬って接してくれたまえよ？〉

「分かった分かった。敬語でも何でも使ってやるよ」

　まったく、細かい蜘ク蛛モだ。そもそも冒険者とはなんだ。探索者との違いがよく分からない。利益にならない無謀を行う者のことか。

「それよりどうするんだ。駐屯基地は探索許可証を持ってないと、入ることすらできないぞ」

　基地の不審者に対する基本原則は一つだ。

　疑わしきは殺ばつせよ。許可証を持っていなければ射殺。許可証にエラーが出れば射殺。最新の装備に身を包んだ重装歩兵が、略式裁判すらなしで処刑してくれる。

〈それなら心配ご無用さ〉

　隣を歩いていたアルトシエルの姿が、唐突に地面の色と同化し始めた。岩肌の凹凸おうとつすら表面に浮かび上がり、移動に合わせてその模様が変化していく。

　一〇歩も離れて見れば、そこには何もないように見えるだろう。

〈変テク色スチ質感ヤ・ス迷彩テルスというものらしいね。あまり長期間は保もたないのが難点だけど〉

「らしいって」

〈この義体は僕が造ったわけじゃないからね。商品の仕様書を読み上げただけさ〉

　こいつの謎も深まるばかりだ。下の階層からやってきた人間を名乗る蜘蛛。すべてが上手く行けば、共に旅立つことになる仲だ。そのうち事情を聞いてみよう。

「まあいい。今はあの門を抜けるのが先だ」

〈先に行ってて。僕は壁を登って入るから〉

　一切の足音も駆動音もなく、アルトシエルは俺とはルートを別にし、基地の壁へ向かっていく。

「……もしあいつが見つかったら、見捨てて討伐に加わろう」

　こっそりそう決めて、門兵に許可証を見せに行く。ＩＤ結晶板は問題なく認識され、俺は門をくぐった。都合のいいことに他の探索者の姿もない。

　中層域へと降下可能な昇降機の前へ来た時、後ろから背中を押されるのを感じた。

〈さぁさぁ、乗って乗って〉

「急せかすな、バレるだろ」

　小声で返し、錆さびの浮いた昇降機ヘ乗り込む。

　装備や資源を含めても三〇人ほどが乗れる大型のものだ。アルトシエルの体重がどれくらいかは分からないが、俺と合わせてもそこまでの重さにはならないだろう。

　あと少しで定期の降下時間だ。他の探索者が相乗りしてくる様子もない。

　昇降機の中央に座りこみ、装備を点検することにした。

　敷き布を広げて対物狙撃銃を分解する。汚れを洗デイ浄グリ液ーザーの泡で覆い、拭き取る。バレルに詰まったカスを、同じく洗浄液をつけた布を棒で押し込んでこそぎ落とす。

　その他の銃も基本は同じだ。テイクダウンレバーを引いて、バレルと本体を分離する。そこからさらに細かいパーツへ分解し、汚れを落とし、潤滑油グリスを塗って組み直す。

　ナイフは資源解体の時ぐらいにしか使わないので、錆が浮いていないか確認するだけだ。

　そうこうしているうちに、降下開始を知らせるベルが鳴り、太いワイヤーを巻いたウィンチが稼働する。昇降機がゆっくりと降下し始めた。

　大型のウィンチは強い巻き上げ力を持つ代わりに、上げ降ろしする速度は遅い。

　目指すところは地下五〇〇メートルラインだが、到着まで優に二時間はかかるだろう。

「そろそろ聞かせてもらおうか」

　銃を整備する様子を眺めていたアルトシエルに問いかける。

「どうやって、大金を俺に与えてくれる気だ？」

〈んー、正確には僕が直接キミにお金を渡すことはできない〉

「そんなことは分かってる」

　自称とはいえ、下の階層から来たと言ってるんだ。この階層の金なんて持ってるはずがない。

「資源を見つける当てでもあるのか？　その、義体の機能を使って」

〈惜しいね。ほとんど正解だけど〉

　アルトシエルは右前腕を上に掲げた。そこから触手のような金属鞭べんが伸びてくる。

〈コイツは形状を自由に変えることができる接続機コネクタだ。これがあればたいていの扉を開くことができる。キミは見たことがあるんじゃないかな？　どうやっても開かない扉を〉

　アルトシエルの言葉にはもちろん覚えがあった。数日前に扉を守る機械兵を倒した場所のことだ。

　俺が解錠を諦めた、回路のように複雑な線が刻まれた大扉。遺跡のああいった扉は、元々上階で暮らしていたような、特殊な才能と知識を持った探索者でなければ開けられないものと思っていたが……。

「ああ、そうか。その能力を使ってこの階層までやってきたのか」

　見もしないで遺跡の門を開けられると豪語するなら、下の階層からやってこれたのも頷うなずける。きっと天蓋のどこかに鍵のついた扉があって、そこを開けてきたのだろう。

〈違うよ〉

　俺の予想は即否定される。

「じゃあ、どうやって」

〈それは仲間になってからかな。キミはまだ冒険者じゃないもの〉

「ぬ……」

　すげない断りに、うめいてしまう。

　だいたいコイツ、下の階層から来たって、どこを通ってやってきたんだ。下の階層から天蓋を開けても、その上は岩盤で覆われているんだぞ。天蓋と繫つながる地下遺跡があったとしても、そこから出れば危険な最下層だ。こいつじゃまず喰くわれて死んでいる。

　思いつくのは都市中央の円柱くらいだが、あの中がどうなっているかなんて俺は知らない。そもそも階層が続いていることを知っている者はいるのだろうか。歴史書が確かならこの階層はもう何千年も閉じられたままなのだ。

〈話なら遺跡に着いてからでもできるだろう？　今は少しでも眠らないと〉

　アルトシエルが荷物を勝手にあさって、アルミ蒸着式の保温ブランケットを被かぶせてくる。

「お、おい」

〈はい、僕にもたれかかっていいよ〉

　折りたたんだ脚を前後に分けて、アルトシエルは招くように脇腹にスペースを作った。

「勝手に決めるなよ……」

　とはいえ、疲れているのは事実だ。渋々アルトシエルに背中を預けると、意外と柔らかい。綿に沈み込むように体が埋まる。

〈おやすみ、ヘイエ君〉

　アルトシエルの澄んだ声が眠気を誘う。

　探索の疲労はやはり抜けていなかったのだろう。相手は信用ならない蜘蛛の化物だというのに、俺は強い警戒心を抱くこともなく、あっさりと眠りへ落ちてしまった。

　──子守唄が、聞こえる。
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　ごぉん、という重い金属音と共に降下が止まった。

　目標階層に到着した昇降機にロックが掛かる。一時間ほどここで静止して帰還者を待ってくれるが、自動で昇降するため、遅れれば無慈悲に置いて行かれることになる。

〈着いたみたいだね〉

　俺が寝ている間に暇つぶしとして読んでいたのか、アルトシエルは古いハードカバーの本から顔を上げた。鍵の付いたそれは日記のようにも見える。

　視線に気づいたのか、アルトシエルはそそくさとそれをしまった。

　熟睡からの目覚めは爽快だった。背もたれにしていたアルトシエルから身を起こし、腕と背中を伸ばす。

　ペキペキと鳴る関節の音を聞いていると、ふと口から問いかけが漏れる。

「なぁ、さっきの歌……」

〈ん？〉

　アルトシエルのきょとんとした返事に、口まで出かかった言葉を飲み込んだ。

「いや、なんでもない」

　頭かぶりを振って、荷物を背負う。

　関係のない話をする時間がもったいない。

　今回の探索はフル装備でやってきた。持てる限界の火器弾薬の他に、普段は使わない薬物ドラツグも補充してある。こいつは俺にとっての切り札と言ってもいい。

　もう出し惜しみしている状況ではなくなったのだ。大きく賭けて、大きく儲もうける。そうでなければ、残されたわずかな時間の中で目標の金額まで到達できない。

　師匠を診てくれる闇医者は、もともと上階の出身だ。格安で下階民を診察してくれるお人ひと好よしで、まず間違いなく信用できる。彼の伝つ手てがあれば手術の手配は問題ない。

　上位ベータ階級クラスになれば、円柱ビル群への登頂申請許可が出る。今回の探索で大物を回収することができれば、ランクアップは確実だ。必要な資金と階級。両方を一挙に獲得する。

　あまりにあやふやな賭けだが、もう残された時間で出来ることはこれしかない。

「行くぞ」

　昇降機を降り、薄暗い回廊を歩いて行く。少し肌寒い。吐いた息が白くこごった。

　自生する発光性の鉱石がぼんやりと足元を照らす。先まで見通せるほどではないが、歩くには充分な灯りだ。

〈わー、これが遺跡なんだねー〉

　遺跡というより地層だ。最下層に最も古い文明があり、滅び、またその上に新しい文明が築かれる。何千年という長いスパンで、それが繰り返されてきた。そういう意味では、あと何回か文明が滅びれば、この階層は完全に埋まることになってしまう。

　この階層せかいは終わることがはじめから約束されている。

　それも円柱が資源の高効率変換と空気の浄化をやめなければ、また地下に穴を掘って居住空間を作ることも可能かもしれない。結局のところ、あの円柱にすがらなければ人々は生きていけず、けれどあの円柱がなんなのかさえ分かっていない。

　資源と正しいプログラムコードさえあれば、人類を生かし続けてくれる。あれはそういった存在だ。

「お前、遺跡に潜ったことが無いのか？」

〈うん、僕は箱入りだったからね。正直なところ、何もかもが初めてのことばっかりさ！〉

　探索を心から楽しむ声で話しながら、アルトシエルは俺の後をついてくる。童話を読んで、その主人公に憧れる子供のような無邪気さだ。

　突き当たりを右に曲がる。この辺りの資源は回収されきっていて、ほとんど何もない。回廊には、檻おりのはまった部屋がずっと先まで続いている。

　かつてここには病人か囚人か動物か、そんな何かが閉じ込められていたのかもしれない。檻の中に珍しい物はなにもなく、風化した骨すらも見当たらない。そういったものも回収されてしまったのだろう。

　探索者は金になれば何でも回収する。資源を回収する方法はいくつかあるが、ポピュラーなのは二つだ。穴を掘って自分で発掘するか、掘られた結果つながった遺跡にあとから便乗させてもらうか、だ。

　他の探索者を殺して荷を奪うという手もあるが、そういった強奪者同然の者はすぐに仲間内で噂うわさが広まり、私刑じみた方法で処分される。

　探索者の荷を奪うのは御法度。破る者には死が待っている。暗黙の了解であるそれを知らないのは、探索者になったばかりの新人か、よほど切羽詰まった者だけだ。

　俺たちが今向かっている場所で射殺した三人も、そういった類たぐいの者だったのだろう。

　中層域までは階級に関係なく潜ってこれるため、一発逆転を狙ってここまでやってくる者も多い。中層は最も死亡率の高い場所だ。

「……いるな」

　腐臭がする。人の肉が腐った匂いだ。

「ここで待て、動かずじっとしてろ」

　アルトシエルを手で制し、左ひだり腿ももから散シヨ弾ツト銃ガンを抜いた。いつでも撃てるようにロックを外す。

　普段は弾代をケチって使わないが、狭い回廊内での散弾の制圧力は魅力的だ。取り回しやすいよう銃身を切り詰めているので、射程はかなり短い。中折れ型の垂直二連装式で装そう塡てん数にも不安があるが、構造が単純なぶん頑丈で、火薬を増量した強ホツ装トロ弾ードも使える。このまま銃身で殴りつけても大丈夫なくらいだ。

　腐臭がするのは三つ先の檻の中、開いたままの檻扉の中からピチャピチャと血を啜すする音が聞こえてくる。

　足音を消し、壁越しに檻の中を見やる。

「クリッカーか……」

　音を頼りに襲い掛かってくる変異ミユー生物タントだ。

　前歯を使って舌打ちのような音を鳴らし、反響した音で対象を捉える。人に近い体形をしているが、主に四足で歩き、鋭い歯と爪を武器に人間を捕食する。

　覗のぞき込んだ先に屈かがんだ人影が一つ。音を立てて人肉を啜るその後ろ姿は、全身の皮膚を剝はがして筋肉をむき出しにしたような、おぞましい姿をしていた。

　食事に夢中になっていて、今はこちらに気づいていない。このまま無視して通りすぎてもいいが、背後から襲われる危険性もある。判断に迷うところだ。

「…………」

　気配を消したまま、観察を続ける。

　クリッカーが貪る死体の肉はかなり古くなっていた。ついさっき死んだものではないようだ。周囲に他の敵の姿はない。

「……。やるか……」

　檻の中を上下くまなく見回し、判断を下した。

　ゆっくり忍び寄ると見せかけて、身を低くして一気に背後まで近づく。駆ける勢いそのままに、クリッカーの頭へ銃身を振り下ろした。

　骨と肉が砕ける音が鈍く響き、クリッカーが死体に突っ伏して絶命する。俺は同時に背後へ振り返り、天井付近に隠れていた仲間に散弾をお見舞いした。

「ギャ!?」

「ゲウッ!?」

　死角になっていた天井の手前側二つに仲間のクリッカーが潜んでいた。ほとんど照準も付けずに連射したせいで狙いが甘い。師匠が見ていたらどやされるところだ。

「ふぅ……」

　銃身を折り、薬室を開放して薬やつ莢きようを取り出し、次弾を装塡して左腿のホルスタに戻す。

　ミュータントは馬鹿じゃない。奴らは獲物ではなく、遺跡に迷い込んできた探索者を狙う狩人かりうどだ。知能も相応に高く、こういったチームプレイも平気でやってくる。

　死体が腐っていなかったなら、あれが俺をハメる罠わなだとは気づけなかったかもしれない。

　おそるおそる背後に近づいていたら、さらに後ろから襲われていただろう。探索者の死体を囮おとりに使い、また次の探索者を狙う。畜生のくせに悪くない戦法だ。

「ギ……ギ……」

　仕留め損なった方のクリッカーが、散弾で体をズタズタにされながらも鋭い爪を持ち上げる。俺はそいつの頭に足を乗せ、体重をかけて踏み潰した。

　機械式装甲服の筋力と重量が、水風船でも踏むかのようにクリッカーの頭を破裂させた。

「おい、もういいぞ」

　檻から顔を出して、アルトシエルに安全を伝える。

〈す、す……〉

「酢？　ああ、たしかに、くされ酢臭いなこの部屋。死体の腐乱臭だ。すぐに慣れる」

　足裏に付いた血のぬめりを床でこすって落としながら答える。

　アルトシエルはブンブンと頭を振ってから叫んだ。

〈すごいよ！　ヘイエ君！　手記に出てくる冒険者みたいだ!!〉

　興奮した様子でアルトシエルが飛びついてくる。

　その巨体で飛びかかってこられると、本能的な恐怖を感じるのでやめて欲しい。

「……手記って、お前の持ってた古い本のことか」

〈そう！〉

　アルトシエルが腹の収納庫から取り出したのは、古いハードカバーだ。さっき昇降機の中で読んでいるのを見た。汚れているが高価なものなのだろう。錠前まで付いている。

　何度も読み込んだのか、本を束ねる糸がほつれてページが飛び出している。

〈この階層世界を閉ざす天蓋を開放していき、そこに棲すむ者たちを助け、仲間を得、そしてついには蒼そう穹きゆうへと至った偉大な冒険者だよ!!〉

「大衆向け小説にありそうな内容だな……」

　まさか、コイツ、これを読んで冒険者になったとか言うんじゃないだろうな。

〈あ、それは疑ってる目だな。分かるんだぞ僕は、そういうの〉

　不機嫌な様子でアルトシエルは八眼を細める。

〈疑っているというより、どうでもいい〉

〈どうでもいい!?〉

「どうでもいいし、興味もない」

〈ひどい!?　冒険者になるって言ったのに!!〉

「まだなると決まったわけじゃない。むしろお前が売り飛ばされて、金に替えられる可能性の方が高いんじゃないか？」

〈いーや！　なるね！　絶対なる！　キミは冒険者に絶対なる！〉

　ぷんすかと怒るアルトシエルを連れて、俺たちの探索は続く。
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　牢ろう屋やの回廊を抜けて外に出る。

　ビル型の遺跡がその長ちよう軀くを傾けながらも、形を残したままあちこちに乱立している。

　古代の技術で作られた遺跡は、現在の科学力では破壊が非常に難しい。それら高いビルが大空洞を支える柱となり、探索者たちの乱暴な発掘作業での崩落を防いでいた。

「中層大空洞だ。ここから北に三キロほど歩いたところに目当ての物がある」

　肌寒さにスーツの襟元を閉める。

　大空洞は歴代の探索者たちが少しずつ穴を広げ、新たな空洞に行き当たったり遺跡を発見したりすることで出来上がった空間だ。

〈わぁー。結構明るいんだね〉

「この階層は電源が生きているものが多いからな」

　遺跡から漏れだす明かりや、自生する発光性の鉱石がそこらじゅうから照らすおかげで、周囲を見渡すぐらいは容易な明るさになっている。

「行くぞ」

　背はい囊のうのベルトの位置を直し、歩き出す。

「機械系の敵はあらかた倒されて回収されてるが、たまに遺跡の中から補充されたりする。ミュータントなんてそこら中にいるからな。あまり大きな音は立てるなよ」

　金になりにくいミュータントを狩っても旨うま味みがない。今日はこいつが開けられると豪語する大扉の向こうに用があるのだ。余計な戦闘はなるべく回避するべきだ。

〈わー……、わー……〉

　小声で、しかし浮かれた様子を隠せずに、アルトシエルは周囲を見渡しながらついてくる。

　炸さく裂れつ弾をほぼ無傷で耐える防御力を考えれば、こいつを前面に出して盾代わりに進んだほうがいいのかもしれない。だが、俺はこいつを最初はなから戦力として計算に入れていない。義体に搭載されている脳から、ポンコツの気配しかしないからだ。

　重要なことを任せれば、絶対に何かポカをやらかす。そんな気がしてならない。

　こいつの仕事は扉を開けることだけだ。あとは全部、俺がやる。

「着いたぞ、この扉だ」

　三〇分ほど荒れ地を歩き続け、先日まで機械兵によって守られていた扉へ到着した。

　それは扉のついた構造物としてはかなり小さい遺跡だった。壁に大きな扉がどんと構えるだけで、扉の向こうにいくつも部屋があるようには見えない。

　おそらく見えているのは頂上部分だけで、ここから地下へとつながっているのだろう。

「ここまでは順調だ」

　自分に聞かせるようにつぶやく。

　幸いにして激しい戦闘は一度も発生していない。扉も開けられた形跡はなかった。代わりに機械兵と男たちの死体が消えている。

　機械兵の残骸は他の探索者が持ち帰り、死体は今頃ミュータントどもの糞ふん便べんになっているのだろう。

〈ふふん、ではこの義体の力、見せてしんぜよう〉

　ずい、とアルトシエルが前に出る。大扉を見上げると得意気に鼻を鳴らした。

「お前の力じゃないのかよ」

〈僕の仕事はこれを差しこむだけです〉

　腕から伸びた触手を扉に触れさせると、鍵穴と思おぼしき場所へ枝分かれしながら侵入していく。接続器を介して、扉の錠をハッキングしようとしているのだ。

「どれくらいかかる？」

〈ええと、このバーが満タンになったらだから、あと一〇秒くらい？〉

　アルトシエルしか見えない表示を読み上げながら、蜘ク蛛モの口が答える。

「な……!?」

　何気なく発したその言葉に驚きよう愕がくする。

　あまりに速い。多くの探索者にとって鍵のかかっているタイプの遺跡は、大抵放置するのが定石だ。ハッキングを仕掛けられる装備や技術を持っている者が極少数というのもあるが、なにより時間がかかりすぎるのだ。

　数日かけて失敗した上、警報によって集まった機械兵に鏖おう殺さつされたという話もある。

「たった一〇秒……だと？」

〈開いたよ〉

　こともなげにアルトシエルはそう言った。

　空気が排出される音とともに、扉の錠が回転し、中に飲み込まれる。いくつにも重なって構成されていた扉板が複雑に水平移動しながら開いていった。

　黴かび臭くさい風が扉の奥から吹いてくる。誰も足を踏み入れたことのない、遺跡の匂いだ。

　電源が入ったのか、廊下に白い照明がつき、順番に奥へと明るくなっていく。

「本当に開いた……」

　こいつのハッキングが終わるまで、ここで寝ずに警護しようと思っていたのだが、その必要もなかった。こんな高度な技術で作られた義体など存在するわけがない。

　──こいつは本当に、違う文明、違う階層せかいから来たのだ。

〈さぁ、これで信じてもらえたかな〉

　表情はなくとも、こいつがしたり顔をしているのが手に取るように分かった。

「……約束は金を手に入れてからだ。遺跡の中に資源があればいいがな」

　顔を背けて嘯うそぶいた。

　発掘されたばかりの遺跡など、中は宝の山に決まっている。開けられたということは、自由に閉められるということだ。出るときに扉の鍵を閉めれば、遺跡の資源を独占できる。何度か往復すれば、師匠を助ける目標金額まですぐそこだ。

「手付かずの遺跡は危険も大きい。俺も未踏破地への探索は初めてだ。絶対に気を緩めるなよ」

〈分かった〉

「珍しい物があっても絶対に触るな。俺の許可なく勝手に進むな。伏せろと言ったら理由を聞く前に伏せろ。いいな？」

〈分かってるってば！　もー！　冒険者としては僕の方が先輩なんだぞ！〉

　探索者としてはド素人だろうが。

　知識は本で読んだような物ばかり。技能も義体だよりで、まっさらな白紙みたいな奴だ。過去の体験から感じ取れるものがまるでない。

　こいつは下の階層でどんな暮らしをしていたんだ？

〈ほら、行くよ、ヘイエ君！〉

　先ほどの警告を聞いていなかったのか、アルトシエルは俺を押しのけてずんずん奥へと入っていく。

「……言ったそばから」

　俺は深く溜ため息いきをついて、人の話を聞かない愚か者を小突くために、遺跡へ足を踏み入れた。
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　白い光で照らされた廊下は、すぐに突き当たりへ行き着いた。

「何もないな」

　目の前には真っ白な壁があるだけだ。

〈正規の方法で入ってないからかな？　遺跡のユーザーとして認識されてないみたいだね〉

　アルトシエルも同じ可能性に思い至ったようだ。

　鍵穴やパネルのようなものも見当たらないから、またハッキングともいかない。

「とすると……」

　壁に触れて細部を探ると、細いスリットが縦に走っていることに気づく。

「開くか……？」

　外の壁は爆破しても傷もつかない素材で出来ていて──だからこそ鍵付きの遺跡には多くの探索者が侵入できないでいるのだが──内部はそうでもないことが多い。

　勢いをつけてナイフを細い隙間に突き刺す。火花が散り、先端が埋まった。

　このナイフは厚く重みがあり、切れ味より頑丈さに重点を置いている。ナイフというより片刃の鉈なただ。少々乱暴に扱っても壊れはしまい。

　ガンガンとナイフの尻を拳底で叩いて、刃を中ほどまでスリットに押しこむ。両手でグリップを握って、テコの原理で隙間を広げていく。

「ぐ……う……！」

　閉まろうとする力に対抗して、装甲服のゲインが上昇。バッテリーで駆動する二酸化バナジウム型の人工筋肉が俺の力をサポートする。

〈手伝おうか!?〉

「いら、ん……！」

　力んだ様子で後ろからアルトシエルが尋ねてくるが、うめくように断る。

　さらに広がった隙間に膝を入れて固定。ナイフをしまって、両手で隙間を開門していく。

「ぐ、ぬ……！」

　ゲインが最大値になり、スーツが熱を帯び始めた。

　ゆっくりとだが、着実に扉は開いていき、俺の腕の長さで開ける限界まであと少しというところで、急に抵抗がなくなる。扉は完全に開ききり、俺は慌てて体勢を立て直した。

　この広さならアルトシエルの巨体も中へ入れるだろう。

　荒くなった呼吸を正しながら、扉の向こうを見やると、そこは長方形の穴だった。底が見えないほどの深い穴だ。下から吹き上げてくる風に髪がなびいた。

〈わー、真っ暗だねえ〉

　アルトシエルが脇の下から覗のぞき込んでくる。

　おそらく正規の手段で中に入れば昇降機が上がってくるのだろうが、ハッキングで侵入した俺たちでは利用できない。

　ハンドガンからマガジンを外し、その中の銃弾を一つ抜く。

　穴に向けて放り投げると、たっぷり数秒をかけてから、落下した音が反響してきた。

「深いな……」

　深度的には上位ベータ階級クラス以上が降下できる下層に近いかもしれない。

「どうする……」

　ロープは持っているが、とても長さが足りない。壁伝いに降りるにしても、リスクが高い。両手がふさがっている状態で何かに襲われたら対処できないからだ。

〈ふふふ、また僕の出番のようだね〉

　アルトシエルがニヤニヤと笑う。実際は機械の蜘蛛が口を動かしているだけなのだが。

〈よいしょ〉

　尻を上げたアルトシエルが掛け声をかけると、その上部から糸が排出される。糸は勢い良く飛んでいき、天井に付着した。

〈さぁ、行くよ。僕につかまりたまえ〉

　見た目通りの蜘蛛の能力に感心していると、アルトシエルは俺を前足四本で捕まえ、承諾も得ずにそのまま空中へ飛び出した。

「ま、待て、体が逆だ、逆！」

　糸を出す尻が上で頭が下になっているので、つかまれた俺もまた逆さまになっている。髪が逆立ったままアルトシエルに抗議した。

〈ああ、ごめんごめん〉

　節足が器用に動いて体をつかみ直す。抱きかかえられているような形で、俺たちは長い縦穴を降下していく。

〈ほらほら、この義体、役に立つだろう？〉

　おもちゃを自慢する子供のような声こわ音ねで、アルトシエルが話しかけてくる。

「油断するなよ。走査系のトラップだったら見えない可能性もあるぞ」

〈大丈夫。こいつの眼は高性能なのさ〉

　答えるアルトシエルの八つの眼が周囲をくまなく見回している。赤外線などの不可視光も見えるのだろう。

　アルトシエルは後ろ足の二本を器用に手た繰ぐりながら、巨体を静かに降下させていく。

　普段の言動で忘れそうになるが、こいつは独りで下の階層からやってきたのだ。今もこうして俺の助けになっている。足手まといと侮あなどるのはやめた方が良さそうだ。

　俺は余計なことは言わず、銃を抜いて警戒に努めるだけにした。

〈……あっ〉

「え？」

〈糸の二液バイナリ混合・ハイ・凝固プロテイ薬ン・液体オイルが焦げ付いちゃった。あの時ヘイエ君のご飯食べすぎちゃったから、余剰タンパク質を他の生体素材にも回したせいかなー……〉

　その言葉に嫌な汗が頰ほおを伝う。

「……つまり？」

〈糸がもう出ない。というか、この糸もともと熱に弱いから、そろそろ千切れそう〉

「おいっ、ちょっと体を揺すって壁面に──」

〈ごめん、もう無理〉

　ぶつんという音と同時に、一瞬の浮遊感がへそをくすぐる。

　そして、俺とアルトシエルの悲鳴が響き渡った。

　強烈な風を受けながら、俺たちは暗闇の中を落下する。




　　　†　　　†　　　†




　暗く深い穴の中を、俺たちは高速で落下していく。

〈いやああああああああああああああああああああああああああああああ!?〉

「耐衝撃体勢！」

〈ああああああああああああああああああああああああああああああああ!?〉

「うるさい！」

　悲鳴を上げるだけの役立たずは捨て置き、背はい囊のうに結わえてあったフック付きのロープを抜き取る。

　鉤かぎ状じようのフックを握り、壁に刺さることを祈って全力で投げた。

　火花を散らしながらフックは壁面をこすり、わずかな窪くぼみにその先を引っ掛ける。

　急制動と同時に、ロープを握りしめた手に凄すさまじい力がかかる。

　いきなり負荷がかかったため、スーツの筋力ゲインが振りきれるが、構わず関節にロックをかける。ロープとの摩擦熱で手のひらが焼けるように熱い。しがみついたアルトシエルの体重が思ったよりも負荷になっている。

「く、そ……！　離すなよ！」

　ロープを滑る手のひらから白煙が上がる。

　ひどい火傷やけどになっているだろうが、非常時だ、痛みは無視する。

　首筋から警告音がけたたましく鳴る。人工筋肉の限界が近いことをスーツが知らせているのだ。

　もう少しだけ保もってくれと、祈るようにロープを握りしめる。祈りが届いたのか、落下する速度は徐々に下がり、ロープの終端直前でついに俺たちの体は静止した。

「ぎりぎりだったな……」

　下を見やれば、地面はもうすぐそこだ。飛び降りても問題ない高さだった。

〈ああああああああああ……〉

　危険は去ったというのに、アルトシエルはまだ悲鳴の尾を引きながらブルブルと震えている。

「離せ、このポンコツ」

　しがみつくアルトシエルを蹴り落とす。

〈ひんっ〉

　どしゃりと重い音を立ててアルトシエルが落下する。クッション代わりにその腹へ飛び降りた。

〈ぐえっ〉

「まったく、ちょっとでも見直した俺が馬鹿だった」

　ほつれてしまったスーツのグローブ部分を外し、中を見やる。

　思った通り、ずたぼろに焼き裂けていた。黒く爛ただれて血がにじむ手のひらには熱い以外の感覚がない。

　指は動く、問題ない。治療薬を塗ったりもしない。意味がないからだ。

　傷を見られる前にグローブをはめ直す。

〈うう、ひどいじゃないかぁ〉

「ひどくない」

　仰向けになったアルトシエルが抗議してくるのを黙殺する。

　よく考えたら、こいつ天蓋から飛び降りた上に対物狙撃銃で撃たれても無傷だったじゃないか。別に助ける必要はなかったのかもしれない。

　焦った自分に舌打ちして、周囲を見渡す。

「ここは……」

〈広いねー〉

　降りた先に昇降機があると思っていたのだが、着いた場所には広い空洞があるだけだった。

　力技で入ってきたためか、遺跡は起動しておらず、灯りもついていない。ここに鉱石が自生して薄明かりができるまで、数ヶ月はかかるだろう。

　仕方がないので、背囊から薬液ケミカ蛍光棒ルライトを取り出した。

　半透明で柔軟な棒を親指で曲げると、中のガラス膜が砕け、過酸化水素と蓚しゆう酸さんジフェニルの薬液が化学反応を起こし、淡く光り始めた。

　発する光は小さく、あまり遠くまでは見えないが、探索者の視力なら問題ない。むしろカンテラなどの熱を伴う強い光は敵を引き寄せる危険性もあって、俺は好きではないのだ。

「帰りはここをよじ登るしか無いか」

　上を見上げると、針の先ほどの小さな白い光がみえた。あれが最初の入口だろう。下に昇降機があれば、アルトシエルに起動させようと思っていたのだが。

「まぁ、最悪蜘蛛こいつに登らせればいいか」

　罠わなもなかったし、帰りの乗り物くらいには使えるだろう。

〈え？　なに？　呼んだかね、ヘイエ君〉

「呼んでない。行くぞ、ポンコツ」

〈ぽ、ポンコツ!?　先輩に向かって失礼だぞ！〉

「まだ先輩じゃない。むしろお前が俺を先輩と呼べ」

　こいつと喋しやべっていると緊張感が弛ゆるんでしまう。無視して先を急ごう。

〈ああっ、待ってよ、もー〉

　その体重を感じさせない軽快な足取りで、アルトシエルが先行する俺の後をついてくる。

　罠がないことを慎重に確かめながら、俺たちは先を進む。

「……なにも、ないな」

　縦穴を降りた先にあった空洞を壁伝いに一周すると、横穴を発見した。そこからずっと歩き続けているのだが、資源になりそうなものは見つからなかった。

　継ぎ目のない壁が延々と先へ続くだけだ。罠の類たぐいもないから探索そのものは順調に進んでいると言っていいが、このままでは成果なしに終わってしまう。

「……やっぱり売り飛ばすか」

　鼻歌を歌いながら、のんきに歩いているアルトシエルを見やる。

〈ん？　なにか言ったかね？　ヘイエ君〉

「なんでもない」

　成功すれば俺はこいつの後輩。失敗すればこいつは俺の資源。

　探索者にとって約束は絶対遵守されるものだが、探索者ではないこいつにそれは当てはまらない。もし争いになっても、俺はこいつの外殻を砕く手段を持っていないし、こいつが武装していないという保証もない。いざ売られることに抵抗された場合、それに抗する手段が俺にはない。

　アルトシエルはいつでも約束を反ほ故ごにできるということだ。

「もう少し考えて行動するべきだったか……」

　はぁ、と額に手を当てて嘆息する。手のひらの痛みはもう消えていた。

〈ヘイエ君〉

「なんだ」

　また馬鹿な質問が飛んで来るのが分かっていて、律儀に返事をしてしまった自分に後悔する。

〈前からなにか来る〉

「なに？」

　前方に蛍光棒を掲げるが、特に何も見えない。

「おい、いい加減なことを──」

〈……一、二……いや、三体だ。結構速いよ〉

　その声音に茶化す色はない。八つの目をめまぐるしく稼働させながら、アルトシエルは警告する。

　真剣なその様子を見て、俺は警告に従うことにした。

「形態や大きさは？」

〈四足……いや六本足で歩いてる。なんか虫っぽい？　大きさも僕より少し小さいくらいだ〉

「……お仲間じゃないだろうな」

〈冗談やめてよ……〉

　本気で嫌そうに答えるアルトシエルを後ろに下がらせ、狙撃銃の組み立てを完了する。

　相手の攻撃範囲外から、一方的に攻撃するのが俺の基本戦術だ。

　マガジンを装着し、ボルトレバーを引いて初弾を装そう塡てんする。

　今回は炸さく裂れつ弾も買えるだけ買ってきた。出し惜しみはなしだ。

　片膝をつき、いまだ見えない敵の方向へ銃を向ける。姿が見えた瞬間に仕留める。そう決めて引き金に指をかける。

　一〇秒も経たたないうちに、ガサガサという生理的嫌悪感を催す音を立てて、奴らは現れた。

〈……蟻アリ!?〉

　ああ、まごうことなき蟻だ。ただしその体表は金属質で、大きさは俺よりもでかい。

　機械兵の亜種にも見えたが、見かけにも動きにも機械的な部分がまるでない。

　こいつら、生きている。

「ガチガチガチガチ──」

　蟻たちは大きな顎を打ち鳴らしながら、凄まじい速度で走り寄ってくる。

〈ひっ……!?〉

　アルトシエルが息を吞のむ。俺は呼吸を止め、優しく引き金を引いた。

　右肩に重い衝撃が走り、同時に先頭を走っていた金属蟻の頭が陥没。一瞬遅れて内部からはじけ飛んだ。

「よし、ちゃんと効くな」

　アルトシエルの時のように弾かれたりしないことに密ひそかに安あん堵どした。

　続いて第二弾を装塡する。排出された薬やつ莢きようが硬い音を立てて床に転がった。

　照準をつけて、発砲。同じように頭を破壊された蟻がつんのめるように地面を転がった。

〈ヘイエ君ヘイエ君ヘイエ君！〉

　敵の接近が早い。後ろのアルトシエルが焦った様子で名を呼んでくる。

「黙ってろ……」

　仲間が殺やられても、最後の蟻は怯ひるむ様子もない。前進してくる蟻との距離が狭せばまっていく。スコープの倍率を最低にしていても、視界いっぱいに昆虫のグロテスクな顔が映った。

　再度レバーを引く。三発目の銃弾を薬室に送り込み、引き金に指をかけた瞬間、蟻が頭を下げた。

　回避行動かと一瞬思ったが、違う。蟻は頭を振り上げると同時に口から何かを吐き出した。

　酸だ。蟻は蟻ぎ酸さんと呼ばれる酸性の液体を攻撃として用いるが、こいつもそうらしい。

〈ヘイエ君っ……!?〉

「だから、黙ってろって……！」

　膝立ちの姿勢から後ろへ倒れるように跳ぶ。俺がいたところを中心に蟻酸が降りかかり、床が白煙を上げて溶けた。

　姿勢は乱れていない。ほとんど空中に寝そべるような形で、照準を蟻に合わせる。

　一瞬の浮遊感の中、引き金を引く。発砲の衝撃が肩に走った。反動でさらに後方へ体が飛ぶ。

〈あいたっ！〉

　アルトシエルにぶつかるのと、最後の蟻が倒れるのは同時だった。

「意外と脆もろかったな。離れて戦えば問題はなさそうだ」

〈……僕をクッション代わりにしたことへの謝罪は？〉

「ない」

　ブーブーと文句を垂れるアルトシエルを無視し、倒した蟻を検分する。

「ミュータント、なのか？」

　触れてみると冷たい。表面は金属質な光沢だが、内臓は生々しい。したたる青い血がそれを増長させている。

「こんな奴は見たことがない」

〈僕もだ。ちょっと成分を調べてみるね〉

　アルトシエルが前腕の指先で血を掬すくう。そのまま舐なめとるのかと思ったが、指先そのものがセンサーになっているらしい。

〈これは……〉

「なにか分かったのか？」

〈この蟻の身体組成は炭素を基礎系統としてない。元素の周期律が一つずれているんだ。彼らは無機生命体。言うなれば珪けい素そ生物だよ〉

　アルトシエルは興奮した様子で説明を続ける。

〈彼らは、炭素を基系とした僕らのような有機生命体とは祖先を別にしているんだ。まったく別の生き物なんだよ。すごい……これはすごい発見だよ！〉

「それぐらい見れば分かる。だが学術的要素に興味はないな。こいつらは俺たちに敵意を持っていて、撃てば死ぬ。それだけ分かれば充分だ」

〈……ヘイエ君って意外と脳筋だよね〉

「物事を簡潔に考えて対処するのは、探索者の必須能力だ」

〈夢がないなぁ……マイナス一ポイントだよ〉

「俺のお前への評価は、最大マイナス値を振りきっているがな」

　狙撃銃のバレルを外し、長さを半分にして背負い直す。

　きちんとメンテナンスさえしてやれば、最高の精度と破壊力を発揮してくれる。最も信頼の置ける武器だ。俺の相棒は断じてこんなポンコツ蜘ク蛛モではない。

　最初から戦わせるつもりはなかったが、戦闘じゃ糞の役にも立たんな、こいつ。

〈あ、また失礼なこと考えてるなー!?〉

　犬のような唸うなり声ごえを上げるアルトシエルを無視して、資源に使えそうなものを探す。

　この珪素蟻ともいうべき生き物、それ自体が貴重な資源だ。持って帰ればかなりの値が付くだろう。ナイフで大きな顎をえぐり取り、パッケージングして背はい囊のうにしまう。また来ることになるんだ。今はこれだけでいい。

「敵がこいつだけとは考えにくい。用心しながら進むぞ」

〈了解っ〉

　敬礼のような動作を取るアルトシエルを引き連れて、俺はさらなる奥を灯りで照らした。

　警戒を怠らずに進み続けること数分、また広い空洞へ出た。

「何か見えるか？」

　アルトシエルに尋ねると、八つ目が周囲を見渡す。

〈なんだろう？　壁の上の方に楕だ円えん形けいのものが規則正しく張り付いてる。たくさんあるけど、照明かな？　ちょっと詳細までは分からないよ〉

「さっきの蟻共の卵だったりしてな」

〈やめてよ、もー〉

　珪素蟻に襲われたのが相当応えたのか、アルトシエルは体を隠すように前腕を組む。

〈あ、中央にも何かあるよ！〉

「だから勝手に行くなと……」

　言っても聞く様子のないアルトシエルを追いかける。

　蛍光棒の淡い光に照らされたそれは、巨大な立方体だった。縦横家一軒分くらいはあるだろうか？　かなりの大きさだ。

「白い、それに輝いてる」

〈調べるね〉

　アルトシエルが指先で白い立方体に触れる。

〈わっ、すごい。これ全部白金プラチナだよ！　凄すごい純度だ！〉

「白金……」

　白くなめらかな輝きを放つこれが、すべて貴金属である白金だというのか。

〈ねえ、この階層だと白金って価値があるものなの？〉

「ああ……」

　価値があるなんてものじゃない。白金は装飾物としての価値の他にも、触媒として非常に優れた素材だ。汚染ガスの浄化装置。燃料電池。発熱装置。それだけではなく、高い腐食耐性により高耐久を要する様々な部品素材としても利用されている。

　ただその総量は少なく、発掘を専門にしている探索者の間でも、まとまった量を見つけられる者は十年に一人もいないと言われている。

　単純な資源としては、おそらく最も高価な物質だ。

「これが、全部……」

　俺は呆ほうけたようにナイフを抜き、立方体に突き刺す。まるで油脂バターのようにたやすく刃が入っていった。

　白金は純度が高いほど柔らかい。これほどの高純度、いったいいくらの値がつくのか。

「師匠……」

　嚙かみしめるようにつぶやく。

　救える。俺の命の恩人で、最高の師で、最愛の母を。

　ナイフを滑らせ、白金を切り取っていく。

　たくさん持ち帰る必要はない。板切れほどのものが数枚あれば、手術に必要な資金を賄って余りある。

〈それだけでいいの？〉

「欲をかくとロクなことにならない、ってのが師匠の教えだ」

　背囊につめた白金は大した量ではなかったが、それでもずっしりと重かった。

　これだけの資源を見つけたんだ。探索者階級のランクアップも確実だろう。円柱上階で手術も受けられるし、俺のせいで貧乏暮しをさせていた師匠に楽をさせてやれる。

〈ふーん……〉

　アルトシエルが納得しかねるような、気のない返事で頷うなずいた時──

　パキリ、と殻の割れるような音がした。

　頭上から粉のように硬いかけらが降ってくる。続いて背囊を持つ手にぽたりと粘液質の液体が落ちてきた。

『ギィギィ』と錆さびた金属をすり合わせるような、不快な音が聞こえてくる。

　もはや見上げる気も起きない。

〈へ、ヘイエ君が変なことを言うからー！〉

「ちっ……。まだ動くな」

　一体また一体と、粘液に包まれた珪素蟻が落ちてくる。

　大きさはさっき見かけた奴よりやや小さいくらいだ。天井に張り付いていたのは卵というより蛹さなぎだったのだろう。先行して羽う化かした奴が、さっき殺した三匹の蟻だったというわけだ。

　出口を塞ぐように、蟻たちが次々と落ちてくる。

〈へ、ヘイエ君……！　どうすれば……〉

　動揺した様子で顔を近づけてくるアルトシエルを押さえつけ、小声で話しかける。

「落ち着け。出入口は本当にあれだけか？　もう一度調べろ」

〈えっと……あ！　反対側にもある！　あっちならまだ蟻もいない！〉

「なら、急げ」

　言うと同時に全力で走る。スーツによって強化された脚力は、二歩でトップスピードに到達する。

〈待ってよー！〉

　アルトシエルはその巨体に見合わぬ速度ですぐに追いついてきた。これなら逃げきれる。

　反対側のもう一つの出入口へ飛び込み、さらに走る。

　去り際に後ろを見やると、蟻の何匹かが白金製の立方体にかじりついていた。

「あれはあいつらの餌だったのか……。いいもの喰くってやがるな！」

〈言ってる場合じゃないよ！　見たまえ！　前、前！〉

　通路のいたるところにある横穴から、珪素蟻が顔を出した。

　餌があるということは、それを用意した奴がいたということだ。

　通り過ぎた横穴から、うじゃうじゃと成体の蟻が湧き出てくる。

〈無理してでも、最初の入口から逃げたほうが、良かったんじゃないの!?〉

「あっちは駄目、だ！」

　蟻の頭を踏みつけ、跳躍しながら答える。

　向こうは一本道だし。何より逃げ出すにはあの高い壁を登らなければならない。蟻がもし縦にも同じ速度で走れるなら、逃げきれる可能性は低い。それなら行き止まりに向かって逃げるより、こちらのほうがまだ生存率は高い。

「それに、方角は覚えてる！」

〈ほ、方角!?　方角って何──〉

　アルトシエルのスピードが急に落ちる。後ろ脚に蟻の大顎が嚙かみ付ついていた。

〈ひっ!?　いや……!?〉

　アルトシエルの悲鳴が群がる蟻によって遠ざかる。銀色の群れが金属をこすり合わせるような音を立てて折り重なっていく。

〈い、いや、いやだ、放し──〉

　山のように集たかった蟻共で、アルトシエルの姿はすぐに見えなくなってしまった。

「くそっ！」

　散弾銃とハンドガンを抜いて、両手で連射するが、焼け石に水だ。一匹や二匹仕留めても意味が無い。

　蟻の山からゴリゴリと金属を削り取る音が響いてくる。それはアルトシエルの悲鳴よりも明確に手遅れを悟らせる音だった。

「っ……」

　逃げろ。もう遅い。手遅れだ。無視して自分一人で逃げるのが正しい選択だ。己の命を優先できない探索者が三流だということは、自分自身がよく知っているだろう。

　さあ、逃げろ。

「っっっ、出し惜しみはなしだって、言ったろうが!!」

　見捨てるという最良の判断を、怒鳴ることで追い散らした。

　背囊と狙撃銃を捨て、腰後ろのポシェットから注射器を取り出す。

　金属製シリンダの窓から毒々しい色をした薬液が覗のぞいている。スーツの上からでも刺せることを前提にしているため、針が恐ろしく太い。その形状から想像される痛みは筆舌に尽くしがたかった。
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　俺はその痛みをよく知っている。薬を打った後のひどい副作用もだ。だが、躊ちゆう躇ちよなどしている暇はない。

　息を止め、左胸へ針を突き刺した。

「ガッ……!?」

　激痛を無視して、注射器をさらに胸の奥へ押しこむ。針は皮膚と筋肉を突き破り、心臓に到達する。濁った色の薬物が血中に流れ込み、心臓が限界を超えて鼓動を刻み始めた。

　この強化薬物ドラツグこそが俺の切り札だ。

　代謝を促進し、筋力を増強し、感覚神経を鋭敏化させ、脳の回転数を上昇させる。

　代わりに待っているのは、急激な廃人化だ。

　肉体のリミッターを強制的に外すこの薬物は、探索者でさえ恐れて使わない。リスクとリターンが釣り合っていないからだ。

　それを俺は常用している。俺ならば、それが可能だからだ。

「シッ！」

　白刃一いつ閃せん。振りぬいたナイフは、尻を向けていた蟻を真横に分断する。

　重量のあるナイフが羽のように軽い。自分の体が硬質のゴムになったように、強くしなやかに動いた。

　斬り殺す。突き殺す。裂き殺す。青い血潮が飛び散る中を、俺は姿勢を下げて疾駆する。

　金属の外骨格を切り続けたナイフが、摩耗に耐え切れずへし折れた。

　問題ない。折れたナイフを投げつけさらに一匹仕留める。

　人工筋肉が焼け付くのも構わず、全力で勁けいを解放した。

　踏みこみに合わせて、掌底を左右へ同時に放つ。床を陥没させるほどの震脚が、溜ため込んだ勁を増幅させ、力を伝達された掌底が触れた部分に爆発のごとき衝撃を起こす。対物狙撃銃にも匹敵する一撃が、二匹の蟻の頭を粉砕した。

　体を反転させ、さらに踏み込む。背中をぶつけ、震脚から勁を伝導。渾こん身しんの鉄てつ山ざん靠こうは数匹の蟻を木っ端と散らし、アルトシエルまでの道が開く。

「どけえええええええええ!!」

　大顎や鉤かぎ爪づめの攻撃をかいくぐりながら、舞うように拳を打ち込んでいく。

　ねじり込むように放つ鑽さん拳けん。銃弾の如ごとき速度の劈へき拳けん。疾しつ歩ぽと組み合わせた最大射程にして最大威力である崩ほう拳けん。

　薬物によって強化された脳と神経は、苦手なはずの武術でさえ達人級に昇華してくれる。

　打ち上げ、叩きつけ、踏み潰す。震脚の轟ごう音おんが鳴り響く度、蟻が絶命して壁に叩きつけられる。

　自分と蟻の血に塗まみれながら、山となっていた蟻共を蹴散らし続け、ついに俺はアルトシエルの元までたどり着いた。

　──無事だ。あちこち傷だらけになっているが、もげている部分はない。

　荒い呼吸で見下ろす俺に、うずくまって震えていたアルトシエルが顔を上げる。

〈へ、ヘイエく──〉

　泣き声を出すな、情けない。お前は冒険者なんだろう。そんなところにへたりこんで無様を晒さらすんじゃない。

　俺は呼吸を整えるより前に、アルトシエルを怒鳴りつける。

「いつまでへばってる！　とっとと走れ！　このポンコツ！」

〈ポン……〉

　アルトシエルは一瞬呆ほうけたように目をパチクリとさせる。

〈──だ、誰がポンコツだぁ!!〉

　怒りの言葉を吐きながら、うずくまっていた姿勢から立ち上がる。まだ嚙かみ付いていた蟻を振り落としながらアルトシエルは突進する。

　俺はすれ違いざまに体をつかみ、背はい囊のうと狙撃銃を拾って、アルトシエルの背に飛び乗った。

「後ろから来る敵は、俺が仕留める。お前はまっすぐ走り続けろ！」

〈分かった！〉

　正気を取り戻したアルトシエルの体がさらに加速する。追いすがる蟻を、俺の銃弾が牽けん制せいする。

　蟻の群れは波は濤とうのように押し寄せてきて──そして、決死の逃走劇が始まった。
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　薬物の副作用で吐き気がする。全身の悪寒と疼とう痛つうは抜けず、歯茎から歯が一本抜けた。

　限界を超えて酷使した骨肉は皮膚の下で裂け、スーツの下は内出血でひどいことになっているだろう。

　スーツに内蔵された人工筋肉もほとんど死んでいる。バッテリーもついに切れ、ただの重い服へとなり下がった。脂汗が額をつたい、狙撃銃を持つ腕が震える。揺れる視界で照準も定まらない。

　だが、まだ戦える。一番重要な頭はまだ働いている。意識さえ失わなければ、勝ちの目は充分にある。

　俺たち探索者にとって、自分がどの位置にいるかを察知するのは、必須にして最奥の技能だ。たとえ目をつむって歩いたとしても、自分がどこにいてどの方向を向いているかなどたやすく判別できる。

〈ヘイエ君！　蟻は!?　まだ来てる!?〉

「見えるとこ全部、蟻でいっぱいだよ！　気を散らすな！　全力で走れ！　すぐそこまで来てるぞ!!」

〈ひいいいいいいいいいいいいいい!!〉

　徹甲弾に切り替えた狙撃銃で蟻の追跡を牽制するが、いかんせん数が多すぎる。何匹転ばせても、その蟻を踏み潰して、蟻の群れは追いかけてくる。

「道はどうなってる!?」

〈ひたすらまっすぐだよ！　これ、本当に逃げられるの!?〉

「……………」

〈黙らないでええええええ！〉

　沈黙したのは打つ手が無いからではない。現在位置を把握していたのだ。歩数や移動した距離、方角からおおよその現在地を測定する。

「よし、いいぞ、そのまま行け！　糸は出せそうか？」

〈え？　あ、うん！　もう直ってると思うよ！〉

「なら出す準備だけして、曲がり角か行き止まりが見えたら言え！」

〈？？？　わ、分かった！〉

　意味も分からず了解するアルトシエルに頷うなずく。と同時に、狙撃銃の弾が切れた。一秒で弾倉を交換して、射撃を再開する。

　狙いをつけずとも、どこを撃っても当たるような状態だ。弾はまだあるが、狙撃に使うような銃を連続で撃ちすぎた。消音器のバッフルが焦げ付いて、煙が出始めている。

　虎の子の炸さく裂れつ弾は温存だ。こいつの使いどきは必ず来る。

　最前列を走っていた蟻が酸を吐いた。こいつはアルトシエルの装甲でも防げない可能性が高い。

　身代わりが必要だ。半壊したスーツの上半身をパージする。首元の制御スイッチを操作し、接合部のロックを外した。除装する間も煩わしく、引きちぎるように長ロン外グコ套ートごと振り回す。

　油で揚げるような音がして、白煙と嫌な匂いが発生した。防刃繊維に鉄鋼ワイヤーを編みこんで作られたコートが一瞬で溶け落ちた。

　酸の腐食がコートを持つ手へ達する前に投げ捨て、蟻ぎ酸さんを吐こうとしている蟻を優先的に撃ち殺す。

〈これってさ！　女王蟻のところへ向かってるとか、そういうことないよね!?〉

「嫌なこと言うな！」

　蛹さなぎのときのように、本当にそうなったらどうしてくれる。

　だが、おそらくそれはないだろう。こいつらは蟻に見えるが、生態まで蟻と同じとは限らない。

　蟻は一つの巣の中で色々な役割を持った者が産まれるが、こいつらは観察した限り一種類だけだ。牡オス牝メスの区別すら付かない。そうでなければ、兵隊蟻などの戦闘型がとっくにやってきているだろう。巣をこれだけ荒らしたのだ。出てこないほうがおかしい。

　そもそも体の基礎となっている元素すら違うのだ。収しゆう斂れん進しん化かの結果、蟻によく似た姿になっただけ。そう考えるのが自然だろう。

　そして、俺の推測が正しければ、もうすぐ──

〈ヘイエ君！　前！　前！　Ｔ字路になってる！　どっちに曲がる!?〉

　来たか。狙撃銃の弾倉を新たなものに交換し、初弾を入れ替える。

「曲がる必要はない！　まっすぐだ！　壁に向かって全力で走れ!!」

〈ええええええええええええええええええっ!?〉

　後方から前方へ狙撃銃の狙いを変え、反動を抑えこむように身を低くする。

　発砲。発砲。発砲。薬やつ莢きようが硝煙の尾を引いて転がり落ちる。

　度重なる銃撃に、赤熱化した消音器がついに壊れた。対物狙撃銃の本来の銃声が、獣の咆ほう哮こうのように轟とどろく。

　まっ平らな壁に大きな弾痕が刻まれ、めり込んだ弾丸内部に仕込まれた爆薬が炸裂。壁に大きく亀裂を走らせる。

「行けええええええええええええええええええええっ!!」

〈うわああああああああああああああああああああああああああっ!!〉

　やけくそな声を上げながら、アルトシエルが壁に突っ込んだ。

　アルトシエル共々ぺしゃんこに潰れる未来を幻視するが、そうはならなかった。

　壁は期待していたとおりに砕け、その先へ俺たちは飛び出した。

　そこには底の見えない巨大な穴が待っていた。砕け散った瓦が礫れきと共に浮遊感を感じる。足場はない。が、それも予想済みだ。

「糸！」

〈はいな！〉

　アルトシエルの射出した糸が大穴の壁面にへばりつく。

　背後から飛び出してきた蟻の群れが、ボトボトと大穴の中へと落ちていく。

　後続の蟻が穴から頭を出した。わらわらと壁に張り付こうとしているところへ、俺は狙撃銃の残弾をすべて撃ち放った。

　狙いは蟻の少し上。罅ひびが走って脆もろくなった壁の上部に弾丸は突き刺さり、一瞬遅れて炸裂。壁面は崩れ、岩塊が蟻を押しつぶす。立ち昇る土煙の中、穴は完全に埋まりきった。

　糸が収縮する。ブランコのように俺たちは壁に急接近し、アルトシエルの多脚がふわりと衝撃を吸収した。

　先程までのやかましさが噓うそのような静寂だった。俺たちの荒い息遣いだけが、広い空間に谺こだましている。でこぼことした岩肌に懐かしさを覚え、周囲を見渡す。ここは最初に降りてきた遺跡へ向かう大縦穴だった。

　俺たちは、ちょうど昇降機がある地点まで戻ってきていたのだ。

　ほとんどが勘と幸運に任せた作戦だった。だが、上手くいった。俺たち二人のどちらが欠けていても脱出できなかっただろう。

〈や、やった！　やったよヘイエ君!!〉

　アルトシエルがはしゃぐように顔を上げる。

　俺はその喜びに対して、応えてやることができなかった。

「背囊が……」

　破れている。蟻の酸が微量にかかっていたのかもしれない。

　裂けた背囊には回収した蟻の顎がひっかかり、しかし白金はその中になかった。

　大穴の遥か下方で、キラキラと白金の板切れが落ちていくのが見える。

「…………っ」

　俺はアルトシエルから降りて壁面につかまった。

〈ちょっ、待ってヘイエ君!!〉

「悪かったな。ここまででいい。お前は充分役に立ってくれた。これは俺のミスだ」

　自分でもひどく落ち込んだ声が出ていると思った。

　おそらく回収は不可能だろう。最下層にいるのは最上位アルフ探索者アクラスが集団で相手にするような化物ばかりだ。

　だからといって諦めきれない。あれは最後の希望なんだ。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいした体を引きずるように、ゆっくりと壁面を降りていく。最下層へと向かう大穴は、奈落のように暗く呻うめいていた。

〈待ってってば!!〉

　アルトシエルの前腕が俺を捕まえる。

「おい、やめろ」

　押しのけようと腕をつかんだ時、アルトシエルが口を開いた。

〈おええ……〉

　汚い。

　アルトシエルの口から、唾液にまみれた物体が出てくる。

〈ほら、これ、あげる〉

　アルトシエルが見せてくるそれは──白く輝く、白金の塊だった。

「な……！」

　白金を見つけた時、最小限だけを持って帰ろうとする俺のやり方に、アルトシエルは不服そうだった。あの時、自分の分も回収していたのか。

〈探索者は欲をかいちゃいけないのかもしれない。でもね、冒険者はロマンを追い求めなきゃ駄目なんだ。欲の一つや二つ出さないと、ね〉

　八つの目を器用にウインクさせて、アルトシエルは言った。

「お前……」

　思わず抱きしめてしまう。

〈わっ!?〉

　節足の生えたアルトシエルの体はグロテスクでゴツゴツとしていたが、不思議と嫌な気分にはならなかった。

〈……えへへ。どうだい、これで僕のこと、認めてくれたかな？〉

「ああ……」

　契約は果たされた。アルトシエルは宣言通り約束を守った。ならば、今度は俺が応える番だ。

「俺は今日から冒険者で、あんたの仲間だ。よろしくお願いします、アルトシエル先輩」

〈うむ、苦しゅうないぞ、後輩君〉

　偉そうにふんぞり返るアルトシエルに思わず吹き出してしまう。アルトシエルも釣られて笑い出した。

　声を出して笑ったのなんて、一体いつぶりのことだろう。

　俺は今、探索者から冒険者になったのだ。

〈ところで……〉

「はい？」

〈なんだか、今更になって敬語を使われるのは、恥ずかしいのだけど……〉

「いえ、約束は約束ですから。先輩と呼び、あなたを常に立て、敬語で話します。一生」

〈一生!?　え、ちょっ、もっとフレンドリーに接してくれたまえよ！　せっかく仲間になったのに、距離の開きを感じるのだよ！〉

　焦るアルトシエルに笑顔を返す。

「さぁ、先輩。帰りましょう」

〈う、うん。……うん？　どうやって？　昇降機ってもう降りてくるの？〉

「いえ、中層域の昇降機はさっき上がっていったばかりの時間です。なので、昇降機に追いつくまで登ってください、先輩が」

〈え？　僕らだいぶ下まで落ちてきたと思うのだけど〉

「頑張ってください」

〈いやあの、それって結構大変だなって〉

「大丈夫です。後輩に良いところを見せてください」

〈えっ、良いところ？　分かった！　先輩だものね！〉

　張り切るアルトシエルに内心ほくそ笑む。

　こいつの扱い方がだんだん分かってきた。ちょろいな。

「じゃあ、俺はちょっと休んでるんで。後は任せました。おやすみなさい」

〈ええ!?　ヘイエ君!?　ちょっと、ヘイエくーん!!〉

　慌てるアルトシエルの腕に抱かれながら、俺は張り詰めていた意識を手放した。
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　広い会議室を、装飾シヤン光源デリアが明々と照らしている。会議室の空気は暖かく、清浄だ。

　密閉された窓の外には光化学スモッグのケミカルな雲海が広がっている。吸えば数秒で死に至るが、ここは空調管理が行き届いている。都市で発電される電力の九〇％以上が、円柱に隣接した複合企業ビルに行き渡り、円柱外の下げ階かい街がいのように電力不足で悩まされることもない。

　ここは選ばれた特権階級だけが住まうことを許された人造の楽園だ。中でも一際大きい企業ビルの、その一室がこの会議室だった。

　黒く長大な硝がら子す机には、会議に参加する重役たちが席についている。

　会議の議題は、一人の人物を中心に進められていた。

「──の人口抑制計画は順調に進んでおり、今後二百ヵ年計画で円柱外の下階市民を七〇％以下にまで減らすことを予定しています」

　黒髪の市民が多い中、資料を読み上げるその女性は、珍しい灰アツ金シユブ色ロンドの髪をしていた。

　細身の眼鏡に収まらない薄アイ氷スブ色ルーの大きな瞳。肌は白く、深いスリットの入ったタイトなスカートスーツを着こなしている。妖艶な色気を感じる美女だ。

「──により、探索者奨励による下階市民の削減はこのまま推し進めるということでよろしいですか？」

「「「異議なし」」」

　女性の確認に、机に居並ぶ男たちが口をそろえて答える。

　彼らは企業連に勤める重役たちだ。身なりも高級なスーツ一式に身を包んでいる。富裕層の人間であることが一見して分かった。

　女性は灰金色の長髪を耳にかけて、資料をめくる。

「では次の──」

　ダン、と重い音が響き渡った。会議が中断される。

　音の主ぬしに視線が集中する。そこには会議室の椅子に寝転ぶように腰掛けた大男がいた。

　机の上に投げ出した両足が音の原因だったようだ。硝子製の高価な机に亀裂が走っている。

「もーいーよー」

　大男はあくびを嚙かみ殺しながら、抜けた調子で話す。

「どうせこいつら『異ノー議オブなジエクしシヨン』しか言わねえ木偶デクじゃねェか。会議なんて意味ねェって」

「我が社は民主資本両主義において──」

「だぁ、かぁ、らぁ！　そういうのはいいって言ってんだよ、雌猫がァ！」

　力んだ両足が、机を完全に粉砕する。

　恐ろしい脚力だった。女性は眉をひそめ、重役たちは轟ごう音おんに身を縮こまらせた。

　視線を合わせないように押し黙る重役たちを見回し、男は嘲あざけるように鼻を鳴らして立ち上がる。

　大きい。単純に背が高いだけではない。体のパーツすべてが大きく、鋼をよじり合わせたように、高密度に引き締まっている。手を握りしめれば、女性の頭よりも大きい拳が出来上がるだろう。

「おら、出てけ出てけ。こっからは支配者様だけの特別会議だ。木偶に用はねェよ」

　しっしっ、と犬でも追い払うように言うと、重役たちはすごすごと部屋から退散していく。

「ふふん」

　満足気に腕を組む大男は、スーツを着ていた。

　スーツはスーツでも、その男の着ているスーツは戦闘用の耐環境ＲＥＡ装甲服スーツだ。甲かつ冑ちゆうを着込んだように見えるほど、その装甲は厚く力強さにあふれていた。

「バイ・ロン警備主任。……どういうつもりですか？」

　アッシュブロンドの女性が柳眉を吊つり上あげて、大男──バイ・ロンに詰め寄る。

「イキるんじゃねえよォ、ペレグリーデ。勃たっちまうだろうが」

　バイ・ロンは、豊かな胸を押し付けんばかりに詰め寄ってくる女性──ペレグリーデを挑発するように睥へい睨げいする。

「火急の用あってのことだ。こんなごっこ遊びの会議なんてしてる場合じゃねェんだよ」

「警備主任……！」

「黙れ、雌猫。犯して殺すぞ」

　見下ろすバイ・ロンの視線に殺意が宿る。皮膚を剝はぐような男の視線に、ペレグリーデは身を震わせた。

　その様子に嗜し虐ぎやく的な興奮を覚えたバイ・ロンは、巨大な手でペレグリーデの体を抱き寄せようと身をかがめる。

「聞こう」

　静かな男性の声がそれを止めた。後ろを向いていた黒革張りの椅子が前を向く。

「イーリー会長っ」

「ちっ」

　ペレグリーデは主人あるじの助け船に顔を輝かせ、バイ・ロンは腕を下ろして舌打ちした。

「報告があるのだろう。話しなさい」

　落ち着いた声でそう告げるのは、白長髪を後ろへなでつけた男だった。顔に刻まれた皺しわは深いが、老いは微み塵じんも感じさせない。硝子の黒机に組んで置く手は、戦闘者の鋭さを備えていた。

「用っつーのは、まずコレさ」

　バイ・ロンは懐ふところを探り、金属片を取り出した。そのまま会長の前に放り投げる。白く輝くそれは、白金の欠片だ。重い音を立てて机の上に転がった直後、さらに投とう擲てきされたものが貫き、白金を断ち割る。

　硬質な音を響かせて机に突き立ったのは、銀色に輝くノコギリ状の刃だった。

「爪……牙……いや、顎の片割れか」

「こいつと、白金。心当たりがありすぎるよなぁ、おい」

　自分用の椅子を引きずってきて、バイ・ロンは特注のそれに腰掛ける。

「どこの封印カタ塋域コームからだ」

「八番。中層から下層にかけてのラインだな。まぁ、あそこは女王蟻マザーもいねェような小せェ巣だ。すでに鎮圧部隊を向かわせてる」

　組んだ腕を後ろで枕にして、バイ・ロンは答える。

「探索者ですか。厄介なことをしてくれましたね。あそこの収穫計画はまだ百年期は先だというのに……」

　ペレグリーデが親指の爪を嚙んでうなる。

　遺跡に点在する封印された扉は、かつての古代文明が建造したものだ。そこにあのような異起源の生物が眠っていることを知るのは、企業の中でもほんの一握り。

　そのうちの三人がここに集つどっていた。

「それがどういうわけか、すでに起動して結構経たってたみたいだな。巣を広げている痕跡もあった。ありゃ放っておいても、どのみち壁をぶちぬいて出てきたぞ」

「ですが……」

「まぁ、良いじゃねえか。クソ機き族ぞく様の置き土産だ。せいぜい有効に使わせてもらおうや」

　バイ・ロンは葉巻を取り出すと、先端に嚙みついて吐き捨て、反対側で親指を鳴らす。摩擦により発生した高熱が、葉巻に火を灯した。
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「久々のボーナスタイムだ。蟻アリは全滅させて、資源は持ち帰れるだけ持ち帰るよう部下どもには言ってある。円柱の配列変換炉は忙しくなるな。工房の職人ともどもフル稼働だ」

「吞のん気きなことを……。計画の変更が必要だわ」

　携帯端末を取り出して、ペレグリーデは各所に連絡を入れ始める。

「まだ話は終わりじゃないぜ。この顎、誰が回収してきたと思う？」

「お前がそう言うということは、ただの最上位アルフア階級クラス探索者ではないようだな」

　封印を自力で解き、すでに起動している珪けい素そ蟻の巣から資源を回収して生還する。並大抵の探索者にできることではない。

　封印塋域は特秘事項だ。知ったからにはこちら側へ来てもらうか、または不運にも強奪者に襲われて死ぬかを選んでもらわなければならない。

「はっはー！　はーずれー！　最上位アルフアどころか、上位ベータですらねえ！　中堅ガンマのガキだよ」

「中堅ガンマ階級クラスですって……!?」

　端末を操作する手を止めて、ペレグリーデが顔を上げる。

　中堅ガンマ階級クラスなど、ようやく稼ぎが安定してくる程度の中級者だ。単騎ですら厄介な珪素蟻の群れを相手にできるとは思えない。

「ただのガキじゃねえぜ。俺たちもよく知ってる、あの女の息子さ！」

　あの女、バイ・ロンがそう呼ぶのは一人しかいない。

「ホン・イーリー……」

　会長と同じ姓を持つ、元最上アルフア位第クラスフⅠ級アースト探索者。かつて最強の名を恣ほしいままにした女傑だ。ここにいるバイ・ロンのかつての師であり、階層の原罪を知る唯一の女でもある。

「ならば、手出しは必要ない」

　蟻の顎に指を滑らせ、会長は簡潔に述べた。

　あの女との約定だ。遺跡から発掘したあの少年には手を出さない。代償に彼女は、企業には一切かかわらず隠いん遁とんすることを約束した。

　発掘した少年の価値とその危険性を考えれば、そんな不当な契約は結べるはずもなかった。彼の存在がどれほどの利益を生むか計り知れない。

　五年前、企業連は総力を上げて彼女を潰しにかかった。

　階層始まって以来初の一対軍の争い。熾し烈れつを極めた戦いは一方の勝利に終わった。企業連は莫ばく大だいな損害を負い、彼女の要求を飲むことになった。

　ホンは真正面から軍の襲撃を退けると、撃退したその足で企業連へ向かった。単身本社ビルに殴り込み、千人単位の警備兵を蹴散らし、追い詰めた前会長を銃殺した。

　たった一人の人間に、この都市は一度敗れているのだ。

「あれは人の皮を被かぶった化物だ。誰も勝てない。お前でもな、バイ」

　会長の指から血が滴る。ペレグリーデは恍こう惚こつとした表情でそれを見つめた。

「果たしてそうかな？」

　バイ・ロンは不敵に笑む。

　あれから五年。あの頃とは比べ物にならないくらい、彼は強くなった。常軌を逸した鍛錬を続け、肉体にも大量の強化部品を埋め込んである。その力はもはや人造の怪物だ。

「放っておけ」

　だが、会長は否定する。そもそも戦う必要が無いからだ。

「ホンは死病に侵されている。上階の医院にも治療は受け付けるなと言い渡してある。あと一年も経たないうちに弱って死ぬだろう。それからあの御お方かたを迎えに上がればいい」

　急ぐ必要などどこにもなかった。ホン・イーリーが契約を果たすなら、珪素蟻のことも流布させないように彼に言い含めるだろう。

「状況が変わったのさ。こいつを見てみな」

　放り投げられた二枚の写真を、会長は指先で摘み取る。

「これは、一週間前、大隔壁を開けた──」

「多分そいつだ。隔壁が開いた時間はほんの数分間で、俺たち保安警備部が駆けつけた時には蛻もぬけの殻からだ。隔壁もすでに閉まっていた。監視カメラに残っていた映像は、扉から這はい出てくるこの巨大蜘ク蛛モだけだ」

　二枚の写真に写る大きな蜘蛛。一方は不鮮明な画像に一匹だけが。そしてもう一枚には少年と並んで歩く鮮明な姿が。

「聞いてたのと随分姿が違うがよ。あのガキと隔壁を開けた奴が一緒にいるってのは、恐ろしくまずい事態だとは思わないか？」

「……そしてこの二つの存在は、行いき詰づまったこの階層を救う手立てとなるかもしれない、か……」

　バイ・ロンの言葉を引き取って続け、会長は肘をついて組んだ手で口元を覆う。

　リスクは高い。さりとて見逃すという選択はできない。

　しばしの黙考のあと、会長は命令を下した。

「即時全軍を以もつてことに当たれ。下階を戦場にしても構わん。絶対に手に入れろ」

「へっへっへ、りょーかーい！」

　ふざけた調子で敬礼し、バイ・ロンは会議室を出て行く。傲ごう然ぜんと歩く彼の笑みは、狂喜で歪ゆがみきっていた。

「会長……」

　残されたペレグリーデは不安げに会長へ寄り添う。

「……忙しくなりそうだな、ペレグリーデ」

　椅子に深く腰掛けたまま窓を見やる。

　窓の外は変わらず暗く、下階は雲海に隠れて見えもしない。

　いや、彼は最初から何も見ていない。ペレグリーデが指の血を舐なめ取り、彼の足の間にひざまずいても、その瞳には何も映っていなかった。

　彼の時間は、五年前のあの日から止まったままだ。
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　──五年前、最下層にして封印カタ塋域コーム最終地点──

　一柱の巨大な鉱石が、闇の中で淡く光っていた。

　緑の燐りん光こうに照らされる探索者は三人。一人はバイ。一人はイン。一人はアタシ。

「おいおいおいおい、お宝かと思いきや、何だぁ、こいつぁ？」

　バイが額に手をやって片目を見開く。

　巨大な鉱石に閉じ込められた少年の遺体。それが遺跡の最深部に安置されていたものだった。

　ここは封印塋域の最深部だ。この下にはもう大隔壁の破壊不能な鉄蓋があるだけだ。ここまで到達した探索者は、有史以来初めてのことだろう。

「こんなもん、金になるのかよ……」

　無限の富があると信じてついてきたバイは、困惑した様子で大鉱石を眺める。

「この方かたが、我らの父祖……」

　インが呆ほうけた様子でつぶやく。その目は信仰者の無垢な輝きを放っていた。

　いらつく目だ。アタシはそんなもののために、ここへ来たわけじゃない。

「どきな」

　アタシはインの脇を通りぬけ、練った勁を震脚で増幅し、渾こん身しんの崩拳を大鉱石に叩たたき込んだ。

　精妙に操作した勁は、内部の少年を傷つけることなく、大鉱石だけを粉砕する。

　きらきらと輝く鉱石の破片の中を、少年が倒れこんでくる。

　抱きとめた体は重さを感じなかった。

　軽い。華きや奢しやな体だ。とても戦いに向いた体格ではない。この体で、彼は廃棄階層を──

　冷えきった少年の心臓が、かすかに脈打っていた。

　生きている。たしかに彼は生きている。

「あ、ああ……」

　自分の声が、上手く出せない。

　アタシの人生はこのためにあった。この時のために、半世紀近い年月を探索者として生きてきたのだ。彼は実在しているという、その幻想に賭けたのだ。幼き日に、この胸のペンダントを祖父から譲り受けた、その瞬間から。

　涙が、知らず溢あふれてくる。

「見つけた……間に合った……」

　少年の命をこぼさないように抱きしめる。

　強くなるために限界まで酷使したアタシの体は、あと十年も生きられない。薬物や手術、遺跡から集めたありとあらゆる方法で、己の肉体を強化し続けた。子を産めぬ体になっても、氣を増やすために人工臓器まで体に埋め込んだ。

　辛つらかった。苦しかった。でも、今この瞬間にすべてが報むくわれた。

　アタシは、生涯を賭した探索を成功させたのだ。

「……っ」

　細い体が俄にわかにみじろいだ。

　少しでも楽な体勢にさせようと、自分の腕を枕にするようにして彼を支える。

「あー……」

　薄く目を開いた少年がうつろにうめく。

　紅い瞳と目が合って、アタシの顔を見た彼が笑った。産まれた赤子が初めて母を見つけた時のように、無邪気に微笑ほほえんだ。

「……ははっ、こりゃやられちまったね」

　眉尻を下げて破顔する。

　迷いはない。アタシは最初から決めていたことを、行動に移すことにした。

「お、おい、ホン。いきなりどうした？　まさか、そいつ生きてるのか？　なんだってんだ、いったい──」

　事情を知らないバイが狼ろう狽ばいした様子で近づいてくる。振り向かせようとアタシの肩に手を置こうとしたバイの腕をとり、引き寄せる。

　警戒すら思いつかなかったバイの巨体は簡単にこちらへ倒れこんだ。やつの胸が背中に密着した瞬間、勁を解き放つ。

　鉄てつ山ざん靠こうを応用した不意打ちは、バイの肺はい腑ふを破壊し、一撃で行動不能にさせた。

「ホ、ホン、でめぇ……なに、を……」

　血を吐きながらバイはうめく。

　我が弟子ながら頑丈な男だ、これなら死にはしないだろう。

「取引しよう」

　少年を背負い、立ち上がる。

「バイ、あんたにはアタシの全資産を。イン、あんたにはイーリー家の家督を」

　この子を見つけた時点で、アタシには何の価値もないものだ。

「全部あんたらにくれてやる。だからもう、アタシたちに構うな」

　インは賢い。今のやり取りでアタシが何を思い、何をするのか、全て悟っただろう。

　戦ってでもアタシを止めるにはもう遅すぎる。イン自身がそれを理解している。

　バイと二人で挑めば五ご分ぶの勝負もできたかもしれない。アタシはそれをさせないために、先手を打ってバイを潰した。

　止める手立てがない以上、インは動かない。やっても無駄なことを、あいつは絶対にしない。

　だから少年を背負い、ゆっくりと歩いて遺跡を去るアタシを、あいつは止めなかった。

　その後は単純な話だ。アタシは力ずくで企業を従え、こいつらを支配者に据えてやった。

　何年も付き合ってくれた礼だ。そして騙だまし続けた贖しよく罪ざいでもある。

　アタシの人生は、全部この人に使うと決めていた。

　後悔など、一度もしたことはなかった。
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『私は……──失敗……──』

　ヘイエの声で目が覚めた。

　どうやら少し微睡まどろんでいたらしい。激痛のせいで満足に眠れない身としては貴重な睡眠だった。

　ヘイエの声はペンダントが投影する映像から流れていた。

　企業を裏から操ってきたイーリー家が、長い間秘匿してきた原罪。ペンダントはその証左であり、ヘイエを探す緒いとぐちとなった遺物だ。

　あの時の決別から五年。かつての仲間とは一度も会っていない。出会ってしまえば起こるのは殺し合いだけだ。老いて病んだ我が身ではおそらく勝ち目はないだろう。

　ヘイエは立派に成長したが、企業からの接触はない。約定は守られているが、わざわざ戦わなくとも、アタシが死んだあとにヘイエを回収すればいい。そう考えでもしているのだろう。

　そうはさせない。

　アタシは、アタシが死んだ時のために、ヘイエを鍛え続けた。記憶を失い、赤子のような状態だったあの子を、五年でここまで育て上げた。そのことだけは誇りに思っている。

　できることなら、もっと愛情を持って接してやりたかった。本当の親子のようになりたかった。

　だけど、それだけは、できない。

　一度ヘイエがアタシのことを母と呼んだことがあって、アタシはひどく叱りつけた。あの時の傷ついたヘイエの顔が忘れられない。きっと自分も同じ顔をしていただろう。

　それ以来、ずっと師と弟子という関係を貫いてきた。

　武を相伝し、技を練磨し、智ちを学ばせ、自分が持つ探索者の業わざをすべて注ぎ込んだ。

　強くなるためには、親子では駄目なのだ。

「すまないね、ヘイエ。それでもあんたはもう一度蒼穹そらを目指すべきだ」

　握りしめたペンダントは、手のひらに硬く食い込んだ。
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　蒼あおい。落ちていきそうなほど深い蒼穹の下、草原に寝そべる夢を見た。

　風は冷たく、流れる雲は白い。さざめく新緑の香りが肺を満たす。

　心地よい眠気に誘われるように、目を閉じた。

　──歌が、聞こえる。

　俺のすぐ隣で、黄金の髪をなびかせた少女が、風に歌声を乗せている。

　美しい少女だった。

　その顔はどこかで見たような気がして、けれど、どうしても思い出せない。

　見つめていると、草原と同じ、翠みどり色をした彼女の瞳と目が合う。

　どこか懐かしさを覚える微笑みは、覚醒する意識に少しずつ白く溶けていって──




〈あ、起きた？〉

　アルトシエルの声が枕元から聞こえてくる。ぼんやりとする頭で周りを見渡せば、そこは薄暗い荒野だった。真上には天蓋が重く鎮座している。

　眠っている間に遺跡から出てきていたのか。ずいぶん長く寝ていたようだ。

〈もー、参ったよ。結局昇降機に追いつけなくてね。キミを背負ったまま上まで登り切っちゃった。そこからも兵隊たちに見つからないように、手に汗握る隠おん密みつ作戦をだね〉

「歌……」

〈はえっ？　歌？〉

「歌ってませんでした？　子守唄みたいなやつ。なんて歌ですか？」

〈あー、いやー、適当な鼻歌だから……〉

　聞かれていたことに気恥ずかしさを覚えたのか、アルトシエルはぽりぽりと前腕で顔を搔かく。

「……そうですか」

　いつもどおり、目を覚ますと夢の記憶は頭から抜けてしまった。歌の内容も憶おぼえていない。軽い喪失感に胸へ手をやった。

〈それよりヘイエ君、やはり敬語はやめないかね？〉

「イヤです」

〈イヤ!?　駄目じゃなくてイヤ!?　僕と心の距離を縮めたくないってこと!?〉

「ご想像にお任せします」

〈　〉

　絶句するアルトシエルを見て、声を出さずに笑う。

　肉体のリミッターを外した時に負った傷は完治していた。薬物の副作用も消えている。腐って穴の空いた歯茎からは、もう新しい歯が顔を出していた。

　我ながら便利な体だが、明らかに普通ではない。師匠は何も教えてくれないし、いまだ自分の正体は分からないままだ。が、原因を探るよりその力をうまく使うほうが重要だと思っている。この体質がなければ、過酷な探索業で生き残ることすら困難だったのだから。

　体が治った以上、背中から降りて歩いても良かったが、どうせだ。このまま装備の点検でもしようかと背はい囊のうを探す。

　荷物に手を伸ばした時、ふさふさとした感触に違和感を覚えた。

「なんだ、これ？」

　アルトシエルの体が柔らかい毛で覆われている。

〈あ、これ？　変テク色スチ質感ヤ・ス迷彩テルスを応用してみたんだ。寝心地良かっただろう？〉

　草原の夢を見たのはコレのせいか……。

「……草原？」

　草原、とはなんだ？　自分のつぶやきに疑問を覚える。夢に見た記憶はもうほとんど残っていなかった。

〈それにほら、このふさふさ、犬っぽくて可愛かわいくないかい？〉

　ご丁寧に尻尾まで作ったのか、アルトシエルは尻を振って揺らしてみせる。

「いえ、全然。ただでさえ機械なのかミュータントなのか分からないのに、余計に気持ち悪くなりました」

〈ひどい!?〉

　アルトシエルはさめざめと泣き声を上げる。零こぼれているのは洗浄液だろうか。

　装備を点検する音と、アルトシエルの静かな足音だけが二人の間に流れる。

　強奪者の襲撃も予想していたのだが、たまたま見つからなかったか、見つけてもこのグロテスクな蜘ク蛛モの姿を見て手を出さないほうが賢明だと判断したのか。帰りは平穏無事なものだった。

〈さて、この辺りで別れようか。僕はまた隠れて待ってるから、お金の問題を解決させて、出発の準備ができたら呼びに来てよ〉

　都市の外壁が確認できる程度に近づいた時、アルトシエルの歩みが止まった。

　俺はアルトシエルの背から降り、少し考えてから言った。

「いや、先輩も一緒に来てください」

〈えっ、でも……〉

「先輩なら見つからずに壁を越えられるでしょう。これから旅立つんだ。師匠に紹介したい」

　階層がずっと先へ続いているのなら、病気を治しても、師匠と会えるのはこれが最後になるかもしれない。俺の恩人で相棒になる人を、師匠に紹介しておきたかった。

〈そっか……。うん、それじゃあ、ご挨拶に向かわせてもらおうかな。おたくの息子さんを僕にくださいってね〉

「なんです、それ」

　これから慌ただしくなることを予期しながら、俺たちは笑い合って都市へと向かった。
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　換金した白金と珪素蟻の顎は、とてつもない額になった。

　提示された金額は億を超えている。

「……か、買取価格はこれでよろしいでしょうか？」

　いつもは鉄面皮な査定員の顔も引きつっている。一回の探索でこれだけ稼ぐのは最上位アルフア階級クラスでもめったにいないだろう。これで師匠の手術を行えるし、空気が清浄化された上階に家も借りられる。

　叫びたくなるほどの達成感に手が震えた。結果、パネルに書くサインが乱れてしまい、二回も書きなおすはめになった。

〈ヘイエ君、これで足りるのかい？　僕、全然事情を知らないんだけど〉

「俺の師匠の治療に必要なんですよ。充分どころかそれ以上です。この階層を出て行くなら、もう金は必要ないし、師匠にも楽をさせてやれます」

〈そっか。それなら、よかったよかった〉

　そう答えるアルトシエルは、雑多な建物の壁を見つからないように歩いている。

　指向性音波とどんな音でも捉える聴覚素子が、離れた俺との会話を成立させているらしい。

　アルトシエルの重量に耐えかねた建材がパラパラと剝はがれて落ちる。不思議に思った通行人が見上げるが、迷彩を使って歩く蜘蛛の姿には気付く様子がない。

　土産に少し豪勢な食材を買い、我が家へと足を急がせる。帰ったらまた師匠が倒れているなんてことがないように祈って。

　狭い路地を抜け、少し広まった空き地へ出る。アルトシエルがちょうど雑居ビルから飛び降りてくるところだった。

〈ここかい？　キミが住んでる家は〉

「はい」

　迷彩を解といたアルトシエルの前に立ち、ドアを開ける。隙間から裸電球の暖色の光が漏れた。

　不安とともに開ききったドアの先には、いつもの光景があった。

　枯れかけの観葉植物。無駄に場所をとっている本棚。硬いベッドが二つ。小さな机と足のガクついた揺り椅子。

　そして──

「おかえり、ヘイエ」

　声はすぐに返ってきた。

「……ああ、ただいま師匠」

　涙が出そうになるのをこらえて、家へ足を踏み入れる。

　師匠はまたペンダントを眺めていたのか、俺に見せないように懐ふところへとそれをしまった。いつもと同じように椅子に腰掛けて、酒を瓶ごと呷あおっている。

「なんだい、嬉しそうな顔をして。今回の稼ぎはそんなに良かったのかい？」

「ああ、最高だ」

　結晶板ＩＤに表示された貯金額を師匠に見せる。

「！　……これは……。あんた一体何を拾ったのさ」

　師匠の驚いた顔なんて久しぶりに見た。なんだか嬉しくなってくる。

　俺は師匠の手を引いて、扉の向こうへ連れて行く。

「来てくれ師匠。恩人に会わせたい」

「なんだいなんだい。急せかすんじゃないよ、まったく」

　苦笑する師匠を、ドアのすぐ前で待っていたアルトシエルに引き合わせた。

　待ってましたとばかりに、アルトシエルは敬礼のようなポーズを取って、師匠に挨拶する。

〈はじめまして！　僕の名前はアルトシエル！　おたくの息子さんを〉

　師匠は腰に隠していた拳銃を抜くと、全弾を放つ勢いで連射した。

〈わあああああああああああああああああああああああああああ!?〉

　頭をかばったアルトシエルの表面装甲に火花が散る。

「ちっ……！」

　小口径の銃弾では埒らちが明かないと判断したのか、師匠はスライドの下がった拳銃を捨て、最速の掌打である劈へき拳けんを打ち込もうと踏み込んだ。

「ちょっ、待て師匠！」

　ようやく追いついた俺は、後ろから押さえこんでそれを止める。

「なんだい、このグロテスクな蜘蛛の化けもんは！　放しなヘイエ、今すぐぶっ殺してやる！」

「だからちょっと待ってくれって！」

〈はぁ、はぁ……び、びっくりした……〉

　アルトシエルは大きく後ろに飛びずさって息を荒らげている。

〈キミたち本当に師弟だな!!　行動パターンがまったく一緒じゃないか！〉

「やめてください先輩」

「やめておくれよ」

「「照れるじゃない（です）か」」

〈いっこも褒めてないからなぁぁぁぁぁぁああっ!!〉

　アルトシエルの絶叫が、人ひと気けのない路地裏に響き渡った。
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　都市下階の食材を美味くするには工夫がいる。

　厚切りにした二首牛のロースを、繊維を潰しすぎないよう包丁の側面でぐっと強く押さえたあと、脂身を太い筋ごと取り除く。細かい筋は切っ先で切れ目を入れておけば、口の中に固いスジが残らなくなる。

　肉の温度を室温まで上げるために少し寝かせている間に、色とりどりの印プリ刷ント野ベジ菜タブルをざっくりと切り、まだ火をつけていない鉄鍋に全て入れる。

　油を回しかけてしっかりと絡ませてから、弱火で加熱する。

　あまりかき混ぜず、ひっくり返すように熱を通す面を入れ替える。

　強火より弱火でじっくり熱を通したほうが、野菜の細胞壁を壊さず、ビタミンを保持したまま瑞みず々みずしい仕上がりになるのだ。

　肉に下味はつけない。塩をかけるのは焼く直前だ。塩は細胞の浸透圧を変え、旨うま味みの乗った肉汁を外に漏れだしやすくしてしまう。

　圧迫法で柔らかくした分厚い肉をフライパンに乗せ、やはりこれも弱火で焼く。下半分の色が変わったらひっくり返し、蓋をして蒸し焼きに。胡こ椒しようは一番最後でいい。

　じっくり時間をかけて焼き上げた肉を、最後に度数の高い酒で香り付けフランベする。この時だけは強火にし、アルコールをしっかり飛ばして酒の薫香だけを残す。

　コンロの火を落とす。じゅうじゅうと音を立てる褐色の焼き目が実に美味そうだ。

　焼きあがった肉に胡椒を振り、また少し寝かせる。熱々の肉をすぐに切ると肉汁が逃げてしまうからだ。

　その間に取り除いておいた脂身を細かく刻み、カリカリになるまで炒いためる。そして先に作ってあった合成ミソスープへ投入。こうすることでコクがあって食感も楽しいスープができる。食材も余すところなく使えて便利だ。

「これで完成、だな」

　肉を皿に移し、回りに炒ホツ野トサ菜ラダを盛り付け、部屋の外へと持っていく。

「お、ようやく主賓のお出ましだねえ」

〈早く早く！　おなか空いたよ、僕！〉

　主賓と言っておきながら、俺に料理を任せる辺り、師匠の人としての駄目具合がにじみ出ている。

　俺は反応を返さず、外の空き地に設置した机に料理を置いた。

　遺伝変異肉と印刷野菜、工業廃液由来の味噌みそと廃材米もどきといった劣悪な食材だが、これでも下階ではかなりのご馳ち走そうだ。

　もう食べようとしているアルトシエルの前腕をはたき落とし、食べやすいように肉を切り分けてやる。

　包丁で真ん中から切ると、赤い肉が顔を覗かせた。一見すると生のようにも見えるが、しっかりと火は通っている。我ながらいい出来だ。

「相変わらずの凝こり性しようだねえ……。男の料理ってのはもっとガツンと適当でいいんだよ」

「文句があるなら食わなくていいぞ」

「冗談じゃないよ！　肉なんて久しぶりに食べるんだから！　ほら、もっと厚く切って寄こしな！」

　業ごう突つく張ばりなババアだ。この様子なら当分死にそうにない。

　切り分けた肉と野菜を取り皿に分けて渡してやる。

　意外と上品な所作で師匠は箸を持ち、アルトシエルは犬のように皿へ顔を突っ込んだ。

「んー、柔らかいねえ」

〈ふがふがふがふがふ！　おかわり！〉

「落ち着いて食べてください。また糞ふん詰づまり起こしますよ」

〈糞じゃない！　糸だよ！　糞じゃないよ！　糞じゃ──モゴぉっ!?〉

「食事中です」

　追加の肉を口へ突っ込み、米もよそって渡してやる。

〈むうう……〉

　アルトシエルは納得がいかない様子で、もそもそとそれを頰ほお張ばった。

「さぁて、じゃあ食いながらでいいから、事情を説明してもらおうかね」

「ああ、分かった」

　食べるのに夢中なアルトシエルに説明させるのは酷だろう。

　俺は奇妙な蜘ク蛛モとの出会いから、順を追って師匠に話を聞かせた。
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「あっはっは！　それであんたはこの子との賭けに負けたってわけだ！」

「……ああ、そうだよ」

　膝を叩いて笑うババアに、俺は不ふ貞て腐くされて飯をかきこむ。

　こいつらの給仕に追われていたせいで、食うのが一番最後になってしまった。

　師匠はそんな俺を見てチビリと酒を舐なめた。

「まったく、アタシは本当に運がいいねえ」

「ああ、これで手術も出来るし、生活だって楽になる」

「……そうだね。アタシゃいい弟子を持ったもんだよ」

〈ふふふ、それもこれも全部僕のおかげだね！〉

　アルトシエルが腕を組んでふんぞり返っている。

「そうですね、先輩のせいで死にかけましたけどね」

〈僕のせい!?　色々と役に立ったでしょ!?〉

「プラマイゼロって感じですが」

〈うぅ……うわーん!!〉

　机に突っ伏すアルトシエルは放っておき、俺は師匠に向き直る。

「そういうわけなんだ、師匠。俺はまだまだ未熟で、修行も途中なのは分かってる。けど、受けた恩は返したい」

　師匠を病院へ送り届け、手術が終わって生活基盤を築いたら、ここから旅立つつもりだ。

　別れは寂しいが、いつまでも師匠の世話にはなっていられない。そのうち巣立つようにとは前々から言い含められていたことだし、アルトシエルもそれくらいなら待てると言ってくれた。

「そうだね。じゃあ、時間もないようだし、アタシから新米冒険者にプレゼントだ」

　師匠はおもむろに椅子から立ち上がり、どこへ行くのかと思えば、空き地のすみを踏みつける。軽い震脚によって地面が揺れ、土をかき分けて黒い鉄箱が飛び出した。

「……なんだ、これ」

　棺かん桶おけほどの大きさの、頑丈そうな黒くろ匣はこだ。

「あんたの装備だよ。これから先、必要なものは全部これに入ってる」

　まるでこうなることを予期していたかのように、師匠はそう言った。

「なんでそんなところに隠してあるんだよ……」

「誰もこんな空き地にお宝が眠ってるとは思わないだろ？」

　師匠は横倒しにした黒匣のロックを外す。

「着な、あんたのスーツだ」

　投げて渡されたのは軽装鎧よろいを思わせる黒い耐環境ＲＥＡ装甲服スーツと、同じく黒いロングコートだった。スーツはそれなりに重いが、コートの方は材質が分からないほどに軽い。

「身体強化に防弾性能、どっちもお墨付きだ。自己修復機能もあるから整備は不要だよ」

「……こんな良い装備があったら……」

　売れば恐ろしい値がつくはずだ。それこそ師匠の病気などすぐに治療できていたほどの。

「どういうことだよ、師匠」

　声に怒りを乗せて問いかける。対物狙撃銃の売却を禁じられていたことだって俺は納得していない。治せる病気をなんで今まで放っておいたんだ。

「黙りな。師としての命令だよ。さっさとそれを着てきな」

　ぴしゃりと師匠は俺の反はん駁ばくを払いのけた。

「っ……あとで事情を聞かせてもらうからな」

「その時間があったらね」

　さあ、急げと師匠は言う。

　部屋へ戻り、平服を脱いで黒い装甲服に袖を通す。起動した各関節が収縮し、まるで新たな皮膚ができたようにスーツの内膜は自然に肌へ吸い付いた。

　濡れたような冷たさに肌が粟あわ立だつが、サイズは専門の仕立師が誂しつらえたかのようにぴったりだ。最初から俺のために作られているような心地さえする。

　拳を握ると、その力強さに驚く。自分の体重もほとんど感じない。油断すると体が浮いてしまいそうなほど、強力な筋力サポートだ。

　これほど高性能なスーツは、企業でも制作は難しいだろう。いったい師匠はこれをどこで手に入れたのか。

「着替えたかい？」

　コートを羽織ったところで、ドアを開けて師匠が入ってくる。後ろには、前腕で八つ目を隠しながら覗きこんでくるアルトシエルの姿もあった。

「ああ。でも師匠、どこでこれを……」

「次はこいつだ」

　返事の代わりに放り投げられたものを受け止める。空中で回転する物体は、簡単に右手の中に収まった。

「……銃？」

「あんたの銃だ。弾はいらない。勝手に生成してくれるはずだからね」

　それなりに大きい拳銃だった。無骨なフレームが力強さを感じさせる。弾倉に当たる部分がなく、スライドを引く機構もない。牙を嚙かみあわせたような銃身が印象的だった。

「あんたの雷氣を集束して撃発する。撃ってるところを見たことは無いが、多分相当な威力のはずだ」

　試しに床へ向けて引き金を引いてみるが、反応はまるでない。

「今は空からっけつさ。長い間封印されてたからね。暇があったら調息して雷氣を込めるんだ。慣れれば呼吸しているだけで充じゆう塡てんできるようになる」

　雷氣とは、陰陽五行における木氣に属する氣のことだ。人体に備わる七つの輪門を介して産まれる生体エネルギーの一つを指す。

　師匠いわく、俺には雷氣を扱う才能があるらしい。しかし師匠の言うそれを扱えた例ためしがない。まだ俺は拳法の基本にあたる外功しか修めていないからだ。

　氣は高位の内功に属する技だ。修練法だけは習ったが、結局一度も発氣できていない。

「階層が変われば銃弾も買えなくなる。弾が尽きる前に早く覚えるんだよ」

　そう告げる師匠の出いで立たちも変わっていた。

　師匠が衣服の代わりに身にまとうのは、真紅の装甲服スーツだ。装甲は薄く、扇情的な体のラインがくっきり出ている。

　師匠がこれを着るのを見たのは久しぶりだ。

　両腿のホルスタには二丁一対の回リボ転式ルバ弾倉ー・ピ拳銃ストルが挿してある。銃身にブレードを装剣した特注の品だ。かつて師匠はこの装備で最深部まで踏破したらしい。

　年をとってもラインが崩れていない師匠の体は、ヘルメットの意匠と合わせて、猫科の肉食獣を思わせる艶なまめかしさを放っていた。

「師匠、いい加減に事情を話してくれ」

「そうしたいところだけど、遅かったみたいだね……。だが、間に合った」

　白い煙の尾を引いて、いくつもの催涙弾の筒が路地裏に投とう擲てきされた。

　視界が白煙で包まれる。銃声が間髪入れず鳴り響く。

　疑問や困惑を置き去りにして、鍛錬された体は自動的に動き出した。

　そして、長い長い一日が始まりを告げた。
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　白煙が目に入り、反射的に涙で視界がにじむ。

　この激痛と腐敗した胡こ椒しようのような臭気。ジベンゾ－１。４－オキサゼピン──ＣＲガスだ。

　市民に対する暴徒鎮圧用の催涙弾ではなく、軍用の強力なやつだ。

　俺の苦痛を感知したのか、スーツの背中側から何かがせり出してきた。蛇腹状に収納されていたそれは、後頭部から額までを素早く覆うと、半透明のバイザーを展開して、完全に外気を遮断した。

「至れり尽くせりだな……」

　咳せき払ばらいをして、肺に残ったガスを追い出す。

「行くよ、二人共。遅れずアタシについてきな」

　煙に霞かすんだ師匠の姿が、さらに奥へと白く沈んだ。

　路地裏の外へ出るのだろう。後を追って俺も走りだす。

　一切の遅延なくスーツの人工筋肉が作動した。後ろから背中を押されているのかと錯覚するほどの加速力。以前の旧式スーツとは桁違いの性能だ。

　その俺よりも師匠は更に早い。

　師匠のスーツは防弾性能がほとんど無い代わりに、細身だが瞬発力の高い人工筋肉を増設してある。精緻な身体操作がなければ、逆に自分の体が潰れてしまうほどピーキーな改造だ。

　白煙を突き破って師匠が飛び出る。外には大勢の武装した兵が待ち構えていた。

　奴らは本社お抱えの保安警備部の兵士だ。並の兵とは戦闘練度からして違う。中堅ガンマ階級クラス以上の探索者が希望できる優良就職先であり、支給される装備も格段に上等だ。

　それが組織だった動きで襲撃してくる。想定する限り最悪の敵だ。

　狙いはアルトシエル、それとも俺か？

　企業がこうまでして襲ってくる理由は──あった。

　アルトシエルの天蓋を開ける能力だ。

　閉じた階層を開ければ、その先の階層文明と交流し、資源の流れを作ることができる。乱暴な方法を用いれば、侵略行為から戦争を引き起こし、軍需により経済を発展させることも可能だ。

　だが、なぜ今なんだ。あと何日か待ってくれれば、師匠を病院へ連れていけたのに。

　分からない。思考している時間がない。戦いはもう始まってしまった。

　兵士たちの突撃アサルト小銃ライフルの狙いは正確に師匠を捉えている。

　発砲のために指をかけた引き金に力を入れる──刹那、真紅の長身が搔かき消きえた。

　師匠が得意とする絶招歩法だ。スーツによって強化された箭せん疾しつ歩ぽが、空気の壁を突き破らんばかりの加速で体を敵の背後へ回り込ませる。

　俺が師匠に教授された戦闘における基礎理念は単純明快だ。

『殺やるときは殺れ』

　一度戦うと決めたなら、躊躇ためらいや情けはいらない。全てが片付いたあとに生き残ったものがいたなら、とどめを刺すか救うかを決めればいい。

　敵兵背後に現れた紅あかい人影が二ブレ丁ード剣・リボ銃ルバーを抜き、竜巻のように回転する。双剣の乱舞によって、隊列を組んでいた兵の首が千ち々ぢに跳ね飛んだ。

　血の尾を引いた頭が地面に落下する頃には、雑居ビルの屋上で狙撃銃を構えた男の前に立っている。

「………え？」

　狙撃兵は呆ほうけた顔で、自分に影を下ろす真紅の女を見上げた。

　高速移動の姿勢を制御する人工筋肉鞭べんが、猫の尻尾のように挑発的にしなった。

　まるでコマ落ちした映画だ。壁を駆け上がる姿さえ捉えられなかった。

　狙撃兵は何をされたのか分からないまま、頭を割られて絶命した。

　一撃必殺。まさにその言葉のとおりに、師匠は敵を鏖殺する。

　回転チエー機関砲ン・ガンを構えた重装型機甲兵が、放水するかのごとく銃弾の雨を降らすが、建物の壁を横走りに駆ける師匠の後ろを追いかけるだけで、かすりもしない。

　師匠は壁を強く蹴って空中から急襲する。大柄な機甲兵の肩に跳び乗り、首に双剣を刺し込んでねじ切った。

　頭を食いちぎるようなその様は、まるでドブ鼠ねずみを狩る猫そのものだ。

　これでは戦闘にすらならない。ただただ一方的な蹂じゆう躙りんだ。恐慌した兵たちが無む闇やみ矢や鱈たらと銃を乱射するが、師匠の影すら追えていない。

　鋭い銃剣が翻ひるがえるたびに、兵士たちは地面に伏していく。

　路地裏を通れないアルトシエルが壁を登って降りてきた時には、小隊規模の兵が全滅していた。

〈キミの師匠って何者……!?〉

「……最強、かな」

　啞あ然ぜんと訊たずねるアルトシエルに、俺は思ったことをそのままつぶやいた。

「いーい感じに体が温まってきたねぇ。さぁ、このまま出発といこうか！」

　対ついの銃剣を交差させて血を振り払い、テンションの上がった様子で師匠が勝かち鬨どきをあげる。

〈…………あの人、本当に病気なの？〉

「…………。……俺も、分からなくなってきました」
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「師匠！　いったいどこへ向かってるんだ!?」

　黒いロングコートが強風にたなびく。アルトシエルの背中に乗って、俺は師匠に問いかけた。

「決まってるだろ。次の階層さ！」

　師匠は拳銃のブレードをまっすぐ伸ばして、聳そびえ立たつ円柱を指した。

　汚染された空気に霞かすむその巨大建造物は、光化学スモッグの雲を突き破り、一直線に天蓋へとつながっている。

　弾丸と怒号。散発的な爆発。黒煙とともに燃え上がる炎。

　下階民の悲鳴が響き渡る中、俺たちは通りを駆け抜けていた。人ひと波なみをかき分けるより、アルトシエルの背に乗って進んだほうが早いという判断だ。

　実際、蜘ク蛛モの化物にしか見えないアルトシエルには誰も近寄ろうとしない。向かってくるのは敵である兵士だけだ。

〈うわっ!?　轢ひいた!?　今なんか轢いた!?　グニャってした!?〉

「大丈夫、ただの死体です」

〈大丈夫じゃない！　ちっとも大丈夫じゃない!!〉

　アルトシエルは泣きわめきながらも全速力で駆けている。短い前腕を除いた六本の足を使って、平行に跳びはねるように前進する。装甲車両の追撃を躱かわすぐらいだ。相当な速度が出ている。

　また新たな敵の車両がドリフトしながら通りへ出てきた。屋台のオヤジが横っ飛びに逃げ、彼のささやかな城は跳ね飛ばされて粉々に吹き飛んだ。

　俺は対物狙撃銃を撃ち放つ。

　装甲車両のバンパーが大きく陥没し、遅れて爆発する。数トンの鉄の塊が空中で半回転して、背中から地面に激突した。摩擦による火花が燃料に引火してさらなる爆発を産む。

　激しく熱風が吹き荒れるが、爆発の余波は黒いスーツに遮断されて届かない。誰の設計かは分からないが、本当にいい仕事をしている。

　バラバラになって降ってきた死体を殴るように払って、俺はスーツの性能に感心した。

〈わーっ！　わーっ！　腕が！　頭が！　ベチャって！　ベチャって！〉

「落ち着いて。一〇人も殺せば、慣れます」

〈慣れたくないよおおおおおおおおおっ!!〉

　我わが儘ままばかり言うアルトシエルを捨ておいて、俺は新たな弾倉を狙撃銃に叩きこんだ。

　弾はまだまだある。師匠のくれた黒匣もアルトシエルの背の上だ。柔らかい表面装甲が形を変え、荷を落とさないように支えている。

「さぁ、そろそろ本社ビルだよ！　気合入れな、小僧っこども！」

　楽しげに師匠は笑う。猛たけること烈火の如しだ。

　師匠の言葉通り、聳え立つ高い壁が見えてきた。下階と円柱周囲を遮断する防壁だ。ここから先は、俺も行ったことがない。

　当然その守りは堅けん牢ろうだ。壁の上にはずらりと兵たちが並び、設置された機関銃を連射してくる。

〈わあああああああああっ!?　どうする!?　どうするの!?〉

「決まってます」

「正面突破だよ!!」

〈ひえええええええええええええええええええええっ!?〉

　俺と師匠が応戦し、進路を塞ぐ兵を銃殺していく。

　バリケードを体当たりで蹴散らして、アルトシエルが壁に脚をつけた。足先の装甲が展開し、二又の鉤かぎ爪づめが平らな壁面に強く食い込む。

〈もおおおおおお！　こうなりゃヤケだぁぁぁぁぁぁぁっ!!　ちっくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!〉

　六脚を激しく動かし、垂直な壁を一気に駆け上がる。壁の上には真下へ銃を向ける兵士たち。雨のように銃弾が降ってくるが、アルトシエルの爆進は止まらない。

　急速な上昇で体にＧがかかる。歯を食いしばってそれに耐え、俺たちはついに登りきる。どころか、勢い余って兵士たちを跳ね飛ばし、壁の上まで飛び上がった。

　浮遊感による静寂が、風の音さえ感じさせない。スローモーションのように景色は広がって、その清潔な色に吐き気がした。

　薄汚れた下階街とは違う、白亜の高層建造物。円柱に沿って並び立つそこは、特権階級だけが住まう人造の楽園だ。その楽園を守る兵士たちが、まだうじゃうじゃと待ち構えていた。

　壁の上に着地し、その勢いを利用してアルトシエルは再度跳躍。壁の内側へ飛び降りた。歓迎するのは喝采のごとき硝煙弾雨だ。

　アルトシエルの表面装甲に火花が散り、俺はスーツの防弾能力のおかげで痛みはほとんど無い。仁王立ちしている師匠には、そもそも弾が当たっていない。

「止まるな！　このまま行けい！」

　師匠が呵か々か大たい笑しようしながら、本社ビルの正面玄関を指す。

〈おりゃああああああああああああああああああああ!!〉

　シャッターの降りた玄関へ向けて、アルトシエルが爆走する。

　俺の撃った炸さく裂れつ徹甲弾がシャッターを大きく陥没させ、そこへ向けてアルトシエルが体当たりした。衝撃と大音が耳じ朶だを打つ。

　奥にあった硝がら子す製の自動ドアごと破壊し、俺たちは本社へとなだれ込んだ。
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　シャッターを突き破り、本社へ突入したアルトシエルが急ブレーキをかける。

　慣性の法則が俺の体を宙へ放り出した。ガラスと鉄の破片が舞い散る中を錐きり揉もみする。

「っ……」

　逆さまになった視界に映るのは、広大にして豪ごう奢しやなロビーだった。汚れひとつない滑なめらかな壁に、鏡のように磨かれた大理石の床。高い天井からは、下品でない程度に華美な装飾シヤン光源デリアが、まばゆい光を放っている。

　急制動で振り落とされた俺は、空中で身を捻って着地する。ずしゃんと床にヒビを入れて着地した俺の横へ、同じく師匠が舞い降りてきた。

　羽の軽さを思わせるほどの無音体術。見事な軽功だ。俺があの域に到達するにはどれだけの修練を積めばいいのだろう。

　だが、師匠に見とれている場合ではない。目下の脅威は前方にある。アルトシエルが急ブレーキをかけた理由が、そこにいた。

　重厚なエンジン音がうなりを上げている。

「……主力戦車ねえ。こんなものまで投入するたぁ。やっこさん、本気も本気だねえ」

　ロビーにどうやって搬入したのか。軍用の主力戦車が、大口径の主砲をこちらに向けていた。

『動くな!!』

　スピーカー越しに兵士の声が命令する。男の濁声に続いて破砕音が轟とどろいた。

　左右の壁が突き破られる。鏡のように磨かれた床を無限キヤ軌道タピラで破壊しながら、同型の戦車が二台現れた。

　最初からここで仕留めるつもりだったらしい。円柱へ向かおうというこちらの狙いを、相手も突き止めていたようだ。奇襲を撃退して、逆にこちらから攻め入ったはずが、まんまと罠わなにはめられてしまった。

　射線をかぶらせないように、戦車は正三角形の頂点を作るような配置で俺たちに主砲の狙いを定める。

　師匠だけなら逃げきれるかもしれないが、俺たちは砲弾より早くは動けない。

　外にいた兵士まで後から駆けつけてくる。

　これはまずい。アルトシエルの装甲でも、流石さすがに戦車の主砲に耐えられるとは思えない。

『おとなしく武器を捨てて、投降しろ!!』

〈ひゃっ……!?〉

　威圧的な命令に、アルトシエルが身をすくめる。教科書のように安直な脅しだが、この臆病な蜘蛛には効果があったようだ。

「師匠、どうする……？」

　俺の対物狙撃銃じゃ、戦車の厚い装甲を貫ぬくのは無理だ。敵がすぐ撃ってこずに投降を呼びかけるところを見ると、連中もこちらの戦力を測りかねている。イチかバチか、射線をずらすように三方向へ逃げれば、反撃の糸口をつかめるかもしれない。

「……仕方ないね」

　師匠は嘆息すると、拳銃を放り捨てた。

　回転落下する二に挺ちようの拳銃は、そのブレードを石の床に突き立て、硬い音を立てる。

「師匠……？」

　問いかける俺に、師匠は一歩前へ出て、ヘルメットを外した。師匠の長い白髪が拡ひろがる。

『よおおおおし!!　そのまま他の者も除装しろ！　今すぐだ!!』

　威圧する兵士の声音に、安あん堵どの色が少し混じる。一番の脅威が最初に投降したのだから、無理も無い。

「ヘイエ、一回しか見せないから、よく憶おぼえとくんだよ」

　近くにいる俺だけに聞こえるような声でつぶやくと、師匠が息を吸い、細く吐き出し始めた。

　外氣を取り込み、輪門を回して、丹田で集束しているのだ。

　白髪だった髪が、毛先から紅く揺らめいていく。

　師匠の氣は炎。灼しやく熱ねつの炎氣だ。スーツに遮断されているはずなのに、肌が灼やけつくような熱を感じる。

「氣を使うコツは、認識することだ。現実的にありえないことを可能だと識しることだ」

　師匠の髪が真紅に染まり切る。周囲で舞っていた埃ほこりが、パチパチと火の粉となって燃え上がった。

『っ!?　貴様、なにをしている!?　撃つぞ!?』

　兵たちが異変に気づいて射撃体勢を取るが、もう遅い。師匠の練った氣は、爆発寸前まで圧縮されている。

「極めれば、こんなこともできる」

　師匠は脚を軽く上げ、そっと下ろす。

　無造作に見えたその動きは、石床を柔らかく揺らし、まるで波のように周囲へ伝でん播ぱする。

　次の瞬間、三方向の戦車の真下から、業炎の柱が立ち昇った。

「な……!?」

　血のように紅あかい炎が、槍やりのごとく戦車を下から串刺しにしている。

　火柱はすぐに消え、主力戦車は真っ赤に焼けた装甲を内臓のように下へ熔とけ出させて、沈黙した。

　悲鳴すら無かった。乗っていた人間は全員灰と化しただろう。

「ありえ、ない……」

　俺は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　最初の震脚は、衝撃を浸透させる発勁だ。打撃を装甲の向こう側へずらす、遠当てとも呼ばれる奥義。

　問題は、その先だ。いくらその構造上、腹部の装甲が薄いとはいえ、主力戦車を氣の力だけで破壊するなどありえない。物理法則に対してあまりに反している。

　だが、現実としてそのありえないことを、師匠はやってのけた。

「これが、氣……」

　果たして俺が扱えるようになる日が来るのだろうか。今の俺に分かることは、修得までには途方もない年月の修行が必要であるということだけだ。

　黒煙を上げる戦車の残骸から目を離すと、師匠がヘルメットを装着しなおすところだった。

　あれだけのことをやっておきながら、気負う様子すら無い。我が師ながら、とんでもない化物だ。

　すぐに拳銃を拾いに行くのかと思えば、師匠は背を丸めてじっとしている。俺にはその背が震えているようにも見えた。

「……？　師匠？」

　俺の声に反応するように、師匠は背筋を伸ばし、床に突き立った拳銃を引き抜く。

「……さぁ、行くよ。歩兵共が呆ほうけている今が好機さね」

　ヘルメット越しの籠こもった声で言ったあと、師匠は走りだした。

〈あ、待ってよ！　ヘイエ君、急ごう！〉

「……。はい……」

　アルトシエルに促され、師匠の後を追う。

　我に返った兵たちの銃撃が後ろから来るが、それはもう脅威ではない。

　前を行く師匠の足取りは力強い。

　なのに何故だろう。俺は一抹の不安を拭い去ることが出来なかった。
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「ヘイエ、援護しな」

　正面エレベーターの呼び出しボタンを押して、師匠は追撃してくる兵士たちへ拳銃を乱射する。数人は仕留めたが、ほとんどは遮蔽物へ飛び込んでそれを回避する。

　良い反応だ。最低でも中堅ガンマ階級クラス以上の実力を備えているだけのことはある。

「エレベーターで行くのか？　閉じ込められたら終わりだぞ」

「円柱の中へは、一五〇階の変換炉から入るのが一番手っ取り早いのさ。階段で行くのはしんどいからねえ」

　師匠は元最上位アルフア階級クラスの探索者。特権階級の一員だった彼女が、企業ビルの構造を知っていても不思議はない。しかし、師匠はその支柱たる円柱についても、明らかに知っている様子だった。

　円柱に内部があることも、その中へ入っていけることも、俺は知らなかった。疑問が次から次へと湧いてくる。襲撃がなければ質問できたはずのことも、戦闘中はその余裕がない。

　敵が遮蔽物から銃だけを出して、反撃してくる。

　俺のスーツなら当たっても痛い程度で済むが、師匠のスーツは防御能力が紙に等しい。全部を倒す必要はないが、放っておいて不意を撃たれるのも困る。少しでも数を減らしておこう。

　遮蔽物と言っても、しょせんは受付のデスクや二階のテラスを支える柱だ。強度の低い鉄筋コンクリートなら、俺の対物狙撃銃で破壊できる。

　腰だめに構えた狙撃銃を撃つ。減薬してあると言っても、その弾頭の質量は相当なものだ。大口径の弾丸は、隠れている敵兵を遮蔽物ごと吹き飛ばした。

　レバーコッキングと発砲をリズミカルに繰り返す。

　五〇口径の銃口が咆ほえるたび、コンクリートが爆散し、敵兵が後方へ跳ね飛んで行く。

　半端に性能の良い装甲服を着ているせいで、楽に死ねない者もいた。

「弾切れだ！」

「あいよ」

　俺の再装塡リロードの声を聞いて、反撃のチャンスと勘違いした兵士が顔を出す。間髪入れずに師匠の拳銃が火を噴いた。小口径ながら貫通力に優れた二二高ＨＶ速ホー弾ネツトが、正確に敵の顔面を射抜いていく。

　師匠の弾が切れたタイミングで、今度は俺が射撃を代わる。お互いをバックアップし合うことによって、再さい装そう塡てんの時間を稼ぐ基本的な連携だが、俺と師匠ならそこにタイムロスは一切生じない。

　歩兵たちは切れ間のない銃撃で釘くぎ付づけにされ、その場から動けなくなった。

〈ん、大丈夫。この程度の電脳セキユ防壁リテイなら簡単に破れるよ〉

　大型のエレベーターにその巨体を押し込み、触手のようなコネクタを制御盤に突き刺してアルトシエルが告げる。最新の防犯設備もその解析能力の前では裸同然だった。

〈さあ、乗って！〉

　まず俺が飛び込み、師匠が残弾ギリギリまで拳銃を撃ちながら、バックステップで滑り込んで、エレベーターのドアを閉じる。すぐさまエレベーターは上昇を開始した。

　下からドアをこじ開けた兵が撃ってくる音が聞こえるが、床を貫通はしてこない。

「ふう……さすがにちょっと疲れたねえ」

　師匠は壁に背中を預けて、息をつく。ヘルメットの奥は遮蔽されていて分からないが、声からも疲労を感じた。

「師匠、先に病院があるビルへ向かわないか？　手術は無理でも薬くらいなら……」

「アホ。戦闘中に医者が診てくれるわけないだろう。とっくに避難してるよ。本社の社員だって誰もいなかったろう」

「だけど……」

「安心おし。ちゃんと考えてある。天蓋を抜けた次の階層は医療が優れた階層でね。こっちで手術を受けるよりずっと安心さ」

「！　そうなのか!?」

「このババアは、なんでも知ってるのさ」

　師匠は得意気に鼻を鳴らす。

　そんな大事なことは最初に言っておけよ、クソババアめ。

「……だから今は、戦闘に集中するんだ。いいね」

「ああ、分かった」

　一度も開放されたことがないはずの階層の向こうを、なぜ師匠が知っているのか知りたかった。しかし今はそんな場合ではない。思考を散らして戦えるほど、この先はぬるくないだろう。

　目的はもう一本化されている。早急に次の階層へ向かう必要ができた以上、あれこれ悩むより銃の整備でもしていたほうがよほど建設的だ。

〈……………〉

　アルトシエルが沈黙したままこちらを見つめていた。

「先輩？」

〈あ、ごめん。……ちょっと考え事をしてただけだよ〉

　そう言うと、ちらりと師匠の方を見たあと、エレベーターのハッキングに集中する。

　順調に行けば、あと数分で一五〇階に到着だ。銃を整備して弾を込め直す時間は充分にある。

　俺は二人を気にも留めず、作業に没頭した。

　師匠のことも、アルトシエルのことも、なにも分かっちゃいなかった。
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　企業連本社所有の薄暗い更衣室で、出社準備が行われていた。

　壁にはずらりと銃や刀剣類が並び、耐環境ＲＥＡ装甲服スーツが生体内膜を洗浄補修する培養液に浸つかっていた。

　筋骨たくましい男たちが、長椅子に腰掛けて、それらを身に着けていく。

　妙に類似した男たちだった。髪・髭ひげ・体毛は全て剃そり上あげられ、容姿こそ違うが、身長も体格もよく似ている。集団で狩りをする動物が、相手の撹かく乱らんを目的にしているような、そんな不気味な均ユニ一フオ性ームだった。

　裸の上から直接スーツを着て、ガスマスクによく似た兜かぶとを装着する。これは呼気を排出させないことで、二酸化炭素や熱による感知を防ぐためだ。

　最上級の探索者には離れた位置の心音すら聞き分けるような特殊能力者もいるため、スーツにも同様の隠ステ密ルス機・シ能ステムが搭載されている。

　傘のような遮蔽膜展開装置をマスクの上から被かぶり、機能を確かめる。顎のスイッチで傘の縁から黒い紗しや幕まくが降りた。体を足元まですっぽり覆うそれは、可視光線の九九・九六五％を吸収する特殊なカーボンナノチューブを編んだものだ。

　この紗幕にあたった光は、複雑な炭素構造の迷路に迷い込むことによって反射を行えなくなり、紗幕に隠れた者ごと闇と同化する。暗がりの中で着こめば、まず発見されることはない。

　探索業ではなく、明らかに対人を想定している。静サイ音レン暗ト・キ殺法リングに特化した装備だった。

「皆さん、お仕事ですよ」

　自動ドアを開けて入ってきたのは、同じく頭を剃そりあげた偉丈夫だった。下まつ毛が長い程度しか顔に特徴がない、無個性な男だ。

「会長代行からの直接命令です。報酬ボーナスは期待していいですが、失敗すれば解雇処分もあり得ます」

　男は自分の首を手刀でトントンと叩たたく。

「業務内容は殺処分ですか？」

「暗殺スタツブと誘拐スナツチですね。難易度はこれまでに類を見ないでしょう。相手はあのホン・イーリーですから」

　隊長と思しき男の発言に、無表情だった部下たちがざわめく。

　血クリ染めムゾの白ン・髪鬼デモン。練アル武テイのメツト頂点・ワン。最デイ深ーペス層到ト・ダ達者イバー。数々の威い名みようで畏れ讃たたえられる元探索者だ。引退した今でも、彼女の勇名は民たみ草くさに語り継がれている。

「真正面から戦えば勝ち目はないでしょうが、我々はそういう戦士じみたこととは無縁なので。いつもどおり給料サラリーを戴いただいて業務タスクをこなすだけです」

　写真と書類を挟んだバインダーを閉じて、隊長が短いミーティングを終わらせる。

「行きますよ。就業開始時刻です」

　指令の内容を聞いた男たちが立ち上がる。

　入ってきた男と合わせれば、ちょうど五人。まったく同じ姿をした五人は、無音で部屋を出て行く。

　自動ドアが、静かに閉じた。
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　エレベーターの扉が自動的に開いた。

　不意打ちに備えて、俺と師匠が左右に飛び出し、銃を構えながら安全クリア確認リングを行う。視線と銃を合わせ、的確に死角を潰していく。

「クリア」

「クリア。──入ってきていいよ」

　師匠に呼びかけられたアルトシエルが、器用に体を伸ばしながらエレベーターから這はい出てくる。

　置き土産にハッキングを仕掛けたのか、エレベーターは扉を開けたままそこに停止していた。これでさらに時間が稼げるだろう。

〈おっきな機械だねー〉

　正面の建造物を見上げて、アルトシエルが感嘆の声を上げた。

「高効率配列変換炉。都市の生命線さね。こいつと円柱の浄化システムがなけりゃ、みんなとっくに干上がってる」

　配管とシリンダーが不規則につながった巨大な炉。ここへ階層中から集められた資源が送られ、必要な物に変換される。ただの土や廃材でさえ、食料に変えることが可能だ。

　誰が何のためにこれを造ったのかは、誰も知らない。有史以来動き続けているこの変換炉は、オーバーテクノロジーすぎて本社の科学者でさえ整備以上のことは出来ないそうだ。

　今は作業員も避難しているのか、働いている者は誰もいない。

「この奥だ。追おつ手てが来る前に進むよ。ここから先はもう円柱内部だ」

　師匠は二丁拳銃を太腿のホルスタにしまって、炉の左側に設しつらえられた大きな扉へ向かう。

　その足取りに迷いはない。やはり師匠はこの道を通ったことがあるのだ。

〈はい、解除っと〉

　アルトシエルが扉の制御盤にコネクタを突き刺して、難なくロックを外す。

　悔しいが、こいつの助けがなければここまで楽に来られていなかった。きっとこの先の階層でも頼りになることだろう。

　密ひそかな尊敬の念をバイザーの下に隠して、俺は二人の後を追った。

「高いな……」

　扉を通り、長い通路を抜けた先は円形の広場になっていた。

　ここからは照明がついていない。暗さのせいもあって、見上げてみても天井が見えない。

　声の響き方だけでも、かなりの高さだと分かった。

　蛍ケミ光カル棒ライトを折り曲げて発光させる。周囲が燐りん光こうに照らされるが、その程度の灯りでは、闇の向こうになにがあるか窺うかがい知ることは出来なかった。

　高さを探るのは諦めて、灯りを壁面に近づける。鏡のように滑なめらかな壁には、螺ら旋せん状じように広い階段が付いていて、上まで登れるようになっていた。

「ここはまだ分路のひとつだよ。上まで登って、そこから懸グレ架ート式・ブ大橋リツジを渡って本路へ行かなくちゃならない」

「この高さを階段で登るのか……」

　うんざりする高さだ。師匠が最初にエレベーターを使って楽をした理由が分かった。

〈僕が壁面に張り付いて二人を運んでもいいけど、摩擦面が少なすぎて心配だな……。荷物を含めたらちょっと重量オーバーかも〉

　鉤かぎ爪づめを閉じ開きして、自信なさげにアルトシエルは言う。鋭い爪も、鏡のように磨かれたこの壁とは相性が悪そうだ。

〈せめて二人とも僕に乗ってよ。追手が来ないうちに少し休んだらいい〉

　体を沈めて、アルトシエルが搭乗を促してくる。

「じゃあ、お言葉に甘えさせてもらおうかね」

　師匠は背中に陣取ると、黒匣に背中を預けて、すぐ寝入ってしまった。

　仕方ない。俺もその隣に腰掛けることにした。

　師匠の寝息は穏やかだ。病が悪化しているようには見えない。次の階層にあるという病院まで保もってくれればいいが。

　せめて師匠の安眠を守れるように、狙撃銃を肩に立て掛けて、周囲を警戒する。

　揺らさないよう気を使った動作で、アルトシエルが螺ら旋せん階段を登り始めた。
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「……何となく、こんな気はしていたんだ」

　階下を見下ろして、俺は深く溜ため息いきをついた。

〈僕のせいみたいに言わないでよ!!〉

　半泣きで喚わめくアルトシエルに、師匠が肩をすくめる。

「こんなもんだよ。運の悪いやつが一人混じってると、何事もうまくいかないもんさ。あー、やれやれ」

〈ねえ!?　僕のせい!?　本当に僕のせいなの!?〉

「「そうだよ」」

〈この師弟、本当に容赦無いな！〉

　頭を銃弾がかすめ、アルトシエルは泣きながら加速する。

　あのあと休憩できたのは、ほんの五分ほどだ。すぐに下から敵兵がなだれ込んできて、銃撃戦が始まった。

　勢い良く螺旋階段を駆け上がるアルトシエルの背で、俺は狙撃銃を暗闇の向こうへと向ける。

　闇の中ではほとんど敵を視認できない。まずは敵の発砲を待つ。

　離れた銃口から火薬の炎が一瞬上がり、そこへ向けて徹甲弾を撃ち放った。

　命中。悲鳴と階段を転げ落ちる落下音が響き渡る。

　一人倒したくらいじゃ追手の攻撃は緩まない。銃撃の雨が、スーツの上から俺を叩く。防弾効果は遺憾なく発揮されているが、痛くないわけでもない。普通に殴られる程度のダメージは負っている。

　どうにか反撃できているものの、暗闇の銃撃戦はこちらの不利に働いていた。

　あまりに敵の狙いが正確だ。おそらく暗視装置を使っている。逃げる側である俺たちは、どうしても階段から落ちないように速度を落とさなければならない。

　一方、暗視装置を使っている兵士たちは、照明の下と同じぐらいの視界を得ているはずだ。普段、己の視力に頼ることが多い探索者としての技能が、逆に足を引っ張る結果となってしまった。

「グレネード！」

　師匠の警告が、円柱内に鋭く反響する。

　シュポンという間抜けな音を立てて、筒型の榴りゆう弾だんが飛んで来た。爆風で俺たちを下へ落とす気だ。俺は左手で散弾銃を引き抜き、飛んで来る榴弾を狙い撃つ。

　銃身に込められた二発の散弾シヨツト実包・シエル、計一八個の粒弾は、拡散して榴弾を空中で迎撃した。

　爆風に体が揺さぶられる。この高さから落ちたら、ただでは済まない。アルトシエルの背にしがみつき、さらなる敵の追撃に備える。

〈痛ぁっ!?〉

　甲高い衝撃音とともに、アルトシエルの体が壁に叩きつけられた。

「対物狙撃銃か。敵も武装を変えてきたみたいだねえ」

　拳銃に速装スピード塡器ローダーで弾を込めながら、師匠が独りごちる。

「先輩、大丈夫ですか？」

〈う、うん、なんとかー……〉

「じゃあ、さっさと走ってください」

〈冷たい!?　冷たいよヘイエ君!?〉

「止まるともっと撃たれますよ」

　撃たれた方向からおおよその位置を探る。射角は垂直に近い。かなり下の方から撃たれてる。

　適当に狙いをつけて発砲──外した。だが壁に跳弾したことで、大きく火花が散る。

「見つけた」

　狙いを修正して再度発砲する。暗視装置付きのスコープを覗のぞいていた敵兵の眼球へ弾丸が飛び込んだ。

　頭部が爆散して、周囲の者に脳のう漿しようや骨片が降りかかる。その惨状に敵の勢いが弱まった。

「ほら、早く」

〈分かったよう。もう少し優しくしてくれてもバチは当たらないと思うんだ、僕は〉

　ぶつくさ言いながらもアルトシエルは立ち上がり、移動を再開する。

　へこんでいた装甲が柔らかく戻っていく。衝撃で硬質化するダイラタント流体で出来ているのかもしれない。さすがは別階層の技術、ダメージはほとんど無いようだ。

　息をつく間もなく、連続したグレネードの発射音が聞こえた。散弾銃のリロードはまだ済んでいない。

　まずい。音から数えて五発は飛んできている。

「ちっ」

　予備サイド武装・アームであるハンドガンを抜こうとして、師匠の腕が肩越しに俺の前へ出る。

　二丁拳銃をまっすぐに突き出し、撃鉄を起こしたと思った瞬間、発砲は終わっていた。

　引き金を引く速度があまりに早すぎて、全弾発射が一発の弾音にしか聞こえなかった。放たれた銃弾がグレネードを全て撃墜する──のみならず、その射手まで全て倒している。

「まだまだ修行が足りないねえ」

　右手のリボルバー拳銃をスピンさせ、硝煙が立ち上る銃口に息を吹きかけるジェスチャーで、師匠が俺を小馬鹿にしてくる。

「うるさいな。今撃ち落とすところだったんだよ」

　俺は鼻筋にシワを寄せて、行きどころを失った自動拳銃をしまう。

〈！　そろそろ着くよ！〉

　登り切るまでおよそ三〇分はかかっただろうか。敵の襲撃をなんとかしのぎ切り、俺たちは天井付近に架けられた大きな橋までたどり着いた。

　──銃声がやんだ。

　先ほどまで戦争のごとく鉛弾をばらまいていた兵たちが、急に静かになった。追撃が収まり、まるでこの先に怪物でもいるかのように、ひどく怯おびえた気配が伝わってくる。

「……いるね」

　師匠がつぶやく。

　同様に俺も殺気を感じていた。肌が粟あわ立だつほどの濃密な獣臭。思わず身が震えた。

　闇の向こうで待ち構えているのはたった一人だ。だが、強い気配を放っている。圧倒的な戦力を持つ者だけの、強者の気配だ。

　橋へと続く階段を登り切り、俺たちはアルトシエルから降りて慎重に前へ進む。

「……遅かったなぁ。待ちくたびれちまったぜええ」

　獣がうなるような低い声だった。

　白い装甲服に身を包んだ大男が、傲然と腕を組んで道を塞いでいた。
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　銃を構えた兵たちが、後ろから逃げ道を塞ぐ。

　目の前の大男との間に挟み込まれた形だ。すぐさま攻撃を仕掛けてこないのは、大男が命令しないせいだろう。俺は警戒を緩めず、いつでも動けるように余分な力を抜いておく。

「よぉぉぉお、ホォォォン！　会いたかったぜぇぇぇっ！」

　体格と同じで大きな声だ。彫りの深い顔を破顔させて、大男が歩み寄ってくる。

「さて、どちらさんだったかね？　年を取ると人様の顔も覚えていられなくてねえ」

　とぼけたように師匠が言う。

　この大男、師匠の知り合いなのか？

「つれねえことを言うなよ、ホォォォン！　俺とお前の仲じゃねえか！」

「……気持ち悪いことお言いでないよ。あんたたちとの関係はキレイサッパリ解消したはずだよ」

　探索者時代の仲間だろうか。ふざけているようで、大仰に歩く動作に乱れはなく、まるで隙が見当たらない。最低でも最上位アルフア階級クラスであることは間違いなかった。

「老けたなぁ、ホン。声だけでババアになっちまったのが分かるぜ」

　太い指で自分の側頭部をこんこんと叩いて、大男は笑う。

「そのヘルメットはなにか？　老いた自分を俺に見せたくないってとこかぁ？」

「はっ。あんたと同じ空気を吸いたくないってだけさ。自意識過剰も大概にしときな、不細工」

　軽口を叩きながらも、師匠の警戒レベルが上がる。直接向けられていない俺でさえ、ピリピリと凍いてつくような敵意だ。

　大男は意に介さず、師匠の攻撃圏内に足を踏み入れる。

　なんて胆力だ。師匠に対して一切臆するところがない。いかなる攻撃を受けようとも、一切合切を捌さばいてみせるという自負を感じる。

「変わっちまったなあ、お前はよぉ。俺がまだ弟子だった頃は五十超えてるとは思えねえほどいい女だったってのによぉ。たった五年でババアになっちまいやがって……」

「ババアババアと、うるさいね。これでもまだ現役だよ」

「そんな弱ったナリで言われてもなぁ」

　大男は苦笑する。

「なぁ、ホン、一体何がお前をそんなにしちまったんだぁ？」

　大男は俺のことなど一いち瞥べつもしない。完全に戦力外だと思われている。

　事実そのとおりだ。この男は俺よりも遥はるかに強い。

「戻ってこいよ、ホン。俺が口添えすりゃあ、お前のガタが来た体だって元に戻してやれる。お前と俺とイン、また三人で楽しくやろうぜ」

「断る。あんたたちと一緒にいて、楽しいと思ったことはないよ」

　どこまでも冷たい師匠の態度に、親しげだった大男の表情がついに消えた。

「……じゃあ、俺たちは敵ってことで、いいんだな？」

「なにを今更」

　暗あん澹たんとした声を師匠がばっさりと両断する。

「くく……くくく……」

　手のひらで顔を隠して、大男はくぐもった声で笑った。

　鋼の彫像のような体を震わせて、心底嬉しくてたまらないといった笑い声だ。

「ありがとうよ。俺はずっとお前のことを、殺おかしたくて殺おかしたくて殺おかしたくて殺おかしたくて殺おかしたくて殺おかしたくて殺おかしたくて殺おかしたくて殺おかしたくて堪たまらなかったんだよ！」

　顔を上げたそこにあったのは、狂喜に満ち満ちた笑みだった。

　獲物を前にした肉食獣のようによだれを垂らして、大男は叫ぶ。

「長かったぜえええええええぇぇっ!!　あんなんで俺に勝った気になってるお前を嬲なぶれる日が来るまでなああああああああっ!!」

　踏みしめた足が、頑丈な橋の床に亀裂を走らせる。

「ぶち殺おかして！　首ィもいで！　インの土産にしてやるよおおおおおおおっ!!」

　猿えん叫きようを上げて巨体が跳ぶ。

　師匠は跳びかかってくる敵を迎え撃つため、二丁拳銃を腰だめに抜き、大男は岩のような拳を振りかぶる。

　そして、横合いからの銃撃が大男を殴りつけた。

　奇襲による近距離射撃は大男の脇腹を捉え、その莫ばく大だいな運動エネルギーで大橋の壁まで吹き飛ばす。

　俺はボルトレバーを引いて、空から薬やつ莢きようを排出した。

「お前が師匠の弟子？　噓うそをつくな。師匠の教えを守っているなら、だらだら喋しやべっている間に弾の一つも馳ち走そうしてる」

　壁に埋まった男へ対物狙撃銃を連射する。

　頭、腹、左胸。急所へ的確に炸さく裂れつ徹甲弾を撃ちこんでいく。着弾するたび爆発し、大男の体が激しく跳ねた。

　太い空薬莢が周囲に転がる。装そう塡てんされた七発の弾を全て撃ち尽くした。

「……っ」

　その結果に俺は歯を軋きしませる。男の体からは、血の一滴も流れていない。

　沈黙していた男の視線が俺を捉える。錆さびた鋸のこぎり刃ばのような殺意が俺の身を裂くが、望むところだ。ようやくヤツの目に俺が映った。

「ガキィ……。大人の情事を邪魔するたぁ、悪い子だなぁ。お前の首もねじ切って玩具おもちやにしちゃうぞぉ？」

　埋もれた瓦が礫れきから男がゆっくりと体を起こす。

　不気味な気配に悪寒を感じながらも、俺は相手のダメージを観察する。白いスーツに弾痕は残っているが、皮膚を破った様子はない。

　重戦車のような装甲に加えて、おそらくこいつも氣を使える。でなければ、剝むき身みの頭部に炸裂徹甲弾を食らって無傷でいられるはずがない。

　だが、そんなことはどうでもいい。

「知るか。お前が死ね。猿野郎」

　こいつは師匠を侮辱した。相手をする理由としては充分だ。

「……。ヘイエ」

「なんだよ」

　師匠が後ろから声をかけてくる。

「卒業試験だ。あんた一人でそいつを伸のしてみな」

「……最初から、そのつもりだよ」

　弾の切れた狙撃銃を床におろし、ロングコートを脱ぎ捨てる。

　病に冒された師匠をこれ以上戦わせる気はない。今まで師匠の手を煩わせてしまったのは、俺の戦力不足が原因だ。ここで挽ばん回かいする。

　こいつが俺の兄弟子を名乗るのなら尚なお更さらだ。師匠の拳を使うことなど、俺が許しはしない。

「ふー……」

　気息を整え、腰を下ろした構えを取る。

　明らかな格上との戦闘。様子見などしている余裕はない。

　全力でやつを、迎──え────撃─────。

「雰囲気出してんじゃねえ。雑魚が」

　その声は壁に激突した後で聞こえた。耳に届く音が遠い。顔面を殴られたことしか分からなかった。

　意識が落ちそうになるのを、目を見開いて必死でこらえる。頭部を守るこのヘルメットがなければ、一撃で首を持っていかれていただろう。

　油断していたわけじゃない。ただ奴との戦力差が、大人と子供ではなく、獣と虫けらほどの差があったというだけだ。

　攻撃力、防御力、体格、スピード、技のキレ、武術センス。何もかもに絶望的な開きがある。

　ならば、その差を埋めろ。俺にはその手段がある。

　割れ砕けたヘルメットをかなぐり捨て、注射器を首筋へ打ち込む。激痛と引き換えに超人となれる薬物ドラツグが、俺の意識を急速に覚醒させた。

「雑魚はお前だ、猿野郎」

　親指で鼻を押さえて溜たまった血をかみ捨て、膝を抜いて、倒れこむように飛び出す。

　未熟な疾歩も、薬物と人工筋肉のおかげで師匠レベルの高速移動を可能にしてくれる。

　一瞬にして、彼我の距離がゼロとなった。

「ぬうっ……!?」

　不意を突かれた大男が、それでも反応を間に合わせてくる。が、わずかに俺のほうが速い。奴の放った迎撃の貫ぬき手てを、ドリルのように打ち上げる鑽さん拳けんで逸らし、最速の劈へき拳けんをがら空きの腹へ打ち込んだ。

　硬く重い。まるで鉄の柱を打っているようにびくともしない。そんなことは織り込み済みだ。

　腹に触れたままの掌底へ、さらなる拳を重ねる。掌底に拳打を重ね当て、大男のスーツを越えて、内部から人体を破壊する。

「ごっ……!?」

　大男の体が、打ち込まれた勁によって硬直した。わずかだが衝撃が貫通している。

　好機だ。ここで一気に畳み掛ける。

　鑽拳。劈拳。横おう拳けん。崩ほう拳けん。炮ほう拳けん。五行拳による連携技を次々に男へ打ち込んでいく。

　人工筋肉によって強化された拳は、一発一発が対物狙撃銃の威力を軽く超える。

　怒ど濤とうの連打に男の体がジリジリと下がっていく。このまま壁の外へ押し切ってやる。

「しゃ、ら、くせえっ!!」

　大男が真上から腕を振り下ろす。そんな隙だらけの攻撃を、俺は避よけられなかった。

　圧倒的な暴力が、ガードの上から俺を床に叩きつける。

「ペチペチペチペチ！　効かねぇぇえんだよ、そんな軽い攻撃はよおっ!!」

　ボールでも蹴りあげるような、無造作な蹴撃が襲いかかる。防御は間に合っている。ただそれが意味を成さない。

　俺は床をバウンドして転がり、絵筆のように血を引きずった。

「ごほっ……効いてないって言うなら、そのまま棒立ちで食らってろよ」

　震える足で起き上がり、二本目の注射を首へ打ち込む。

「だいたい、血を吐きながら言うセリフじゃないだろ、それ」

　挑発する俺の言葉に大男は口元に触れ、その手に付いたわずかな血に、青筋を浮かび上がらせる。

「っ……このガキぃ……！」

「ヘイエ・イーリー」

「あぁん？」

「名乗れよ猿野郎。──ここからが本番だ」

　震えを押さえこむように脚を踏み下ろし、再び構えを取る。

「……イキりやがって」

　大男が初めて構えた。腰を落とした深い構え。ホン・イーリーの構えだ。

「バイ・ロン」

　大男──バイ・ロンの皮膚が、鋼の鱗うろこに覆われていく。

　一目で分かった。こいつの氣は金。絶対防御の鋼の金氣だ。

「お前が最後に聞く名だ。冥土の土産に持っていけやああああああああああっ!!」

　地面を揺らすバイ・ロンの踏み込みに合わせて、こちらも飛び出す。

　拳と拳がぶつかり合い、すさまじい衝撃が大橋の中央で爆はぜた。

　黒と白。何もかもが正反対の兄弟弟子の対決が、苛烈に幕を開けた。
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　撃ちあった拳から爆発するように火花が散った。衝撃波が輪を描いて周囲へ伝でん播ぱする。

　硬い。先ほどとは質の違う、密度の高い硬質かたさだ。殴った装甲の下に肉を感じない。

「オラオラオラオラオラオラァッ!!」

　バイ・ロンの重機関銃のような反撃が来る。

　いなす。躱かわす。踏み込んで打ち、再び避ける。

　薬物で強化された動体視力ですら、捉えるのが精一杯のすさまじい攻撃だ。素の状態の俺では一秒も持たなかっただろう。

　攻撃を当てているのはこちらなのに、逆に自分の手がダメージを負っている。皮膚を覆う鋼の鱗を撃つ度、装甲越しに拳が裂ける。氣によって具現化されたと思おぼしき鋼の鱗が、俺の攻撃を全て無効化してしまうのだ。

　対抗するには、俺も氣を使うしかない。師匠から教授された氣の概念は覚えている。人体には生まれ持った氣の性質があり、その種類は大別して五つ。

　陰陽五行。木火土金水。俺の中にあるはずの雷氣は木氣に属する。鋼氣は金氣に属し、肉体の硬質化を得意としている氣のはずだ。

　だとしても、何もないところから鋼こう鱗りんを具現化して全身を覆うなど、あまりに氣の限界を超えすぎている。師匠は氣に物理法則は適用されないと示したが、それを考えてもこの強さは異常だ。

「バイ。あんた氣を増幅するために内臓を弄いじくってるね……。それにその鱗は流体金属でも皮膚下に注入してあるのかい？」

　師匠が後ろから見物しながら問いかけてくる。

　流体金属とはガリウムとインジウムの液体リキツド合金・メタルだ。特殊な金属は特定の電気信号で自在に形を変化させる。

　師匠の言葉で、バイ・ロンの絶大な防御力のからくりが分かった。鋼の鱗は奴が生み出したものではなく、専用の流体金属に氣の圧力をかけて鱗へ変じさせているのだ。

　鋼氣が得意とするのは硬質化だ。鎧よろいの素材を別に用意できるなら、氣をその強化に全て費やせる。そうやって得た鎧は、物理限界を超えた防御力にまで至るだろう。

　それがあの鱗の正体か。

「お前がやってたことを俺もやっただけさぁ！　寿命が削れようが知ったことか！　今最強ならそれで良いんだろう!?」

「……そうさ、否定はしないよ。目的を果たすためなら、やれることは何でもやるべきだ。そうアタシは教えてきた」

　苦々しい師匠の返事に、バイ・ロンは口端を吊つり上あげる。

「そう！　俺こそが、師匠の教えを忠実に守ってるってことさぁ！　お前はどうだ、ヘイエ・イーリー！　命、賭けてるかぁ!?」

　右から蹴り上げが来る。屈かがんで躱かわしたところへ、左脚のさらなる蹴りが追撃してきた。

　なんて乱暴な連れん環かん腿たいだ。重い二段蹴りが、豪風を纏まとって襲い掛かってくる。

「ぐっ……！」

　頭を反らして回避する。顎の皮が削はつられ、ベロリと剝き身になった肉から血が玉のようににじみ出た。

「トロいトロいトロい!!　功夫クンフーが足りてないぜ弟弟子よおっ!!」

　体格や経験の差は歴然。スーツの性能はこちらのほうが上だが、氣を扱えない俺には奴の防御を貫く技がない。

　守勢へ回った俺に、バイ・ロンの猛攻が襲いかかる。防御が追いつかない。

「っっっラァっ!!」

　バイ・ロンの震脚が重く橋を揺らす。飛び込み様の崩拳だ。拳に纏った鋼鱗のせいで、竜が突進してくるような威圧感すら感じる。

　とっさに胸の前で交差させた腕に、俺の頭ほどもある拳が突き刺さった。すさまじい衝撃だ。後ろに飛んでダメージを逃したのに、受けた腕がみしりと嫌な音を立てた。

　俺は衝つき飛ばされ、転がり、奴との距離がまた開く。

「こいつをぶち殺したら、次はお前だぜぇ、ホォォォン？　殺す前にたっぷり啼なかせてやるからよぉ！」

　師匠を指差し、バイ・ロンは凶悪な笑みを浮かべる。

〈ひ……!?〉

　殺気に当てられたアルトシエルが、師匠の背に隠れようと後ろに下がる。

　その怖おじ気けづいた様子に、バイ・ロンの嗜し虐ぎやく的てきな笑みがアルトシエルにまで向けられようとしていた。

「どこを、見てる……！」

　俺は跳ねるように起き上がり、疾駆する。

　全体重を乗せて、人体急所の一つである脊椎の隙間に裡り門もん頂ちよう肘ちゆうを打ち込んだ。

「っ……！」

　駄目だ。勁が徹とおっていない。打撃は鋼鱗に防がれて、表面で霧散する。

　背後から不意を突いたにもかかわらず、バイ・ロンの体は揺れもしていなかった。

「だぁかぁらぁ、効かねえって、そんな軽い攻撃はよおおおおっ！」

　薙なぎ払うように放たれた裏拳が俺を打ち払った。独楽こまのように視界が回転する。

「ぐぅ……がはっ……！」

　壁に叩きつけられ、こみ上げてきた血ち反へ吐どを床にぶちまける。

「……ヘイエ、アタシは手を貸さないよ。あんた一人で、勝つ方法を考えるんだ」

　冷淡な声音に、バイ・ロンが嘲あざけり笑わらう。

「くくっ、冷たい師匠だなぁ、おい！　弟子がなぶり殺されようっていうのによう！」

　違う。震えるほど強く握りしめられた師匠の拳が、それを証明している。

　一人で勝つことに意味があるんだ。師匠は俺に、最後の稽古をつけようとしている。

　奴は言った。命を賭けているか、と。

　俺には賭けるべきその命がない。賭けるというほど、長い人生を送っていないからだ。俺はヘイエ・イーリーとして生きてきた五年間しか持っていない。

　何を語ることも出来ない浅い人生だ。奴のように強い欲望や目標も持っていない。

　だがそれでも、師匠と生きたこの五年は本物だった。何物にも代えがたいものだった。だから──

「限界くらい、超えてやるさ」

　残った薬物の注射器は三本。まとめて首筋に打ち込む。

　注射器の中に血がまじり、それを薬液ごと血管へ注入する。

「がっ……!?」

　脈拍に合わせて、ハンマーで殴られたような衝撃が走る。

　熔とけた鉛を血管に流し込まれたような激痛。呼吸が荒れ狂い、汗が噴き出す。

　肌が鋭敏化し、心臓がエンジンのように重い鼓動を刻む。

　全身の毛細血管が弾け、目から血が滴り落ちた。

　世界が、歪曲ゆがむ。

「はっはっはっ！　馬鹿かお前は。そりゃ完全に過剰オーバー摂取ドウースだろう!!」

　ゴボリと俺の口から甘苦い血が漏れる。酩めい酊ていしたような視界の中で、バイ・ロンが哄こう笑しようしている。

「これで……、いいんだ……」

　師匠は言った──氣とは認識だと。

　呼吸法をいくら練習しても、俺は氣を煉ねるどころか、感じ取ることすら出来なかった。物理法則の限界を超えるという、己の常識の殻を打ち破ることがどうしても出来なかった。

　鍛錬が不足している。経験が不足している。才能が不足している──ならば、外から持ってくる。

　薬物の力は肉体の箍たがを外すものだ。自分で自分を壊さないように、本能的に抑えているものを解放する。それは筋力や神経だけではなく、脳の思考状態にまで影響を及ぼす。

　摂取しすぎた薬物は、脳の壊え死しを代償に、思考回路を高速化し、意識を変性させていく。

　まるで自分が全知全能の神になったような多幸感。暗闇だった景色は、鮮やかな色合いで揺れ、まるで宙に浮かんでいるような心地さえする。

　変アル性ター意識ド・ト状態ランス。耐え難い苦痛や疲労、瞑めい想そうなどで稀まれに至ることがある、特殊な精神状態のことだ。

　本来、長い修行の果てに会得するはずの、世界との合ごう一いつ。薬物の過剰摂取によって人工的に悟りを開く。それが俺の出した解答だ。

「……正解だよ、ヘイエ。今足りてなきゃ前借りでもなんでもして引っ張ってきな。今勝てなきゃ、明日は来ないんだ。あんたには、あんたにだけは、それが出来る」

　師匠の声が遠い。耳からも血が流れ出ているせいだろう。

　世界への認識が通常とはまるで違っている。揺れる世界の中で、俺は確かに氣を感じ取っていた。

　自分の手のひらを見やる。体の表面を蒼あおい雷が這はい回まわっているのが見えた。認識してしまえば、幻想は簡単に現実化した。

　これが氣か。体の内からも弾けるような電流の音がする。血液の代わりに俺の体を流れているのは雷。最強最速の雷氣だ。

　認識はできた。次はこれをどうやって戦いに用いるか。

「オラァッ！」

　腹に衝撃。棒立ち状態だった俺の腹に、バイ・ロンの前蹴りが突き刺さる。

　ノーガードで受けた一撃は内臓を破裂させ、俺は壁まで吹き飛ばされた。

「はっはぁ！　認識したぐらいで、氣を扱えたつもりか!?　雷氣は木氣の分脈！　俺の鋼氣は金氣の流れを汲くむ！　相性はこっちのほうが断然有利だぜえっ!!」

　咆ほえ猛たけり、バイ・ロンが突進してくる。壁に埋もれた俺に、猛烈な攻撃が突き刺さった。

　俺の纏った雷氣は、鋼鱗に覆われた拳に難なく吸収され、その力を減衰させる。

　殴打。殴打。殴打。重い鋼拳が体に突き刺さる度、俺の骨肉が潰れていく。

　鉄てつ槌ついが振り下ろされるように、俺は肉塊へと変わっていく。

「はははははははは!!　このまま潰れろ！　出来損ないの弟弟子が!!」

　──じゅう、と肉の焼ける音がした。

「あ……？」

　木氣は金氣に弱い。それは事実だ。

　だが、鋼氣で操り硬化させている液体金属は、氣を媒介させる物質にすぎない。電気抵抗の強い金属に電流を流せば、絶対にジュール熱が発生し、それは膨大な熱量を生み出す。

　金属の鱗は赤く燃えるほどの熱を帯び、バイ・ロンの拳を焼いた。

「ぐ、おおおおっ!?」

　バイ・ロンがあまりの熱さに己の鱗を引ひき剝はがす。焼やけ爛ただれた拳が白煙を上げていた。

「が、ガキぃ……！」

　もしバイ・ロンが液体金属を使わず、己の鋼氣だけで戦っていたら、勝機はなかっただろう。それだけの力量差があった。奴は俺ではなく、強くなりすぎた自分に負けるのだ。

「猿の丸焼きなんて、好みじゃないんだけどな……」

　陥没した壁から立ち上がる。腰を落として構え、前にした左手のひらで挑発的に招く。

「……かかって来い。調理してやる」

「～～～～～～～っっっ!!　ぶち殺おおおおおおおおすっ!!」

　目を血走らせ、バイ・ロンが拳を振りかぶる。再び集まった鱗が衝角のように鋭化した。

　遅い。全身の経けい絡らくに雷氣を流し、薬物よりも効果的に神経伝達信号を増幅した俺には、バイ・ロンの動きが止まって見える。

　大振りの拳をかいくぐり、集めた雷氣を劈へき拳けんに乗せて腹へ打ち込んだ。

　掌底が体に接触した瞬間、雷光と轟ごう音おんが橋を揺らし、バイ・ロンの鱗鎧が赤熱化した。

　雷氣は変わらず鋼の鱗に吸収される。だが吸収されると同時にそれは熱量へと変化し、鱗の下の皮膚と肉を激しく熱した。

「ぐおああああああっ!?」

　鉄壁の鱗鎧はもう意味を成さない。火傷やけどの痛みで動きの止まったバイ・ロンに拳を連続して打ち込んでいく。衝撃のたびに蒼い雷氣が激しく爆はぜた。

「おおおおおおおおおおっ!!」

　師匠に何度も教えられた技を、兄弟子にぶつけていく。

「舐なめ、るなぁっ！　糞ガキがああああああっ!!」

　皮膚を炭化させたバイ・ロンの両腕が、俺をつかんで拘束した。

　技も何もない、力任せの攻撃だ。だが、それを避よけられないほど、俺も疲弊していた。

　大量の雷氣の使用により、内臓がいくつも壊え死ししている。もう、長くは保もたない。

　胴体を右手で、頭を左手で。体格差がありすぎて、人形のごとく俺は囚とらわれた。

「このまま死ねええええええええっ!!」

　大きな両手が俺の頭をねじ切ろうと、力を込める。

　剛力に、みしみしと首の骨が軋きしんだ。

　──そして、俺は、銃を抜いた。

　黒い牙を嚙かみあわせたような特徴的なその銃身は、師匠にもらった俺の銃だ。

　雷氣に目覚めて以降、ずっと溜め続けていた氣が、ついに黒い拳銃を呼び覚ました。

　互いに疲弊し、動きが鈍り、密着して殺し合うしかない状態。この時を待っていた。

　狙いは心臓。鱗の剝げた左胸に銃口を向ける。バイ・ロンの顔に驚きよう愕がくが浮かんだ。

　長い封印から解き放たれるように、拳銃がその顎あぎとを開く。中には細い射出口が光球を膨張させている。上下に別れた銃身の間で蒼電がほとばしった。

「さっさと死ねえええええええええええええええええええええ!!」

　銃に込められた威力を感じ取り、バイ・ロンは怒りと恐れで顔をさらに引ひき攣つらせた。

　俺は笑みを小さく返し、黒銃の引き金を引く。

　雷いかずちの咆ほう哮こうが、闇を貫いた。
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　閃せん光こうと轟音が、懸グレ架ート式・ブ大橋リツジを揺らす。

　小口径の射出口から発射された重質量の飛ひ翔しよう体たいは、上下に別れた銃身によって電磁加速され、音速を遥はるかに超える速度でバイ・ロンの左胸を貫いた。

　雷の弾針はそれだけには止とどまらず、橋の壁を円状に刳くり貫ぬいて破壊。橋に大穴を開けてなお止まらず、不壊の円柱内壁にぶつかって、ようやくその力を解放した。

　爆轟が風を生む。あまりの衝撃に橋が揺れ、折れてしまいそうだ。

　これだけの衝撃を受けても、円柱の内壁には傷一つ付いていなかった。

「ぐ……」

　撃った腕が反動でひしゃげていた。スーツの中で右肩から下が千切れかけている。

[image: ]

　だらりと不自然に垂れ下がった腕を押さえ、俺は白はく塵じんの向こうを睨にらみつける。

「が……は……」

　塵煙が晴れた先には、白い衣装を血に染めた巨漢が立っていた。

「ま、だだ……。まだ、俺は、負げでねえ……！」

　左胸に大きな穴を開け、それでもバイ・ロンはその両足で立っていた。

　焼けて黒くなった血が、滝のように床を濡ぬらしている。

　苦痛に顔を歪ゆがめながら、なおバイ・ロンは前へと足を進ませる。

　不屈の闘志。勝利への執念。こいつのことは心底気に入らないが、武術家としては尊敬に値する。

「行くぞ、ガキぃ……！　これが、俺の──」

　バイ・ロンは拳を大きく振りかぶり、最後の一撃を放とうと、鋼氣を右拳に集中させる。

　内臓の壊死を代償に、鋼の液体金属が螺ら旋せんを描いて絡みつく。

　大樹のごとく肥大化した右腕が、俺を狙う。

　俺は静かにその様子を眺め、つぶやいた。

「……終わりだ」

　体に残った搾しぼり滓かすのような雷氣を再度、黒銃に吸わせる。

　おそらく威力は先刻の半分以下。それでもこの死に損ないに引導を渡すには充分だ。

　雷氣をその牙の間で稲いな光びかりさせ、鳴動する黒銃が早く撃てと急せかしてくる。

　左手に持ち替えた銃を掲げ、バイ・ロンに照準を合わせる。

「…………クソっ」

　バイ・ロンは憎々しげに俺を睨み、最後に師匠の方を見て、頰ほおをゆるめた気がした。

　発砲。腕が大きく跳ね上がる。片膝を曲げて踏ん張り、なんとか反動を抑えこむ。

　光の奔流が、放たれた鋼拳ごとバイ・ロンを飲み込み、円柱の内壁に磔はりつけにした。

　血の花を壁に咲かせ、バイ・ロンは黒い血を吐いたあと、奈落へと落ちていった。

　しばしの静寂のあと、ざわめき声が後ろから聞こえてくる。

　自分たちの長おさをやられて、兵士たちが困惑していた。まさかあれほどの強者が負けるとは思っていなかったのだろう。兵士たちの畏れがこちらまで伝わってくる。

　バイ・ロンを倒せたものの、俺も全身の氣を使い果たして、今にも意識が飛びそうだ。

　だが、倒れるにはまだ早い。

　事の成り行きを見守る兵士たちに黒銃を向ける。

「……まだやるか？」

　もう弾は一発も出ない。我ながらチープなはったりだが、脅しとしてはよく効いたようだ。兵士たちは悲鳴を上げながら、我先にと螺旋階段から逃げていく。

「あ……」

　何人か転げ落ちた。

　妙にまぬけな光景に、体の力が抜ける。痺しびれて感覚のなくなった手から銃が落ち、膝をついて倒れた。壁のように床が目の前へ迫ってくる。

　ああ、鼻を打ったら痛そうだ。なんて、どうでもいい感想が浮かんだ。

「──おつかれさん……。よく頑張ったね」

　床と接せつ吻ぷんする前に、柔らかく抱きとめられた。師匠にこうして抱きしめられるのは、いつ以来だろう。随分と懐かしく、疲弊した心が安らいでいく。

〈へ、へへヘイエ君!?　大丈夫!?　ねえ、大丈夫なの!?〉

　アルトシエルがぴょんぴょんと俺たちの回りを跳ねまわって、慌ただしく叫んでいる。

「大丈夫です、ちょっと休めば治りますよ」

　視線をそらして、そうつぶやく。

　全身はボロボロで、最後は装備に頼った紙一重の勝利。ひどい戦い方だった。この上アルトシエルにまで心配されるのは立つ瀬がない。こいつに意地を張る必要があるのかは不明だったが、何故かそんな気分だった。

「さて、休ませてやりたいところだけど、先を急ぐよ。本路に乗れば、まっすぐ飛ぶだけだからね」

「飛ぶ……？　登る、じゃなくてか？」

〈行けば分かるさ！〉

　アルトシエルは俺をかついで背に寝かせると、脱ぎ捨てていたロングコートをかけてくる。格好がつかないが、ろくに体が動きそうもなかった。

　この懸架式大橋も、度重なる戦闘の衝撃で、今にも崩れ落ちそうだ。

　俺たちは足早に橋を渡り、円柱中央の本路へと向かうことにした。
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　本社最上階に、その執務室は設しつらえられていた。

　瀟しよう洒しやではあるが華美ではない、落ち着いたインテリアが持ち主の趣味の良さを表している。

　部屋は薄暗く、情事の残のこり香ががかすかに漂っていた。

「会長……。本当に向かわれるのですか？」

　ペレグリーデは淡青色のシャツを着た会長のネクタイの位置を糺ただしながら、主に問いかける。

「おそらく、バイ・ロンは敗れるだろう」

　上質なスーツを身に着けていく会長の姿は、一流のビジネスマンの風格があった。ただしそのシャツには、食い込むほどしっかりと銃を固定するホルスタが装備してある。

「ならば、責務は果たさねばなるまい。企業連会長としてではなく、イーリー家の現当主として」

　会長はそう答え、銃身の長い拳銃を両脇のホルスタに収納する。

　二丁一対の美しい装飾がなされた自動オート拳銃マチツクだ。銃身の下部には、細く鋭利なブレードが装着されてあり、遠近両方での戦闘を可能としていることが窺うかがえた。

「会長……」

　ペレグリーデは不安げに会長の胸に顔を寄せる。その細い肩に手を置き、会長はやんわりと彼女から距離をとった。

「行ってくる。社のことは任せたよ、ペレグリーデ」

「…………。待ってください！」

　背広を羽織る長身の背に、ペレグリーデは悲痛な声をかける。

「でしたら、せめてこれを、持って行ってください」

　ペレグリーデは自分の髪をまとめ上げていた銀製の髪留めバレツタを外した。彼女のアッシュブロンドの髪が薄闇に広がる。

「その、お守りです……。こんなもので恐縮ですが」

「これは、きみが大事にしていたものじゃないか」

　胸に押し付けてくる髪留めは、彼女が愛用している骨こつ董とう品ひんだ。身に着けている理由を訊きいたことはなかったが、とても大切にしているのはよく知っていた。

「必ず、帰ってきてくださいね」

　目尻に浮かんだ涙をぬぐって、ペレグリーデは気丈に微笑ほほえむ。

「……分かった。戻ってきて、必ずこれをきみに返そう」

　会長は自分の長い白髪を髪留めで束ね、執務室を出て行く。

「お早いお戻りを、お待ちしております」

　深々と頭を下げるペレグリーデに、会長は優しく笑みを返し、執務室を出て行った。
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　誰もいなくなった執務室で、ペレグリーデは受話器を取った。

「私です。手て筈はずは整いましたか？」

『はい。いつでも実行可能です』

　電話の相手は忠実な彼女の部下だ。彼には独自の命令を与えている。

「タイミングは任せます。いつもどおりの吉報を待っています」

　凛りんとしたペレグリーデの声に、男が背筋を伸ばす気配が伝わってくる。

『お任せください、会長代行』

　通話は短く、すぐに切れた。

　ペレグリーデは執務椅子に深く腰掛け、茫ぼう洋ようと天井を見上げる。
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　アルトシエルの背に寝かされたまま、俺たちは本路へと続く通路へ入った。

　暗く長い回廊だ。蛍光棒がなければ、一歩先も見えなかっただろう。

「ここだね」

〈ヘイエ君、ちょっと気持ち悪いかもしれないけど、気をつけてね〉

　アルトシエルが前へ進みながらそう告げた。

　何のことかを問う前に、前方という概念がなくなる。

「は……？」

　アルトシエルが跳び上がったのかと錯覚した。

　だが違う。これは──ありえないことだが──重力が消えている。

　上下左右。天井も壁も関係ない。俺たちは闇の中でふわふわと浮いていた。

〈ここが本路の中だよ。ここからは重力が存在しない。理由は聞かないでくれよ。僕も知らないんだ〉

　重力がない、など。そんなことはありえるのだろうか。だが、現実に俺の体はアルトシエルの背から浮かび上がり、宙を漂っている。

　どういう仕組みだ？　重力をなくす必要はなんだ？　いったい何故──

〈何故か？　なんて、そんなことを知っている人はもうどこにもいないんだ〉

　アルトシエルの声音は暗い。

　体を起こしてその理由を問おうとすると、体が勝手に回り始める。

「お……。おお……？」

　当たり前だが、無重力なんて初めての体験だ。姿勢を戻す方法さえ分からない。くるくると回転しながら、俺は明後日あさつての方向へ飛んで行く。

「だらしないねぇ。成長したと思ったら、すぐこれだ。不測の事態にこそ脱力して備えよって教えてきただろう？」

　師匠が俺の首根っこをつかみ、回転を止めた。

「イーリー流の拳法は無重力くらい、障害にもなりゃしないよ」

　さすがの師匠といえば良いのか、やはりここへ来たことがあるのだと確信すれば良いのか。判断はつかない。

　師匠の姿勢制御は完璧だった。俺をアルトシエルの背に再び寝かせると、自分もその背に立つ。

「さて、ここまで来たら大隔壁まですぐだ。急ぎで向かってくれるかい？」

〈合点承知ー〉

　明るさを取り戻したアルトシエルは、臀でん部ぶから白い粘着液を射出する。粘着液は糸となって壁面に張り付き、アンカーのように俺たちを固定した。

〈いっくよー！〉

　アルトシエルが強く糸を引き、ぐんと斜め後ろへ加速する。

〈もう一回！〉

　今度は反対側の壁面に射出して、同じように引く。バランスを取った蜘ク蛛モの体は、斜め方向から直線に進路を変えた。

　大隔壁というその言葉の響きだけで、この階層を塞いでいる天蓋にある扉だということが予想できる。

　この先がゴール。大隔壁を抜けてその先の階層へ行けば、師匠の病気も治すことができる。金目になりそうなものは師匠が用意した黒匣の中にいくつか入っていたが、それが上手く治療費に替わればいいが。

〈はい、これであとは待ってるだけで着くよ〉

　加速を終えるとアルトシエルは糸を切り、器用に体を半回転させて前を向いた。

「不思議な感覚だ……」

〈だよね！　僕も最初はびっくりしたよ！　この義体に無重力空間の姿勢制御ソフトが組み込まれてなかったら、とてもじゃないけど円柱を登れなかったよ〉

　アルトシエルはハイテンションで口早に喋しやべる。

　重力のない状態というのは非常に不安定だ。ふわふわと浮いているような感覚に、初めて筋力強化機能付きのスーツを着た時を思い出す。

〈どうだいどうだい、僕の義体は役に立つだろう？〉

「あー、すごいです、すごいです」

〈投げやりだなぁ……〉

「怪我人にリアクションを求めないでください……」

　自分でも疲れた声が出ていると思う。

　よくよく考えれば、当たり前だ。街なかで激しい銃撃戦を繰り広げたあとは、円柱の中でも続けて戦闘を行い、休む間もなくあの恐ろしいバイ・ロンと戦ったのだ。疲れないほうがどうかしている。

　全身重傷で、治るまでにはまだかなりの時間がかかるだろう。次の階層の住人と接触する頃には傷が癒えていればいいが。

　治るところを見られて化物扱いで交渉できなくなっても困るし、実験動物として研究所行きになんてなったらもっと困る。他の階層へ行けば、俺と同じような体質の人間に出会うこともあるのだろうか。

〈もうすぐ着くよー〉

　次の階層へ思いを巡らせていると、制動がかかった。

　アルトシエルが糸を交互に壁へ射出して、少しずつ減速をかけていく。普通に登れば何時間もかかるような道が、数分もかからず踏破できてしまった。

　ゆっくりとアルトシエルが行き止まりに脚をつける。

〈ここが大隔壁。ここが開けられるのは、いったい何千年ぶりなんだろうね〉

　そんなことが俺に分かろうはずもない。曖昧に相あい槌づちを打つことしか出来なかった。

〈ヘイエ君、ここを踏み出した時、キミは本当の意味で冒険者になるんだ〉

　アルトシエルが感慨深げに語り、俺たちに背から降りるように促した。

「さて、どうやって開けるのか。アタシもそこまでは知らないからねえ。見られて困るもんなら、あっちへ行ってるよ」

　俺から見て逆さまに浮いた師匠が、そう言って背を向ける。

〈……気を使わせてごめんなさい。でも、そうしてくれると助かるよ〉

「じゃあ、俺も……」

　ロングコートを払って、立ち上がる。

　無重力空間で立ち上がるというのも変な話だが、師匠を手本に踏みしめるようなグリップをかければ壁面に立てるようだ。古代拳法の歩法は、無重力空間にさえ対応できていた。

　俺も立って歩くぐらいなら問題ない程度には回復している。腕が繫つながるにはまだまだ時間がかかるだろうが、痛みを無視すれば歩行の支障にはならない。

　慣れない歩法に難儀しながら、ゆっくりと師匠の後をついていく。

〈待って。ヘイエ君はここに居てほしい〉

　アルトシエルが俺の背に声をかけてくる。

〈キミは、僕のことを信じてここまで着いて来てくれた。嬉うれしかったよ〉

「いや、それは……」

　利害が一致している以上に、アルトシエルに恩義があるからだ。

　結局この階層での治療は無理になってしまったが、それでもアルトシエルが俺のために命をかけて探索に付き合ってくれたことは事実だ。

　臆病者のくせに、最後まで諦めず俺を助けてくれた。信じるのなんて、もう当たり前のことだ。

〈だから、僕もキミのことを信じる。この姿を見ても、キミが変わらずにいてくれることを〉

　そう言って、アルトシエルの青い八つ目から光が消える。眠るように蜘蛛の巨体が姿勢を下げた。

「先輩……？」

〈これから見せるのは、僕の一番弱いところだ。装甲に覆われていない、剝むき出だしの心臓のようなもの。これを壊せば、僕という存在は簡単に消えてなくなる〉

　それがどういうことを意味しているのか、俺には分からなかった。どんな攻撃を受けても無傷だったアルトシエルが、簡単に死んでしまうようなものとはいったいなんだ。

　動力の落ちたアルトシエルの背中が、表皮から順番に破やぶけていく。

「……っ!?」

　つややかな表面装甲が裂けるように割れ、金属製の骨格があらわになった。それが左右に展開すると、中には脈打つような肉塊が蠢うごめいていた。グロテスクな色味だ。たしかにこれは見られたくないものだろう。

〈ちゃんと見ててね〉

「はい」

　アルトシエルの願いに、俺はすぐに答えることが出来た。

　肉塊が盛り上がっていく。これが大隔壁を開く鍵となるものだというのか。脈打つそれはどう言い繕つくろっても醜い姿をしていた。

　中から突き破るように、勢い良く肉塊が裂けた。粘液にまみれた何かが現れる。

　それは──、

「改めて初めまして、ヘイエ君。僕はアルトシエル。いつか蒼そう穹きゆうへいたる冒険者だ」

　白銀の髪をした、裸の少女だった。
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「な……あ……？」

　混乱する。

　アルトシエルは自分のことを義体だと言っていた。生身の部分はほとんど残ってないと言っていたはずだ。なら、目の前にいるこの少女は誰だ？

　唐突に頭痛が俺を襲った。

「づ……ッ!?」

　ノイズまみれの景色が脳をかすめる。その中に、この少女と同じ微笑ほほえみがあった。

　俺は、彼女を知っている？

　どこかで会った。話した。笑い合い、助け合い、共に冒険を──

「ごめんね。今まで黙ってて」

　困ったように笑う少女の表情に、我へと返った。

「この体も、義体なんだよ。擬態用の義体。騙だますためのね」

　アルトシエルは蜘蛛の体をふわりと浮いて離れ、俺の前にゆっくりと漂う。
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「騙す……？」

「そう、騙すんだ。……この大隔壁をね」

　長く白い睫まつ毛げを伏せ、アルトシエルは下腹部を優しく撫なでる。子宮のあたりをなぞる仕草に妙な色気を感じてしまい、俺は目をそらした。

　取り繕うように、手に持っていたコートをアルトシエルの肩にかける。

「ありがとう」

「いえ……」

　彼女のひかえめな胸が隠れて、ようやく目を合わせることが出来た。

「ふふ、ヘイエ君は女の子を泣かせてそうだなぁ」

「は、はぁ!?」

　くすりと笑うアルトシエルに困惑する。

　どういう意味だ。俺に恋愛経験なんてあるわけがない。勉学と修行の毎日だったし、何より俺はまだ五歳だぞ。

「冗談だよ。優しいねって褒めてるのさ」

　調子が狂う。先程まで巨大な蜘蛛だったアルトシエルと、何かが変わったわけではない。同じように話し、俺にちょっかいをかけてくる。

　ただ外見上の姿が変わっただけなのに、俺はなにを慌てているんだ。

「さ、はじめようか。時間もないしね」

　アルトシエルはそう言うと、今は床となっている大隔壁に触れた。

　暗闇の円柱内は変わらず静かだ。自分の呼吸音すらよく聞こえた。

　待っていると、地鳴りのような音が聞こえてくる。小さな地鳴りはやがて大きな振動となり、円柱全体を揺るがすほどの轟ごう音おんを立て始めた。

　床に縦一筋の切れ目が入った。それは徐々に拡ひろがっていく。

　埃ほこりっぽい匂いがしてきて、鼻がひくついた。中から溢あふれだした古い空気が、微風となって俺たちの髪を揺らす。

「ここはまだひとつ目の大隔壁。ここを越えて、向こう側の大隔壁を開けた時が、次の階層だよ」

　アルトシエルはそう言いながら、大隔壁から離れる。

「[image: ]」

　俺には理解できない言葉で、アルトシエルが蜘ク蛛モの義体に何かを語りかける。

　青い八つ目に光が灯り、蜘蛛が再起動した。

「階層を抜けるまでは、まだこっちの義体には戻れないんだ。僕の擬態がバレれば、また大隔壁は閉じてしまう。遠隔で簡単な操作はできるから、これに乗って先まで行こう」

　語りかけるアルトシエルの蒼あおい瞳と、また目が合わせられなくなってしまった。

　正体不明の動どう悸きを誤魔化すために、後ろを向いて壁を蹴る。

「師匠を呼んできます」

「うん、ここで待ってるよ。こっちの体だと上手く動けないからね」

　見送るアルトシエルを置いて、暗闇の中を進む。

　師匠はどのあたりまで行ってしまったのか。闇の向こうへ声をかける。

「師匠、大隔壁が開く。そろそろこっちへ」

「来るな！」

　鋭い制止の声が返ってくる。

「…………っ!?」

　ギィン、と激しく刃が打ち合わさる音と火花が散った。

「あんたたちは扉が開くのを待って先に行きな！　こいつらを片付けたらアタシもすぐに行く！」

　刃が打ち合う度、暗闇の中に師匠の姿が浮かび上がる。

　闇の中で師匠が戦っている。だが、一体誰とだ。いつ接近されたのか。俺には気配すら感じ取れなかった。

「ずっと前からすぐ後ろにいましたよ？」

　背後から声が掛かる。

「っ!?」

　反射的に回し蹴りを放つが、あっさりと避よけられた。

「まずは貴方あなたから、丁重に扱えと会長代行からのご命令です」

　蛇のように伸びてきた手が俺の首をつかみ、頸けい動どう脈みやくを締めあげてくる。

「ぐ……!?」

「生なま半なかなことでは死なないと聞いていますので、意識を落とさせてもらいますね」

　俺の持つ蛍光棒の緑光が、敵を照らす。

　男は傘のような帽子を被かぶり、ガスマスク付きの暗視装置を装着していた。

「が……ぅぐ……！」

　呼吸が出来ない。的確に急所を押さえられている。血流が止まって視界が急速に狭まっていく。意識が落ちるのは時間の問題だ。

　敵がガスマスクの下で、薄く笑みを浮かべたような気がした。

　その顔面に銃弾が突き刺さる。

「どこを見てるんだい？　あんたたちの相手はここだよ」

　師匠が暗闇の中から拳銃を撃って助けてくれた。銃撃を受けた男は回転しながら飛んでいき、壁に足をつける。その動作は歩法というより、磁石がくっついたように見えた。

「危ない危ない……。さすがはホン・イーリー。元最アルフ上アクラ位第スフアⅠ級ーストにして武芸者の頂点」

　ガスマスクの男の周囲へ、同じような装備を纏まとった男たちが集結する。

　全員が足を接着させて壁に立った。技術じゃない。磁性を帯びた靴を履いているのだ。明らかにここでの戦闘に特化した装備を身に着けている。

「その声、聞いたことがあるねえ。そしてこの練度。そこにいるのは全員アルファクラスだね。ここに来て戦力投入とは、大隔壁が開くのを待ってたってところかい？」

「いえいえ。仕留められるようならどこでも構わないと、そう言われていたのですが、貴方の警戒網があまりに広すぎて手が出せなかっただけですよ」

　ガスマスクの男が閉じていた手を開く。握りつぶされた師匠の銃弾が宙に漂った。

「予定では貴方がバイ・ロン様と戦っている間に、我々がお二方を攫さらう予定だったのですが。どうやら見破られていたようですね。お弟子さんに戦わせて、自分は警戒に努める。素晴らしいご慧けい眼がんです」

　相手を馬鹿にしたようなイラつく声音だ。敵はガスマスクの男と合わせて全部で五人。ひとりひとりが間違いなく平時の俺より強い。

「ヘイエ、あんたは扉へ行きな。あの蜘蛛の嬢ちゃんもこいつらの標的だよ」

「っ！　分かった！」

　怪我人の俺じゃ、ここにいても足手まといにしかならない。せめて武器を取りに戻らなければ。

　擦るように床を蹴り、低空飛行でアルトシエルのところへ向かう。

　重傷の体に激痛が走るが、無視だ。一刻も早くあいつのところへたどり着かねば。今のアルトシエルは蜘蛛の外装に守られていない。少女のあの姿が戦いに向いているとは到底思えなかった。

「素直に行かせるとでも？」

　首筋に手がかかる気配を感じる。視線を切ったあの一瞬で、もうここまで距離を詰めてきたのか。

　だが、さっきとは違う。こちらも備えは済んでいる。呼吸を整え、意識を首に集束。男の手が触れた瞬間、雷氣を発動させる。

「ギャンッ!?」

　犬のような悲鳴を上げて、男の体が感電硬直する。

「ベタベタ触るな」

　大した威力は出せなかったが、動きを止めることには成功した。追いついた師匠のブレードが襲いかかるが、男は腕を犠牲に死を回避する。

「づっ……やっかいな……」

「そりゃあ、こっちのセリフだよ」

　切断されて宙を舞う腕を踏みつけ、師匠が疲れたように息をつく。

「やれやれ……、これは骨が折れそうだねえ」

「……我ら五人を相手に、勝てるおつもりですか？　いくら貴方といえど、侮れば──」

　止血点を押さえた男の腕からはもう血が止まっている。腕を喪失したにもかかわらず、まったく気力が萎えていない。凄すさまじい使い手だ。最上アルフア位級クラスはこんな化物ばかりなのか。

「その、おつもりさ」

　男の言葉を遮るように、師匠の体から炎氣が噴き上がる。

「侮ってるのはどっちなのか、しっかり教育してあげないとねえ」

　だが、相手は化物を屠ほふる超人だ。

　無重力下では炎は上昇せずに球形になるはずが、あまりの噴出力に気流を生んでいる。逆巻く炎によって暗闇が一気に明るくなり、敵は闇から襲うアドバンテージを失った。

「～～～～っ！　……全員でかかりますよ。この方は最初から命を捨てている」

　応えるように、師匠の炎氣がさらに大きく噴き上がる。

　それは、蠟ろう燭そくが最後の燃え上がりを見せるような、そんな儚はかなげな強さを放っていた。
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　一斉に飛びかかる男たちを、師匠の炎剣乱舞が迎え討つ。

　注意が俺から完全に逸れた。その隙を突いて、俺はアルトシエルの元へたどり着く。

「先輩！　隔壁は？」

「もう少し。蜘蛛の義体を置いていけば、無理やり通れるかもだけど……」

「師匠！　無理にやりあう必要はない！　隙を見て逃げよう！」

「待ちな！　その義体と匣は、絶対にこの先必要になる！　捨てていくんじゃあないよ！」

　師匠は炎氣を銃のブレードにまとわせ、灼しやく熱ねつの刃を振るって俺にそう命じる。

「くっ……！　なら……」

　俺は対物狙撃銃を拾い上げ、片腕でなんとかコッキングレバーを引いて初弾を薬室に送り込む。

　黒銃は使えない。雷氣を充じゆう塡てんするには疲弊しすぎている。壊え死しした内臓の甘い匂いが吐息から感じるほどだ。

　俺の体でさえそうなのだ。ずっと炎氣を使い続けている師匠の体が、無事なはずがない。少しでもサポートしなければ。

　師匠の炎で照らされているおかげで、狙うのはそう難しくない。スコープを覗のぞいて照準をつけ、発砲する。

　駄目だ。まるで見当違いの方向へ飛んで行く。重力がない状態では、通常の狙い方だと弾がそれる。それどころか、反動で俺の体は後方へ跳ね飛ばされた。

「ヘイエ君！」

　アルトシエルの声と同時に、蜘蛛が俺の体を受け止める。

「そのまま支えていてください。糸を」

「！　分かったよ！」

　俺の意図を汲くんだアルトシエルの命令に従って、蜘蛛が糸を射出して体を壁面に固定する。

　俺は背中を押し付けるように、蜘蛛にもたれかかった。

「よし……！」

　踏ん張りが利く。これで銃の反動で飛ばされることもない。先ほどのずれた狙いから、照準を修正して再度発砲する。激しいマズルフラッシュを放って発射された徹甲弾は、ガスマスクの一人へ飛んでいき──回避された。

「な……!?」

　不意を打ったつもりだ。こちらを向いていない敵を後ろから狙ったというのに、完全に見切られた。

「最上アルフア位級クラスを舐なめすぎです。音速も超えていない銃弾など、発射されてからでも避けられる」

　ガスマスクのリーダー格が不敵に笑う。

「ヘイエ、こっちは良い！　嬢ちゃんを守ることにだけ専念しな！」

　目の前で火花が散り、思わず目をつぶる。いつの間に投とう擲てきされていたのか、目前まで迫っていた投げナイフを、師匠が拳銃で撃ち落とした。

「余所よそ見みをしている暇は、ないんじゃないですかぁ？」

　一手を俺のために使うことになった師匠が、敵の連携に押され始める。

「舐めるんじゃあないよ！」

　爆発的な炎氣が無理矢理にその包囲を破り、突貫した師匠が一人に斬撃をみまう。

　浅い。重傷だが致命傷には至っていない。すぐさま敵は起き上がり、集団攻撃の輪に参加する。

　昔の師匠ならあれで一人を仕留められていただろう。やはり相当に消耗している。

　薬物を使い切り、雷氣もまともに練れない俺では、師匠の邪魔をするだけだ。今の俺に出来る最善は、アルトシエルを守り隔壁が開くのを待つことだけ。

　分かっている。頭では分かっているんだ。もう声をかけることすら、師匠を邪魔することになるって。

　血がにじむほど唇を嚙かみ締め、俺は戦いの行方を見守る。

「ヘイエ君……」

「……先輩。あとどれくらいで行けそうですか？」

　アルトシエルを不安にさせないよう、声を落ち着かせて質問する。

「あと少し、三〇秒もかからないよ」

　巨大な隔壁は、開くその動きも鈍重だ。イラつく心を抑え、周囲を警戒する。

　遠方では師匠が一進一退の攻防を繰り広げている。打撃を繰り出し、斬撃を重ね、炎氣を纏う。持てる全てを使って、敵の巧みな連携をしのいでいる。

　最上アルフア位級クラス同士の戦いでは、銃弾は役に立たないらしい。全員が近接武器を使って、師匠に猛攻を仕掛ける。

　灼熱の炎氣を纏ったブレードが、敵の大剣を根本から焼き切った。そのまま踏み込み、裡り門もん頂ちよう肘ちゆうを放つ。折りたたんだ肘は敵の腹に深く刺さったはずだが、敵はすぐに距離をとってダメージを回復させる。

　無重力では打撃の効果も半減する。それ以前に、師匠の技にキレがない。どんどん動きが悪くなっている。敵は入れ替わりで休むこともできるが、単身で戦う師匠は動き続けなければならない。戦いが長引けば長引くほど、師匠が不利になっていく。

「っ……なんで俺は、こんな時になにも出来ない……！」

　師匠を助けるためにここまで頑張ってきたのに、その師匠に守られないと先へ進めない。

　なんて無力、なんて無様な有様なんだ。

「ヘイエくん！　通れるよ！」

　見れば蜘ク蛛モが背中の黒匣を隔壁の隙間へ放り込み、自身も足を伸ばしてできるだけ平面になった状態で、横よこ這ばいに隙間へ潜り込んでいる。

「師匠！　行こう！」

　アルトシエルと隙間へ入り、彼女だけを先に向かわせ、俺は隔壁から師匠へ呼びかける。

　俺の声に、敵が注意を向ける。ガスマスクの無機質な瞳が一斉にこちらを向いた。

　まずい。だが、俺も武器を散弾銃に持ち替えている。拡ひろがる散弾なら、避よけられても牽けん制せいぐらいにはなるはずだ。

　むしろ今の隙で師匠もこちらへ来れる。

「ししょ──」

　──今まで燃え上がる炎氣で明るかった空洞内が、急に暗くなった。

　師匠が、膝をついていた。背を丸め、何かをこらえるように震えている。

「こいつはもういい。放っておいても死にます。大隔壁が開いたというなら好都合。あちらを先に捕らえなさい」

　命令を受けた男たちが、一斉に距離を詰めてくる。

「くそっ！」

　散弾銃を二連射する。拡散する銃弾は二人の足を止めさせたが、まだ敵は三人いる。

　中へ入られたら、師匠が時間を稼いでくれた意味がなくなる。

　まだ向こう側にも隔壁があるはずだ。それが開くまでもう一度時間稼ぎをするなんて絶対に無理だ。

　弾の切れた散弾銃をアルトシエルの方へ投げ捨て、腰の拳銃を抜く。

　発砲を重ねるが、小口径の銃弾はすべて敵のスーツに弾かれた。接近してきた男に腕をはたかれ、拳銃が飛んで行く。

「終わりです」

　片腕となった男の五指が、万力のように俺の首を絞め上げてくる。

「手こずらせてくれましたねえ……。会長代行に引き渡すまで、私の腕の分ぐらいは苦しめて差し上げま──っプァッ!?」

　ヒールを履いた紅あかい脚が、ガスマスクを粉砕して男を壁まで蹴り飛ばした。

「……勝手に、死んだことにされちゃ、たまらないねえ……」

「し、しょ……」

　首を絞められた時に喉をやられたのか、咳せき込こんでうまく声を出せない。

「行きな、ヘイエ」

　隔壁に手をついて、背中で俺を守るように師匠はそう言った。

「師匠……？　どういう……」

　問いかける前に、とんと胸を突かれる。消耗していた俺はそれだけでアルトシエルのところまで飛ばされた。

「ヘイエ君、ごめん……」

　アルトシエルの声が後ろからかかり、蜘蛛の前腕が抱きしめるように拘束してくる。

　隔壁の音がやみ、再び起動した。轟ごう音おんを立てて、扉が閉まっていく。

　開くときは軋きしむような音を立てていたのに、閉じるときはさっきよりずっと早い。

「どういうことなんだ、先輩……!?」

　まだ師匠が向こう側にいる。閉めるには早すぎる。

「……最初から決まっていたんだ」

　困惑する俺に、アルトシエルは目を伏せたまま答える。

「食事の時、ヘイエ君がスーツを着ている間に言われたんだ。彼女は一人だけここに残るって」

「なん、で……」

　隙間の向こうで師匠がヘルメットを取った。

　甘い匂いがする。一度も攻撃を受けていないはずの師匠の顔は、自らが吐いた血にまみれていた。

「まったく、あんたは相変わらずのアマちゃんだねえ。この先が心配でしょうがないよ」

「し、師匠、早くこっちに来てくれ。このままじゃ──」

「おやおや、いつまでこんなババアに頼る気だい？　アタシゃここらでリタイアさ」

「……っ!?　待て、待ってくれ！　駄目だ！　そんなのは！　俺は！　師匠を！　あんたを助けたくて！」

「……ヘイエ。アタシはね、とっくの昔に救われてるのさ」

　師匠はそう言って、満足したように微笑ほほえむ。

「旅立ちのときだよ、ヘイエ。ババアのお守もりはここまでさ。これからは自分の足で歩くんだよ」

「嫌だ……。待ってくれ……。先輩っ、放してください……！」

「……ごめん。約束したんだ」

「放してくれ……っ！　放せ!!」

　激しく暴れても、蜘蛛の拘束はまるで解けない。震えるほど伸ばした腕の先で、徐々に隔壁が閉まっていく。

　師匠の後ろから、男たちが襲いかかるのが見えた。

「仕留めなさい！　奴らを行かせたら、我々も粛清されるぞ！」

「やれやれ、最後の別れだってのに無粋だねえ」

　振り返った師匠が炎氣を噴き上げ、敵の侵入を防ぐ。

　やめてくれ、そんなに氣を使ったら、もう──

「お嬢ちゃん、ヘイエを頼んだよ。意外と抜けてる子だからね。見ててあげておくれ」

「はい……。でも、僕は……」

「その噓うそ、つき通せると良いね」

「……はい」

　アルトシエルは頷うなずいて、蜘蛛に移動を命じる。

　俺は蜘蛛に引っ張られ、師匠の姿が遠ざかっていくのをなすすべもなく見ることしか出来ない。

「っ……！　師匠、まだ間に合う！　俺も戦う！　だから──」

「我ウオー愛アイ你ニー、我的ウオーダ儿子アーツイ。達者でね、ヘイエ」

「待ってくれ！　師匠！　行かないでくれ！　っ…………行かないで……お母さん……」

　穏やかな笑みを浮かべる師匠へ、敵の白刃がいくつも突き立つ。

　そして、隔壁が、閉じた。
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「すぐに解析を始めなさい！　大隔壁はまだ起動している！　解錠装置を接続しなさい！　厄介な女は殺した！　まだ追いつけます！」

　片腕の隊長がガスマスクのレンズ片が刺さった顔を押さえて、部下に命令する。

　部下たちはホンを取り囲み、各々の武器を突き立てたまま、そこを動かない。

「なにをやっているのです!?　早く──」

「……隊長」

　部下の一人の背中から、燃えるブレードが突き出ていた。心臓を貫かれた部下が血を吐いて絶息する。

「……は、ぁ……？」

　隊長は困惑する。

　確かにこの女は死んだはずだ。あれだけ急所を貫かれて生きているはずがない。いや、それを言えば、元々動いているのが不思議なほどの状態だったのだ。

　内臓は度重なる氣の使用でズタズタ。体中は穴だらけ。そうでなくとも死病でいつ倒れてもおかしくなかった。

「……い、生きているはずがない……」

　その思考を否定するように、ホンの体から紅の炎氣が揺らめき始める。

「お母さん、か……。そんな風に呼ばれちゃったらさ、頑張るしか無いよねえ」

　口から大量の血をこぼし、体中を穴だらけにされても、ホンはなけなしの炎氣を練り上げ続ける。風を巻き起こすほどの熱量に、男たちは武器から手を放してそこから離れた。

「あーもう、痛いんだか苦しいんだかも分からないねえ……。だけど、まぁ、悪くない気分だ」

　体を貫いていた刃は全て熔とけ落ち、炎が傷口を焼いて止血する。

　二丁一対の拳銃が、牙を剝むくように撃鉄を起こした。

「ここからはもう一歩も通さない。されど母は強し、だよ」

　最後の炎のゆらめきは、眩まばゆいばかりの紅こう焰えんとなって男たちに降りそそいだ。
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　闇の中を、静寂が支配していた。焼けた肉と鉄の匂いが充満し、球状の血があちこちを漂っている。

　無重力の空洞に浮かぶ死体は全部で五つ。そこにホンは混じっていない。

「……良い葉っぱだ。煙草たばこの趣味だけは悪くないよ、あんた」

　隊長の死体から取り上げた煙草に火をつけ、ホンは一服する。

　破れた肺でも、久しぶりに吸った紫煙の味は格別だった。

「案外、なんとかなるもんだねえ……」

　あと数分で消える命とはいえ、もうここへやってくる敵もいないだろう。ヘイエたちが次の階層へ向かうまでの時間は充分に稼げた。

　ホンは胸にかけていたペンダントを起動させる。何千回と流した映像を見るのも、これで最後だ。

　ペンダントに仕込まれたレンズが、人の像を浮かび上がらせる。

〈──ザッ…………………私は……ヘイエ・イーリー。……失敗した冒険者だ……〉

　浮かび上がった像は、先ほど見送ったヘイエだった。

　黒い鎧よろいのような耐環境ＲＥＡ装甲服スーツを着て、その上からロングコートを羽織っている。腿もものホルスタには大型の黒銃が収まっていた。

　同じ姿をしているのに、映像のヘイエは疲れきっており、濁った瞳は老衰寸前のようにも見えた。

〈私たちの目指した先に『蒼そう穹きゆう』はなかった……。そこに在ったのは『神』だった……〉

　老人のような少年の独白が始まる。

〈私はもう蒼穹を目指す資格が無い……。私は逃げてしまった……。逃げて、逃げて、再び空を目指す気力すら失ってしまった……〉

　この世のすべての闇を見てきたような、光を映さない瞳でヘイエは続ける。

〈最果ての地で、神は私と彼女、二人に一つずつ願いを聞いてくれた……。私は今からそれを使う……。神との謁見のあと、我々は元いた階層へと戻され、大隔壁も閉ざされた……。大隔壁は彼女がいなければ絶対に開かない……。廃棄階層は再び閉鎖されてしまった……〉

　眉間にしわを寄せ、ヘイエは目を閉じる。

〈だが、私たちは別れの時に誓い合った……。もう一度蒼穹を目指すことを……。どんなことをしても、必ずまた冒険者になると……。ならば、彼女は必ず約束を守る。私はその約束を信じている〉

　かすれた声は、その時だけは力強い音色を発していた。

　それが、急に弱まる。

〈だが……だが……………………私は、私が何なのかを知ってしまった。心に積もる澱おりが、私を老いさせてしまった……。もう、立ち上がれない……〉

　絶望に満ちた声だった。今にも膝を折りそうなほど、彼の声は疲れきっていた。

〈昨日、最後の妻が亡くなった……。これでもう灰のように生きる理由もなくなった……。妻たちよ……。こんな私を愛してくれてありがとう……。そして愛してやれなくてすまない……。息子たちよ、娘たちよ……。私はひどい父親だった……。許してくれなどと言えた義理ではないが、どうか私に力を貸してくれ……〉

　虚うつろな表情で、涸かれ果てた涙を絞りだすように、ヘイエは懺ざん悔げする。

〈今から、私は消える……。私は私ではなくなる……〉

　ヘイエが右手を開く。その手には金属と鉱石が交じり合ったような、小さな錠剤が置かれていた。

〈神に授かったこの薬は、私の記憶と精神を消去してくれるそうだ……。喪失でも忘却でもなく完全なる消失……。私は死に、そして新たなヘイエ・イーリーとして再び蒼穹を目指す……。この階層で出来る準備は全て整えた……。始まりのあの日、一から始めたあの時よりも、ずっと早く最終階層までたどり着けるだろう……〉

　ヘイエの濁った瞳に、暗い輝きが灯り始める。

　幽鬼のような男の、人間じみた最後の執念。

〈私は諦めた……。だが、それでも、君は蒼穹を目指せ。蒼穹は必ずこの先にある。そして、もう一度、アルトシエルと──〉

　映像が途中で薄れて消えた。ついにこのペンダントも寿命を迎えてしまった。

「ついぞ渡せなかったねえ……」

　これは本来、一族の悲願だったはずだ。再び目覚めた彼にこのメッセージを託し、最高の装備を用意して旅立たせる。

「人間とは、欲深く、罪深い生き物だな。ホン・イーリー」

　暗闇の中、落ち着いた男の声がホンにかけられた。

「ああ、そうだね。イン・イーリー。アタシたちは裏切り者の血族さ」

　長い白髪を後ろになでつけ、古銀の髪留めバレツタでまとめた男だった。流麗な二丁拳銃を握り、無重力の中を平素と同じように歩いてくる。

「あの方かたが薬を飲み、意識を失ったのをいいことに、塋えい域いき地下深くへ封印し、一切合切を奪い尽くした。度し難い愚行だ」

　再び彼が蒼穹へ向かうという計画は、彼の息子たちによって破綻させられていた。

　王座を簒さん奪だつした息子たちは、そのまま企業連を裏から操る一族として、何千年もこの階層に君臨してきたのだ。

　ホンとインは、その直系にあたる原罪者の子孫だった。

「愛してくれなかった父への復ふく讐しゆうのつもりだったのかねえ」

　紫煙を深く吐き出し、ホンは悲しげにつぶやく。

「愛憎か。恐怖か。永遠の命を持った父とは違い、彼らはただの人だった。彼らの抱えた闇を我々が測ることは出来ない。時は逆巻きに戻りはしないからだ。分かっていることは、あの方の計画は頓挫したという事実だけだ」

　インは気負うことなく歩み寄り、ホンの前に立つ。

「だが、お前は間に合わせた。階層中に散さん逸いつしたあの方の装備を搔かき集あつめ、あの方の遺のこした戦闘理論を研けん鑽さん練磨し、さらなる武術へと昇華させた。見事というほかない。たった一代でやれることではなかった。なにがお前をそうさせた？」

「……なんでかねえ……。一ひと目め惚ぼれ、だったのかもしれないねえ……」

　このペンダントを祖父から受け継いだのは、ホンがまだ十歳の頃の話だ。

　立体映像の彼を見て──なんて綺き麗れいな人だと思った。なんて儚はかなげな人だと思った。

　彼の言葉は絶望に満ちていた。彼の瞳は悲しみに染まりきっていた。

　そして遺跡をめぐり、一族の裏切りを知った時、ホンの一生は決まったのだ。

「ガキの頃、アタシが絶対に助けるって意気込んだものさ。王子様を助ける女騎士っていうのも格好いいだろう？」

　茶化すように言うホンに、インも口元を緩める。

「その一念で、我ら一族が負った債務の帳尻を合わせたのだから、全くもって恐ろしい。……ただ、その初恋が実らなかったことだけは心残りだったな」

「見つけた時には、アタシがババアになっちゃってたからねえ」

　ホンはむせるように笑った。

「だけど、いいのさ。最後にお母さんになれたからね。思い残すことなんてもう無いよ」

　短くなった煙草を捨て、ホンは立ち上がって銃を向ける。

「やろうか、イン。思えばあんたとは一度もちゃんと喧けん嘩かしたことがなかったねえ。いい機会だ。心ゆくまで姉きよう弟だい喧げん嘩かと洒しや落れ込もうじゃないか」

　ホンの覇声に、インは手元の銃を見やり、それを放り捨てた。

「断る」

「……はぁ？」

　虚を突かれ、呆ほうけたホンの目の前にインが立つ。

　穴だらけの腹に掌底が当たり、ホンは困惑する。これは攻撃ではない。

「なに、を……？」

　淡い水氣が傷を癒やしている。

「気づいていなかったのか？　円柱の振動が止まっている。すでに向こう側の隔壁が開いたのだろう。もう我々に大隔壁を開ける手立てはない。お前の勝ちだ、ホン」

　インの氣は癒やしの水氣だ。ホンの体中に開いた穴を内側から修復していく。

「あの方はもう旅立った。本当は蒼穹のことなど知らないまま、この世界の王として生きていて欲しかったのだがな。それができなくなった以上、もう我々が戦う必要などどこにもない」

「イン、あんた……」

「忘れたのか、姉さん。俺は無駄なことはしない主義なんだ」

　水氣は暖かな湯膜となって、ホンの体を包み、インはそっと彼女を抱き上げる。

「急げばまだ手術も間に合うだろう。せいぜい数年寿命が延びるだけだろうが、最期くらいは穏やかに暮らすといい。受け継ぎたくもなかった家督を使えば、それくらい容易たやすいことだ」

「……まったく……ほんと融通のきかない弟だよ……」

　ホンは苦笑し、もう動かなくなったペンダントを捨てた。

「なぜ、そのペンダントを渡さなかった。それこそが、計画の要だったのだろう？」

　このペンダントがなければ、ヘイエは自分の使命を知らないままだ。

「……そうさね。あの噓うそつきに、ひとつ賭けてみたくなったのさ」

　ホンの笑みにインは少し怪け訝げんな顔をして、それ以上は聞こうとしなかった。

「行っておいで、ヘイエ。過去の言葉なんて聞かなくていい。人の遺志になんて従わなくていい。自分の足で、自分の意思で、蒼穹そらを目指すんだ……」

　未いまだ見ぬ蒼穹を、その瞼まぶたの裏に想像し、ホンは目を閉じた。
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　氣で生成された水球のベッドに浸つかったホンが、ふとインを見上げる。

「ところで、イン。その髪留め、女物じゃないか。……さては、あんたのコレかい？」

　小指を立てるホンの姿は、実にババ臭かった。

「……験げん担かつぎのようなものだ。ペレグリーデにも早くこれを返さねばな」

「いい娘コの名前はペレグリーデかい。まったく、ジジイがいい年して色気づいてるんじゃないよ──」

　数年ぶりの姉弟の会話を、髪留めの内部に仕込まれた高性能爆薬が、円柱内部ごと焼きつくした。
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　薄暗い執務室の椅子に、女が腰掛けていた。

　アッシュブロンドの髪。薄氷色の瞳。髪留めを外し、その長髪を後ろへ流す妖艶な美女。ペレグリーデ・フォン・ヴァーレンシュタインだった。

　執務室に備えられた電話が鳴る。三回目のコールで彼女は電話を取った。

「はい」

『賛成二一〇・反対一三・棄権二七。賛成多数で君の会長就任が承認された。これからは名実共にきみが新しい会長だ。おめでとうヴァーレンシュタイン会長』

「ありがとうございます」

　ペレグリーデは桃色の舌で唇を舐なめ、聞くものを虜とりこにするような妖しい声でさえずる。

「ではまず、反対と棄権を選んだ人物の粛清からはじめましょうか。不穏分子は全て消しておかないと。前会長派などという派閥を残すつもりはありませんので」

『あ、ああ。だが、これで私たちの身は……』

「ええ、ええ、もちろんですとも。あなた方のポストはこれで揺るぎのないものとなりましたわ」

　電話を持ち替え、ペレグリーデは革張りの椅子に深く腰掛ける。

「どうかご安心ください第二社長。これからは私たちが一いち丸がんとなって、社を盛り上げていこうじゃありませんの」

　電話の向こうで萎縮する重役にペレグリーデは冷笑を浮かべ、電話を切った。

「ああ、こんなにも上手くいくだなんて……」

　絶対の権限者である会長は死に、あの目障りだったバイ・ロンも死んで、邪魔をするものはもう誰もいない。

　会長のことは芯から愛していたし、尊敬もしていた。それにあっちの具合も最高だった。

　もし今回の大隔壁にまつわる事件が起きなければ、こんな大それたことなど考えもしなかっただろう。会長の片腕として陰かげ日向ひなたから支え、もしかしたら彼の赤子を授かっていたかもしれない。

　そんな幸せもあったのだ。

「ふふ……ふふふ……ふふふふあははははははははははははははははははっ!!」

　ペレグリーデは眼鏡を外して、大だい哄こう笑しようする。

「ごめんなさい会長！　それでもこの椅子はとっても、そうとっても魅力的だったの！　あはははははははははははははははははあはははっははははははははははははははは!!　最サイっツ高コーの気分だわ!!」

　両手を拡ひろげて、ペレグリーデは勝利の昂こう揚ように酔う。舌の上に乗った権力の味は、どんな美酒よりも彼女を酔わせた。

　簒奪者たちの贖しよく罪ざい？　偉大なる父祖の悲願？　廃棄階層の果てにある蒼そう穹きゆう？

　どうでもいい。そんなものはどうでもいい。自分がこの階層の王となれれば、他のことなどどうでも良かった。

　少年よ、少女よ。どうぞ勝手に旅立ってくれ。私はこれから忙しいのだ。

「──そうかい、そりゃ良かったな」

　ずど、という重い音とともに、ペレグリーデの胸の谷間から太い指が突き出た。

「…………？」

　椅子ごと後ろから串刺しにされたペレグリーデは、自分になにが起こったかも分からず、細い息を吐いて絶命した。

　あっけなく女は死に、下手人はその背後で、女が一筋の涙を流して息を引き取るのを見下ろした。

　椅子の後ろに立っていたのは、死んだはずのバイ・ロンだった。腹と胸に大穴を開け、右腕と左足首を失い、それでも彼はしぶとく生き残っていた。

「退どけ。そこはお前の席じゃない」

　ペレグリーデの死体を椅子から振り落とすと、バイ・ロンはその席に座ろうとして──やめた。

　壁にもたれかかって、ずるずると座り込む。

「あーあ……。師匠超えもならず、弟弟子にまで負けちまって。なぁにやってんだろうなぁ、俺はよう」

　懐を探って、葉巻がないことに舌打ちする。

「…………………勝ちたかったなぁ、畜生……」

　バイ・ロンは何もない天井を見上げ、そのまま動かなくなった。

　この日より、廃棄階層第二〇二四層一〇〇二二ブロックは、緩やかに滅亡の一途をたどっていくこととなる。
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　蜘ク蛛モの背に乗り、蛍光棒の明かりを頼りに、暗闇の空洞を進んでいく。

　階層を隔てる壁は俺たちの住んでいた階層よりもずっと長い距離だった。無重力空間でなければ、随分歩かされたことだろう。

　円柱空洞の中は、静寂で満たされていた。大隔壁が閉じたあとは、向こう側の戦闘音も聞こえなくなった。

　師匠が告げた最後の言葉。初めて息子と呼んでくれた微笑ほほえみ。救いたかった命。大切なものを全て向こう側に置いてきてしまった。

「ヘイエ君……」

　コートを羽織ったアルトシエルが、心配げに声をかけてくる。

「僕らがここを抜けないと、大隔壁は完全にロックされないんだ。あの人はそのために向こうへ残ったんだよ」

「…………………」

「だから向こうの隔壁さえ通ってしまえば、階層は完全に閉鎖されて僕らを追えなくなる。あの人ならきっとそれに気づいて脱出するはずだよ。あんなに強いんだもん。きっと生き残ってるはずさ」

「はい……。……もう大丈夫です」

　気休めだと否定する気にはなれなかった。アルトシエルの言葉に悪気はない。俺を元気づけようとしてくれているだけだ。

　師匠はあそこを自分の命を使い切る場所と決めていた。俺が何をしても、結果は変わらなかった。

　最初から分かっていた。分かっていて、諦められなかった。

　本当は師匠を助けることなど不可能なのだと理解していても、それを受け入れられないから、ずっと足あ搔がいていただけだ。

　師匠がこうまでして俺を旅立たせたかった理由。

　自分の身を犠牲にしてでも、俺を育て、鍛え、守ってくれた理由。

　生涯を懸けて恐ろしい遺跡最下層を探索し、暗闇の中から俺を救い出してくれた理由。

　どれも聞けなかった。

　だけど、師匠との絆きずなに偽りはなかったと、それだけは本心から言える。

　師匠が最後に見せた微笑みが、俺たちの五年間は間違っていなかったのだと、そう信じさせてくれた。

「師匠に生きていて欲しかったのは、俺の我わが儘ままです」

　そう、師匠は一度も自分で生きていたいなんて口にしなかった。いつだって俺の心配ばかりしていた。

「師匠は役目を果たしたんだ。俺は何も知らなかったし、何も出来なかった。だけど師匠は後悔なんてしてないことだけは分かる」

　だから、俺も後悔なんてしてはいけない。どこかで違う選択をしていれば、師匠を助けられたかもしれないなどと、そんな妄想に意味は無いのだ。

　しゃんとしろ。立ち止まるな。前を向いて歩き続けろ。俺にはきっと俺の行く道がある。

　師匠なら──母さんなら、きっとそう言う。

　うずくまっていた膝をほどき、前を見て立ち上がる。涙はもう乾いていた。

　次の階層への大隔壁が開く。

　その先は相変わらずの暗闇だったが、いつかたどり着く蒼穹の色を見た気がした。

「行きましょう、先輩。俺はもう何も出来ない雛ひな鳥どりでいるのは我慢ならない」

「ああ、行こう、後輩君。僕が必ずキミを蒼穹まで導いてみせるさ」

　俺はアルトシエルの手を取り、冒険者としての一歩を、その宙より踏み出した。
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　横たわったベッドは古い安物で、ぎぃぎぃとひどい軋きしみを立てた。

　申し訳程度に膝に掛けられた毛布は毛羽立ち、薄くなっている。

　ただ、貧乏ながらも衛生状態には気を使っているのか、散布された消毒液が清潔な空気を維持していた。

　下階街の一角に建てられた診療所は人ひと気けがなく、患者はホンの一人だけだった。

「安普請の診療所で申し訳ありません」

　胸元をはだけたホンのそばに立ち、聴診器を当てる老医師が謝罪する。

「いまさら何を言ってるんだい。ダニが涌わいてないだけ、うちよりマシさ」

　くつくつとホンは昔なじみの医者に笑う。

「腕を拝借します」

　ホンの細い腕を、老医師の枯れ枝のような指が裏返し、アルコールを含ませた脱脂綿で消毒してから、点滴の針を刺す。

　大した効能はない、オピオイド系鎮痛剤と高栄Ｔ養輸Ｐ液Ｎの混合薬液だ。

　ホンの病状は重く、臓器の移植手術以外に治す方法はなかった。経けい絡らくに鍼はりを打ち、氣の流れを整えてやっても、肝心の臓器に不全があるため、対症療法としても不充分だ。

「さて、どんなもんかね」

「急激な悪化はしておりませんが、良くもなっておりません。現状を維持するのが精一杯ですな。保もってあと半年か、それ以下です」

「はっきり言うねえ。あんたのそういうところが気に入ってるんだけどさ」

「光栄にございます」

　苦笑するホンに、老医師は拱きよう手しゆを捧ささげ、矮わい軀くをさらに低頭させた。

　老医師はかつてイーリー家に仕える典医だったが、然しかるべき設備がなければその辣腕も振るえない。彼はホンのためならば、私財を処分して企業連から手術機材を購入することも厭いとわない心づもりだったが、ホンに関わる人物はみな企業からマークされている。

　老医師がどんなルートを使っても、必ず邪魔が入るだろう。

　なによりそんなことをすれば、ホン自身が約定を違たがえることになってしまう。

　ヘイエを企業に関わらせない代わりに、ホンもまた企業には関わらない。企業連を束ねるイン・イーリー会長とそう約束している。

　書類にも残らない当人同士の契約だとしても、この姉弟は必ず守り通そうとするだろう。

　それでも、老医師は進言せずにはいられなかった。

「本当に、このままでよろしいのですか、お嬢様」

「お嬢様はやめとくれよ、アタシゃもうじき六十になろうってババアだよ」

「わたくしめにとって、お嬢様はお嬢様でございます」

　げんなりと答えるホンに、老医師は至極真面目に答えた。

　彼が父の跡目を継いでイーリー家の典医となった時、ホンはまだ十代半ばの少女だった。当時すでに彼女は探索者として地下遺跡に潜り続けており、最上位探索者の最年少記録を保持していた。

　そんな彼女でさえ、遺跡深層での探索は困難を極めた。古代の敵性存在が跋ばつ扈こする危険地帯で戦うために、氣を増幅させる人工臓器をホンに移植したのも彼だ。

　無茶な探索で幾度となく傷つき、それでもなお肉体の強化を要求する少女に、彼が出来たことはその望みを叶かなえてやることだけだった。

　ホンが探索者としての目的を果たし、企業連を出奔した際、彼もまた企業から去った。彼が仕えていたのはイーリー家ではなく、自由奔放なただひとりの女性だったからだ。

「イン様に連絡を取れば、すぐに手術の手配をしてくださるはずです。表面上は反目の姿勢を取らざるを得なくとも、お嬢様から声を掛ければまた……」

「無駄さ。あいつとの道は、とうに別れてる。裏切ったのはアタシなのさ」

「お嬢様……」

「だけど、ヘイエを、あの人を裏切ったのはアタシのご先祖様だ。本当なら何千年も前に旅立っていたあの人を、この階層へ縛りつけた」

　ペンダントを握りしめ、ホンは瞑めい目もくする。

「だからさ、その分のツケは子孫であるアタシが払わなきゃね」

　ヘイエには伝えるべきことは全て伝えた。彼はこの五年間、文句を言いつつも過酷な鍛錬を忠実にこなした。短い期間だったが、積み重ねた功夫クンフーは稠ちゆう密みつだ。

　ホンが生涯を賭して練り上げた武術は、ヘイエのために最適化された戦闘メソッドだ。いかなる階層で強敵に出会おうとも、何者にも負けはすまい。

　心の方はまだまだ幼いが、それはこの先の長い旅路があの子を鍛え上げるだろう。経験以外の準備は完全に整えた。

　あとはかつてのヘイエが予言した迎アルトえシエルが、ホンの寿命が尽きる前に間に合うかということだけだ。何千年もの時を経た今、彼女がもう一度来るという保証はない。

　ホンが死ねば、企業連は即座にヘイエを回収しにかかるだろう。伝承に謳うたわれる父祖の信奉者であるインがいる以上、無体なことはしないだろうが、その先のことは分からない。

　永遠に生きる不死の存在を、果たしてこの階層の人間は同じ人として扱うだろうか。

　考えるまでもない。答えは一度出ているではないか。

　彼が王であるという真実を知ってなお原罪に蓋をし、資源として使い潰し、最後には地下深くへ封印しようとするだろう。もう一度そんなことをさせるわけにはいかない。

　ホンに残った寿命はあと半年。ヘイエを守護してやれる時間はあと半年しかないのだ。

　生きている間にヘイエを無事旅立たせなければ、これまでの戦いは無駄になってしまう。

　弟と弟子を、ずっと危険な探索に付き合わせ、最後は裏切り見放した。その背信さえも無意味なものになってしまう。

　イン。バイ・ロン。悪い奴らじゃなかった。過酷な探索業も彼らとなら苦ではなかった。

　捉え方や目的が同じ方向を向いていたら、こんな結果にはならなかったかもしれない。

　ヘイエを見つけたその瞬間まで、三人は確かに仲間だった。

「少し、眠くなってきたね……」

「鎮痛剤が効いてきたのでしょう。良いことです。このまま睡眠をとってください。私は席を外しますので」

　老医師は点滴の量を調節し、部屋を出て行った。

　小さな雫しずくが落ちる規則的な微音が、ホンのまぶたを重くしていく。

　こんな時、決まって観みるのは探索者時代の夢だ。

　鉄火と轟ごう音おん。コルダイトの灰で汚れた空気の中を、敵を切り裂き駆け抜けた戦いの記憶。

　目を閉じれば、今も思い出す、烈火のように燃えたあの日々のことを。
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　嚙かみ割った携行保存食が、パキンと硬い音を立てた。

　真円に掘り抜かれた隧道トンネルは薄暗く、鉱石はまだ自生を始めていない。樹脂によって固定された岩肌は冷たく切り立ち、三人の男女はそこに直接座り込んでいた。

　気温は低く、酸素濃度も低い。彼らを包む高フイ分ルム子気・シエ密膜ルターの内側は清浄な空気で満たされているが、この中でなければ呼吸マスクを外すことが出来ないほど空気は汚染されていた。

　トンネル内は可燃性のガスが噴き出すこともあり、下手に火を焚たくことも出来ない。しかし、耐環境ＲＥＡ装甲服スーツに身を包んだ三人は、この悪環境を苦とも思っていないようだった。

「姉さん、酸サン辣ラー湯タンだ。熱いから気をつけてくれ」

「ん」

　生石灰を消石灰へと加水分解して熱を発する、原始的な簡易コンロで温めたスープを、白髪の青年が隣に座った女性に渡す。

　柔和な印象の青年と違って、女性は苛烈な美貌をしていたが、よく見れば青年とどことなく顔立ちが似ている。

　ホン・イーリーとイン・イーリー。彼らは性別も性格も正反対の姉弟だった。

　ホンが受け取ったスープは、食欲を誘う良い匂いと温かい湯気を立たせている。

　酸味と辛味が利いたそれをふうふうと冷ましてから、猫のように少しずつ舐なめる姉を、インは保護者じみた優しい瞳で見つめ、正面に座った大男にもスープをよそった。

「バイ、落ち着いて食べなさい。消化に悪い」

「おめえは俺のカーチャンかよ。良いからよこせ」

　バイはひったくるようにアルミカップを受け取ると、口いっぱいに頰ほお張ばった携行食を流しこむように飲み干した。口から垂れた汁を腕でぬぐい、下品なゲップをする。

「ったく、味気ねえメシだぜ。とっとと仕事を終わらせて、上階のレストランで美味い肉でも食いてえなあ……」

「おや、あんたの舌で美味い不味まずいが判断できるとは驚きだね。豚の糞でも喜んで食いそうな顔してるくせに」
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　ホンは猫舌なのか、まだスープを冷ましながら、バイを半眼で見やる。

「ああ？　そりゃどんな顔だぁ？」

「そんな顔だよ、不細工」

「俺のどこが不細工だってんだぁ？　乾く暇もねえくらいモテまくりだっつうの」

「猿顔。変顔。歯が汚い。女が好きなのはお前じゃなくてお前の持ってる金だ。勘違いするな不細工」

「っぐ……ぐぐ……そ、そこまで言うか……？」

　情け容赦のない言葉に、バイは傷ついたように顔を暗くさせた。

　彼の容姿は彫りが深く、声も野太い。だが肌は意外と若さがあった。氣を正しく修めたものは老化が抑制され寿命も延びるが、それを踏まえても未いまだ十代の若さがあった。

　下階街で暴れまわっていた不良孤児をホンが気まぐれで拾い、適当に戦い方を教えたら、数年でここまで成長した。

　粗野で未熟だが、こと戦闘においてはずば抜けた才能があった。

　本来なら最上位アルフア階級クラスしか降りて来られない、遺跡深層の戦闘にも難なく対応できている。今はまだ上位ベータ階級クラスだが、すぐにランクを上げるだろう。

「この先にいる奴だがよ、何だと思う？」

　熱いスープを水のようにガブガブと飲みながら、バイが二人に問いかける。

「ふむ、頑丈な掘削機を破壊するような手合だからな。超大型のミュータント……いや、自爆型機械兵の製造所に行き当たったという可能性もある」

「さぁね。なんであろうと、叩っ斬るだけさ」

　インは律儀に答え、ホンは犬歯を見せて問答ごと両断した。

　企業が発掘地新規開拓のために製造した大型シールド掘削機・マシン。それはプログラムされたとおりに横穴を掘り進めていたが、何らかの事故が発生し動作を止めていた。

　十中八九、この先で何者かに破壊されたというのが概おおむねの見解だ。

　最上位探索者を含む数十人が護衛を務め、万全を期した大規模な事業だったが、全員が未帰還者となっている。

　企業連はその報告を受けて、ギルドを介し、三人の探索者に直接業務命令を下した。

　報酬は莫ばく大だいで、並の探索者ではお目にかかることすら出来ない額を提示された。もっとも、円柱上階に大邸宅を構えるイーリー姉弟にとってはそれすらも端はした金がねだったが。

　問題の現場まで降りてきた彼らの目的は、損傷原因の調査とその処理だ。資源として価値の有りそうなものがあれば、持ち帰るようにも言われている。

　その辺りの雑務は後続の回収班の役割だ。三人が考えるべきことは、この先で発生するであろう正体不明の敵性存在との戦闘についてだけだった。

「休憩は終わりだ。行くよ」

「もうかよ」

　空になったカップを返し、ホンが立ち上がる。

　紅あかいスーツを纏まとった、扇情的な女のラインが薄闇に浮かび上がった。

「やる気が無いならそこに座ってな。全部アタシが平らげて終しまいさ」

「冗談だろ？　いつだって一番槍は俺だろうが」

「特攻馬鹿」

「放火女が」

　睨にらみ合う師弟に、インは嘆息して食器を片付ける。

「いい加減にしておくんだ」

　強めに諌いさめながら濃紺のスーツの襟元を閉じ、インはヘルメットを装着する。生体内膜の継ぎ目が癒着結合され、外気を完全に遮断した。

「いつもどおりで行こう。バイが突撃前衛、姉さんが撹かく乱らん遊撃、俺が援護後衛。三人ならいつもどおり簡単に済む仕事だ。気楽に行こう」

　落ち着かせるようなその優しい声音に、師弟は息ぴったりに舌打ちする。

「甘ちゃん優等生が」

「お坊ちゃんの気休めなんて、ケツが痒かゆくなっちまうよ」

「お前たちな……」

　あんまりな罵倒に、インはヘルメットの下で柳眉をひそめる。

「おっと、しゃべってる暇はなさそうだぜえ」

　バイが乱らん杭ぐい歯ばをむき出しにして笑い、天井を見上げる。

　掘削機によって大きく掘り抜かれたトンネルの天井は高い。そこに重力が逆転したようにへばりつく獣たちがいた。

　体の表面を覆う鱗うろこが波のようにざわめく。蜥蜴とかげが変異したタイプのミュータントだ。人間より大きな体格のそれが、群れとなって洞窟の奥から迫っていた。

「ふむ、気配を完全に消せる程度には強いかね」

　ホンは頭上を見上げることもせず、右腰からリボルバー拳銃を抜いた。

　ヘルメットをかぶりながら、作業のように頭上へ発砲する。

　照準もつけずに放たれた銃弾は、気密膜を風船のように破って飛んでいき、大蜥蜴の背中に直撃した。が、鱗の表面で弾かれる。

　小口径とはいえ、音速を遥はるかに超える高ハイ速・ヴ徹エロ甲弾シテイが通用しない。

「……深層ラインまで来ると、銃弾が効くヤツのほうが稀まれか」

　不意の攻撃に警戒心を強めた蜥蜴の群れは、紫色の舌を出して威嚇する。空気が漏れ出すような音を黙らせる、大口径の銃声が鳴り響いた。

　ホンの銃弾を弾いた蜥蜴が、背中を肉色に咲かせて落ちてくる。

「へっ、効くじゃねえか」

　嘲あざ笑わらうバイの手には、寸を極端に切り詰めた対物狙撃銃が握られていた。

　スコープもバイポッドも付いておらず、狙撃の役割を果たせるとは思えない簡素な形状だ。ただただ威力を追求しただけの武器だった。

「…………」

　ホンはいらついた目で生意気な弟子を見やり、地面を踏みつける。

　ヒールの高い足が地面を波のように震わせ、それは洞窟の壁を伝って天井にまで至り、力を解放する。震脚によって伝達された氣は、炎の槍となって具現化され、蜥蜴の群れを墓標のように貫き、焼きつくした。

「ひーふーみーよー……五匹か。……おやおや？　一匹狩っただけでいい気になってるお猿がいるね」

「て、てんめえ……。俺の獲物を……！」

「のろま」

「ぶっ殺す」

　今にもつかみかからんと怒るバイと、涼しげに受け流すホン。

　二人の様子を見て、インは嘆息する。

「姉さん、引火の恐れもある。広範囲な炎氣はあまり使わないでくれ。まだどれだけ敵がいるかも分かってないんだ。弾薬や氣は計画的に……」

「んなもんにビビって探索業ができるかよ!!」

　バイが当たり散らすように対物狙撃銃を連射する。セミオート式のそれは重たい撃発音を発生させて、残弾をすべて吐き出した。

　狙いは洞窟の奥。暗闇の向こうからは蜥蜴が大挙して向かってきていた。百や二百ではきかない。うねるそれはまるで鱗の激流だ。徹甲弾は狙い違わず命中し、先頭を走る数匹が大きくのけぞった。

　被弾した蜥蜴は頸けい椎ついを骨折して絶命するが、焼け石に水だ。尾まで含めれば体長は大人二人分ほどにもなる。それが洞窟を埋め尽くす勢いで襲い掛かってくる威圧感。その圧力を前にしても、三者の余裕は微塵も崩れていなかった。

「決まりだな！　こいつらが掘削機を壊した下手人だ！」

「さて、どうかね」

　ホンが姿勢を前傾させて、バイの横を駆け抜けていく。紅ぐ蓮れんの疾風と化した彼女は二丁拳銃を抜いて、銃身に装備したブレードを発火させた。

　足の踏み場もない群れの只ただ中なかに飛び込み、炎剣を振るう。

　熱することによって靭じん性せいを増す特殊な金属で造られたブレードは、銃弾を弾く大蜥蜴の鱗をバターのように熔よう断だんした。

　牙を嚙かみ鳴らして飛びかかってくる蜥蜴たちの口内へ、舞うように銃弾を見舞い、怯ひるんだ隙に空中でなます切りにする。

　瞬まばたきの間に、一〇匹以上の大蜥蜴が細切れになった。

「はっはぁ！」

　豪快に笑うバイが後に続く。

　その巨体を撥条バネのようにねじって、笑い声と同じくらい豪快な構えで、地面を削りながら掌底を張り上げた。

　型を無視した滅茶苦茶な通つう天てん砲ほうだ。スーツによって強化された打撃は、固い岩を砂さ礫れきのようにたやすく砕く。重金属を含んだ岩盤が岩弾へと変化して、蜥蜴の群れへ飛来した。

　鋼氣によって強化された散弾の破壊力は、対物狙撃銃とは比較にもならない。逃げ場のない岩風に、大蜥蜴の群れは木っ端と散った。

「まだ終わりじゃねえよなぁ、トカゲどもぉっ！」

　正面の仲間を血煙に変えられ、それでも群れの突進は止まらない。バイは凶悪な笑みを浮かべ、崩拳によって群れを迎え討った。

　インパクトの瞬間、鋼氣で全身を硬化させた拳撃は、バイの二〇〇キロの体重を同質量の砲弾へと変化させる。

　それは対艦火砲を想起させる破壊力を生み出し、突進する群れを二つに裂いた。

「まったく、お前たちは……」

　争いのさなか、落ち着いて野営道具を片付けたインが、床に手のひらを置く。

　送り込まれた水氣が壁面に染み渡り、二股になった群れの正面に透明な壁を発生させた。

　分厚い長方形の水壁だ。水を生成し操作するインの氣によって、壁を構成する水は一瞬で分子運動を止める。

「すまないが、ここで行き止まりだ」

　分子の運動が止まれば、温度が下がる。純水をマイナス五〇度まで冷却した巨大な壁は、分子結合力を最大限に発揮し、純鉄の三〇倍もの強度をもって大蜥蜴の突進を遮った。

　先頭集団が壁に激突し、さらに後続の仲間に挟まれ圧死する。

　大鐘を打ち鳴らすような重く澄んだ音が、洞窟内に響き渡った。

「うるせえ！　イン！」

「もっと静かに殺やりな！」

　自分たちの方がよっぽどうるさいくせに、爆轟を上げて虐殺を繰り広げる師弟が、理不尽な怒りをぶつけてくる。

「……はぁ」

　インはもはや小言を返すことすら無駄なことと諦め、彼らの戦闘をサポートした。




　　　†　　　†　　　†




「弱すぎる」

「だなぁ。最深層に片足突っ込んでるにしちゃ、まるで手応えがねえ」

　師弟は返り血で耐環境ＲＥＡ装甲服スーツを赤く染めながら、同じ感想を漏らす。

　荒れ狂う大河のごとき群れを、迎撃するどころか押し返し、一匹逃さず殲せん滅めつした。

「後ろから観察していて思ったのだが、彼らは我々を襲撃したのではなく、我々が来たほうへ向かおうとしているように感じた」

　インはそう考えを示した。

　進路を妨害するものを排除しようと動いてはいたが、積極的に戦おうとしているようには思えなかったからだ。

「なんだい、サボって見てたのかい。いやらしいねえ」

「足場を作ったり、盾を作ったり、今もお前たちの内傷を癒やしているんだが……」

　インの水氣が全員の返り血を洗い流し、壊え死ししかかった内臓を癒やしていく。

　特攻すればいいだけの二人と違って、インは自身も闘いながら援護や治療をこなし、パーティで一番働いているのだが、二人からの扱いは悪い。

「ま、アタシもおおむね同意見さ。向かうというより、何かから逃げてるようにも感じたけどね」

　大蜥蜴の群れが一斉に逃げ出すほどの何かがこの奥にいる。ホンはそう感じていた。

「へえ。じゃあこいつらは、俺たちより奥にいる奴にビビってたってことか」

　でなければ、途中で進路を変更して奥へ逃げ戻っていたはずだ。

　それをしなかったということは、蜥蜴の本能はホンたちより奥にいる何者かの方を強者と認めていたということになる。

「こりゃあ、面白くなってきたぜ」

　ゴキゴキと大きな拳の骨を鳴らしながら、バイが口端を吊つり上あげる。

「調子に乗るんじゃない、阿あ呆ほう」

　ホンのスーツから生えた猫の尻尾のような姿勢制御鞭べんがバイの尻を叩たたく。

「なんだぁ、師匠ヅラかぁ？」

「アタシの弟子を卒業したいなら、せめて一本獲とってみせるんだね」

　仲が良いのか悪いのか、軽い悪罵を交わしながら、二人は前進する。

　有用な資源となるであろう死体の山には目もくれない。彼らの関心はすでに洞窟最奥の獲物へと移っていた。

「すまないな。だがお前たちを外へ出す訳にはいかない。亡骸なきがらは有効に使わせてもらう」

　インは大蜥蜴の死体に手を合わせると、二人の後を追いかけた。

　掘削機によって大きく円状に掘り抜かれた洞窟は、そのまま数キロを歩き続けても何も起こらなかった。

　だが、その重苦しい気配は、近づくほどに濃くなってくる。

　トンネルに霧が立ち込め始めた。低い気温の中に湿気を含んだ熱気が漂っている。

「ここがゴール、と」

　掘削機はこの先で大きな空洞に行き着いたらしい。トンネルの向こうが広くなっていた。掘削機はここまで掘り抜き、この下に落ちたのだろう。

　空洞から漂ってくる霧は生なま温ぬるく、錆さびた鉄と肉を腐らせたような匂いが混ざっている。ヘルメットがなければ耐えられないほどの悪臭だったろう。

　同時に、ごりごりという何かをすり潰すような音が聞こえてくる。

「あー、お前ら、やっぱ餌にされてたのな」

　足元に落ちていたのは大蜥蜴の頭部だった。首から下は力まかせに引きちぎられて無くなっている。

　あたりを見回せば、掘削作業を護衛していた探索者の装備も散らばっていた。ここが目標地点で間違いない。

「で、こいつが真の下手人ってわけか」

「竜種……アタシも久しぶりに見たね」

　よじれた樹木のような四つの脚。しなやかな刃尾。羽は退化していてほとんどない。

　首は太く、長く、大きな顎あぎ門とを抱える頭部につながっている。

　長い年月を生きた証あかしか、頭部から伸びる角は無数に増えて捻ねじくれ曲がり、いびつな王冠のような形状になっていた。

　体長は目算で二〇メートルほど。最低でも一〇〇〇年は生きている古代エルダー竜ドラゴンだ。

「寝起きで腹が減ってるのかね？　掘削機まで喰くっちまってるよ」

　岩盤を削り取る頑丈な切羽ごと、掘削機の大半がえぐり取られていた。無残な残骸から電気火花がバチバチと散っている。

　金属を栄養転化できるほどの強力な消化器官を持ち合わせているのか、竜の鱗うろこは青銅のような青鈍い光沢を放っていた。

「バイ、竜は強い。遺跡最強の敵性存在だ。同じサイズのミュータントですら、奴らにとっては片手間に食う餌にすぎない」

　インが背はい囊のうを下ろしながら、年若い仲間に声をかける。

「へっ、知ったこっちゃねえな。さっきの蜥蜴がデカくなっただけだ。やるこた変わらねえよ」

　バイがトンネルから大空洞へ飛び降りる。

　練り上げた体術とスーツの人工筋肉が、重量級の落下衝撃を地へ流した。踏みつけた大地が陥没し、周囲へ亀裂が走る。

　ホンは音もなく降り立ち、インは薄い氷の板を連続して踏み割りながら着地する。

　砕けた氷が煌きらめきながら三人に降りそそいだ。

「やることなすことキザだな、おめえ……。つーか、俺らに氣を無駄使いするなって言ってる割には、一番多く使ってるじゃねえか」

「循環量がお前たちとは違う。水氣は内臓を癒やしながら生成できるからな。心配しなくていい。まだ溜めた内氣の一〇％も使っていない」

「やだねえ、天才様はこれだから」

「姉さんが言うと嫌味にしか聞こえないな。頼りにしてるよ、練アル武テイのメツト頂点・ワン」

　軽口を叩たたきながら、戦闘へのボルテージを上げていく。先ほどの蜥蜴の群れなど、準備運動にすぎない。ここからが本当の戦いだ。

　青銅竜が血にまみれた顎門を開き、開戦を宣言するように大きく咆ほう哮こうした。

「大物ぶってんなよ、トカゲ風情が！」

　バイが怒鳴り返し、疾駆する。

　応えるように、青銅竜も頭を槍のように低く構え突進してきた。

　体格差一〇倍、質量に至っては二〇〇〇倍の体当たりが、バイに直撃する。

「覇!!」

　激突の直前バイはうずくまるように背中を丸める。同時に片足を踏み出し、杭くいのように打ち付けた。

　震脚を利用した急制動は、バイの体が遠ざかるような錯覚を生み出し、竜の体当たりのインパクトをずらした。

　翻弄する動きは勁の発生も兼ねている。バイは急制動のエネルギーを上半身へと伝達し、体たいを開いて背中からぶつかった。

　爆発のごとき衝撃が球状に伝でん播ぱし、大空洞を低く鳴動させる。

　荒々しい鉄山靠だ。バイの足元には巨大なクレーターが発生し、その衝撃の強さを物語っていた。

　人工筋肉と外骨格により数十倍に引き上げられたパワー。それを操る卓越した力学運用センス。肉体強化に特化した金氣系最硬の鋼氣。これらが合わさることによって、バイは巨大な竜の突進を止めてみせた。

　なにより特筆すべきは、初見の超質量を真正面から受け止められると確信できるほどの胆力と傲慢さだ。自らの力を疑う弱気が微塵もない。

「はっ、言うほど大したことねえな！　トカゲが！」

　姓に龍りゆうの名を冠するバイは、傲然と竜を見下して嘲笑する。

「ＧＵＲＵ……」

　踏み潰せる程度の小さな相手に突進を止められ、少なからず青銅竜に動揺が走った。

　バイの攻撃はまだ終わっていない。剛の鉄山靠からするりと体を滑らせて、青銅竜の懐へ潜り込む。

「ォォォオラオラオラオラオラァッ!!」

　鋼氣で強化した鑚さん拳けんを重機関銃のごとく撃ちこんでいく。

　分厚い鱗などお構いなしに、荒れ狂う自分のエゴイズムをぶつけるかのごとき連撃は、青銅竜の筋肉を潰し、骨を砕き、内臓を破壊する。

　竜はたまらず胃の内容物を口からこぼし、その光景にバイは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

　しかし、それは誤りだった。バイの拳打は堅けん牢ろうな鱗に阻まれてダメージを与えていない。そして竜が吐いたのは胃液ではなく、緑の炎を宿す息吹ブレス。摂取した金属を融点に達するほど高熱化して吐き出す灼しやく熱ねつの息吹だ。

　緑色の炎を纏まとった金属の濁流が、至近距離からバイに襲いかかる。

「突出しすぎるな。竜を狩る時は、長期戦が基本戦術だ」

　炎を遮る氷の盾。その氷ひ面も鏡かがみに映る白髪の青年が、かばったバイを諭す。

　いかにインの水氣といえど、沸騰直前の二五〇〇度まで加熱した金属息吹に、長時間耐えることは出来ない。厚い氷があっという間に溶け、白い蒸気を噴出させながら罅ひび割われ始める。

　だが、一瞬耐えられれば充分。

「余所よそ見みしてるんじゃあないよ！」

　斬撃のような二段蹴り。箭せん疾しつ歩ぽにより音速に等しい速度まで加速したホンの連れん環かん腿たいが、青銅竜の顔面を蹴り上げた。

　牙の数本をへし折られ、龍の顔が斜めを向く。息吹の余波が、床と壁を燃やし融とかした。

「てんめえ！　人の頭にゲロ吐きかけてんじゃねえぞ！」

　バイが怒鳴り散らしながら、竜に向けて中指を立てる。

「その暇で反撃しないかい、馬鹿弟子め」

　ホンはぼやきながら、二丁拳銃に炎氣を灯す。装剣された下部ブレードが緋ひ色いろに燃え、柔靭化した刃は長さを数倍に伸ばす。

「そんなだから、いつもとどめを逃すのさ」

　交差させた腕を神速で振るう。一対の炎剣は斜め十字の軌道を描いて、青銅竜の首を斬獲した。

　剝はがされた鱗と体液が吹き上がり、視界を白く塗りつぶす。

「……っ！　姉さん、まだだ！」

　攻撃が浅いことをインが叫ぶ。立ち込める煙の中から青銅竜の顔が現れた。

　瞳孔が縦に細まった瞳には、激しい怒りの感情が渦巻いている。炎斬を受けた首には深い傷ができていたが、骨までは達していない。

「ふん、硬いね。一太刀で首を刎はねられなかったのは久しぶりだ」

　そう賞賛するホンに、いびつな牙が並ぶ顎が襲いかかる。

　煙を突き破って伸びてくる千刃の顎門。ホンのスーツは機動性に特化していて防御性が皆無だ。嚙かみつかれれば一撃で致命傷に至るだろう。

　ホンは死の気配を鼻で笑い、竜の鼻先を蹴りつけ、咬こう撃げきを回避する。

　青銅竜の攻撃は続く。避よけられた勢いをそのままに、体を反転させ、強きよう靭じんな尾で空中にいるホンを薙なぎ払う。

「馬鹿だねあんた。アタシに体術で挑む気かい」

　錐きり揉もみしながらホンは憐あわれむ。

　鞭むちのようにしなる尾の先端がホンに迫るが、彼女は優しくその尾に手を添えて攻撃を受け流した。自ら回転することによって衝撃を完全に殺し、猫のように着地する。

「ＧＯＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　攻撃のことごとくを回避され苛立った竜は、着地したばかりのホンへ太い前腕を使って横薙ぎに追撃を行った。が、そこにはもうホンの姿はない。代わりにその延長線上にいたバイとインが犠牲になった。

「げっ!?」

「下がれ、バイ」

　インが氷の壁を連続して地面から生やすが、急造のそれは大した防御力を発揮できず、次々に砕けて衝撃が二人を飲み込んだ。

　いや、当たったのはバイだけだ。インはすんでのところで後ろへ跳んで回避している。

　バイは大空洞の壁面まで吹き飛ばされ、重量級の体を深くめり込ませた。金属を含んだ岩盤にぶつかる音は、列車の激突音にも等しい轟ごう音おんだった。

「……ごばっ」

　バイは血を吐いた。折れた骨が内臓を傷つけている。嫌な色の血だ。

　鋼氣によって硬化されたバイの肉体をもってしても、金属の鱗に覆われた竜の攻撃に多大なダメージを受けていた。

「……て、めぇ……」

　埋もれた壁から竜を睨にらみつける。重傷を負ってなお、その眼に宿る闘志は消えていない。

「良い鱗からだ、してるじゃ、ねぇか……」

　それどころか、その鱗を奪ってやろうという貪欲ささえ窺うかがえた。

「ＧＵＲＵＲＵｕｕｕ……」

　青銅竜はしぶとい敵に、苛立たしげな喉音を鳴らした。

　今度こそとどめを、と踏み出した一歩が凍りつく。

「余所見をするなと言われただろう？」

　インの右足から伝わった水氣が、青銅竜の太い脚を囚え、熱を奪う。

　青銅竜は力まかせに霜を振り払い、インへ向かおうとする──ところを炎の銃弾が顔面を焼いた。

「こっちだよ、デカブツ」

　炎氣を纏まとわせた高速徹甲弾は竜の鱗に当たってひしゃげ、その熱で内部の肉を焼いた。

　炎に強い竜にとっては大したダメージではなかったが、行動の機先を制される戦い方は青銅竜に着々とフラストレーションを溜めさせる。

「まったく、馬鹿に馬鹿を上塗りした馬鹿弟子が。威勢が良かったのは最初だけだね。役に立たないんならそこで寝てな」

　逆上する竜の攻撃を躱かわしながら、ホンは息も乱さず弟子の醜態を罵倒する。

「……う、るせ、え……」

「喚わめくな、治療中だ」

　うめくバイをインが抑える。

　ホンが注意を逸らしている間に、インは水氣によってバイの体液を操り、内臓出血を止めて骨の位置を戻す。

　その間、ホンは一人で青銅竜の注意を引き続けた。神速の銃剣乱舞が竜を翻弄する。

「よし。動きに違和感はないか？　あくまで傷を塞いだだけだ。無茶はするなよ」

「……そりゃ無理な相談ってもんだ」

　バイは肩をぐるりと回し、青銅竜を睨みつける。

「今度はこっちの番だぜ、クソトカゲが……！」

　ぎしぎしと乱らん杭ぐい歯ばを軋きしらせ、一直線に飛ひ翔しようする。人工筋肉が断裂しかけるほどの跳躍は、バイの巨体を一歩で竜のところへ運んだ。

「オラァッ!!」

　インの水氣によって傷の応急処置をしたバイが戦線復帰する。

　死角から踏み込んだ崩拳が、未だ氷の貼りついた竜の後ろ足に突き刺さった。

　あれ程の強度を誇っていた鱗うろこが、硝がら子すが割れるような音を立てて粉砕される。

　加熱状態からの急冷による脆ぜい性せいが発生したのだ。剣を鍛える時に水につけて焼き入れをする時に、冷やしすぎるとあっさり折れることがある。それと同じ現象が発生したのだ。

「……ＧＵＲＵＲＵＲＵｕｕｕｕ……ｏｏＯＯＧＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　痛みで怒りが頂点に達した竜は、息吹を吐き散らし、刃尾を滅茶苦茶に振り回した。

　岩盤が崩れかねないほどの衝撃が大空洞を揺らすが、三人にはもう通用しなかった。お互いをカバーリングしながら攻撃を重ね、少しずつ青銅竜を削そぎ落おとしていく。

　ホンの炎で充分に熱せられた鱗を、インの氷霜が急激に冷却し、結晶構造が脆もろくなったところをバイの鋼拳が粉砕する。

　完璧なコンビネーションでそれを繰り返し続けた。青銅竜はその身を鎧よろっていた鱗の大半を失い、見るも無残な姿となって、ついに立っていることも出来なくなった。

　山のように大きな体たい軀くが、どうと音を立てて倒れ伏す。

「っしゃあ!!」

「まだ生きている。最後まで油断しないことだ」

「……ここで待ってろ、アタシが行く」

　ホンは二人をその場に残し、弱々しく呼吸する巨大な竜の前に近づく。

「……Ｙｉ……Ｌｉ……Ｑｉ……Ｙｕｅ……」

　竜は濁った瞳を薄っすらと開けて、ぽつりぽつりと声を漏らす。

「正気に戻ったかい。言葉を失うくらい、長い間ここを守ってたんだね」

「Ｄｉ……Ｘｉａ……Ｆｅｎｇ……Ｋｏｕ……」

「ああ、分かった。しっかり伝わってるよ」

　ホンは銃剣に火を灯した。

「あんたは役目を果たしたんだ。……おつかれさん、もうお休み」

　鱗が剝げ筋肉が緩んだ首元へ、ブレードはするりと入り込み、重要な神経群を破壊した。

　青銅竜は目を閉じ、長い溜ため息いきをついて、待ち続けるだけだったその一生を終わらせた。

「竜までだまして墓守させるたぁね。ご先祖様も業が深い」

　ポツリと言葉を漏らし、勝利に雄お叫たけびを上げる弟子と、それをたしなめる弟のところへ戻る。

　仕事は終わりだ。大空洞の先にある場所の調査は、後日一人で行わなければならない。

　封印された塋えい域いきにあるのは、失われた文献か、散逸した装備か、それとも──

　ホンは胸のペンダントに、スーツの上からそっと触れた。
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　凱がい旋せんは熱烈な歓声をもって迎えられた。

　本来、見下されるべき職業であるはずの探索者も、最上位探索者たる彼らには適用されない。

　恐ろしい地下遺跡へと潜り、たった三人で巨大な悪竜を倒した偉業は、新聞に載るところから始まり、小説化され、安っぽいヒーロームービーにまで行き着くだろう。

　群がる野次馬を、警備兵たちが体を張って押おし留とどめている。悠々と下階街の表通りを歩く三人の後ろには、回収されたばかりの巨大な竜の遺骸があった。

　企業連の会長が良いパフォーマンスになると、優先して遺骸だけを先に回収させたのだ。

「クソ会長オヤジめ……。帰りが遅れたじゃないか」

「あー、だっりぃ……。戦ってる時間よか、回収を待ってた時間のが長かったんじゃねえか？」

「だらけるな。娯楽の少ない民衆への不満解消も仕事の一つだ。手でも振ってやれ」

　さわやかな笑顔を張り付かせたまま、インは歓声を上げる民衆に応える。

　若い女性を中心に、一際黄色い歓声が上がった。

「けっ」

　バイは下唇を突き出し、不機嫌に喀かつ痰たんする。ホンは我関せずといった様子で、パレードに便乗して立ち並ぶ屋台を眺めていた。

「運動したら喉が渇いたね、ここらで一杯引っ掛けないかい？」

「はぁ？　下階街の店なんざ、混ぜもんだらけの糞不味まずい酒しかねえぜ」

　ストリートチルドレン出身のバイが嫌そうな顔をする。何よりこの三人が下階街の店になど顔を出したら、人が殺到して大変なことになるだろう。

「馬鹿だね、それが美味いんじゃないか。上階の館じゃ、そうそう味わえないよ」

「おりゃごめんだね。酒と女は上階モノにかぎるぜ」

　バイは肩をすくめ、腰に何かがぶつかったことに気づく。

「あん？」

　見下ろせば、襤褸ぼろを着た子供が一人、バイの体軀に弾き返されて尻餅をついていた。

「ご、ごめんなさいっ」

　人垣から見ているだけでは満足できなくなった孤児だろうか。子供は尻の埃ほこりをはたいて、慌てて立ち上がり、深々と頭を垂れる。

「本当に、ごめんなさいっ」

　頭を下げながら走り去ろうとする子供の腕を、インが捕まえた。

「待ちなさい」

「……っ」

　驚いた子供の懐から紐ひもを巻いた布袋が落ちる。

「あっ、俺の財布じゃねえか!?　てめっ、このガキ──」

「やめろ」

　怒るバイをインが制止する。静かだが有無を言わせない声に、バイは舌打ちをして財布を拾った。その首根っこをホンがむんずと引っ捕らえる。

「修行不足だ、馬鹿弟子が。酒も女も当分なしだよ。帰って馬ま歩ほ站たん椿とうからやり直しだね」

「うげ！　噓うそだろ!?」

「噓かどうか、みっちり教え込んでやるよ」

　げんなりと肩を落とす弟子と、Ｓっ気たっぷりの笑みを浮かべる師匠のやり取りを後ろに、インは子供を見つめる。

「っ、あ、あの……！」

「怖がらなくていい」

　怯おびえた表情の子供を落ち着かせるように、インは優しい笑みを浮かべる。

「いや、最初から怖がってなどいないのかな？」

「っ……！」

　インの言葉に、子供は目を見開いた。薄氷色の瞳に警戒心が宿る。

　子供の演技を看破したものの、インは少なからず感嘆を覚えていた。上位探索者であるバイにも気付かせない掏ス摸リの腕前、にではない。その計算ずくの行動についてだ。

　掏摸が成功すれば御の字。金を持って逃げればいい。たとえ発覚したとしても、この大衆の前だ。醜聞を恐れて無む碍げなことはしてこないという打算があった。

　さらにはバイというストリートチルドレンを拾い上げた前例すら頭に入れていたのかもしれない。最初から掏摸が目的ではなく、自分に興味をもたせることそのものが企たくらみだったのか。どちらにどう転んだとしても自分が得になるよう立ち回っている。

　幼い瞳の中に、確かな計算と計略が隠されていた。

「勇敢でしたたかな君に、一つ、チャンスを与えよう」

　インは懐から最高額の物理クレジットを取り出した。八角形の貴金属板が子供の手に重くのしかかる。

「幸運か悲運か。それは私にも分からない。このコインは君の行き詰まった流れに投げ入れられた小石だ。どう使うかは君の自由。下階街であれば楽に数年は暮らせるだろう」

　インは言葉を切り、まっすぐに子供を見つめる。

「だが、もし君が上を目指すのであれば、これを使ってのし上がり、いつか私を尋ねなさい。あの頂上で待っている」

　円柱に建設された一際大きなビルを指差して、インは告げた。それはイーリー家の所有する企業連本社ビルだった。

　子供──珍しい灰アツ金シユブ色ロンドの髪をした少女は、クレジットを握りしめたまま、インと本社ビルを交互に見やった。

「……。はい……！」

　そして何かを決心したかのようにうなずき、その場を走り去っていった。

　インは眩まぶしいものを見るかのように目を細め、強く生きる少女の後ろ姿に微笑ほほえんだ。

　その様子を見ていたホンとバイは──顔を引ひき攣つらせていた。

「うわっ、こいつ、あんなガキに唾つけようとしてやがる……！」

「我が弟ながら、引くわ」

「お前たち……。今のを見て、なぜそんな感想が出てくる……」

　インは立ち上がって、いわれのない非難にこめかみをひくつかせた。

「ロリコン」

「ロリコン」

「おい……」

「こっち来んなロリコン！」

「キモい！　ドントタッチミー！」

「…………。……分かった。もういい」

　日頃の鬱屈が溜たまりに溜まって、ついに堪忍袋の緒が切れた。

　インの氣が膨れ上がり、氷の槍やりが周囲に顕現する。

「……私もたまには前衛の鍛錬をしないとな。ちょっとお前たち、そこに並べ。的にしてやる」

「うわ、ロリコンが怒った」

「逃げろー。ロリコンが感染うつるぞー」

「……もはやただではすまさん」

　笑いながら逃げ惑うホンとバイの後ろを、目の据わったインが追いかけていく。

　荒々しく、過酷で、愉快だった、あの頃の日常。劃わかたれてしまった三人の原風景。かつてはそんな日々があったのだ。

　この二〇年後、彼らは遺跡最深部封印塋域を踏破し、三者三様の道を歩むことになる。
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　点滴の落ちる雫しずくの音に、ホンはまぶたを上げた。

「後悔なんてないさ」

　そう、彼らを切り捨てることは、最初から決めていたことだ。

　父祖崇拝者のインは、自分の考えとは正反対だ。ヘイエを鍛えて蒼そう穹きゆうへ送るという計画を邪魔するだろう。籠の中の小鳥としてヘイエを飼い、信仰を捧ささげ続けるはずだ。

　バイはヘイエの価値を知れば、その強欲さを抑えることができなかっただろう。それとも嫉妬に狂うだろうか。バイを拾ったのは、ヘイエを鍛えるときの予行演習にするためだ。

　こうすると決めていた。最初からホンは二人とともに歩むつもりはなかった。

　インは憧れと家族を一度に失い、その瞳に何も映さなくなった。

　越えるべき師を失ったバイは、狂ったように肉体を改造する戦闘狂へと変貌した。

　そしてホンは病に倒れ、余命幾いく許ばくかの身となり、こうして少しずつ朽ちようとしている。

　彼女のしたことは、彼らにとっては大きな過ちなのだろう。三人が同じ方向を向いていられる未来は模索できたはずだ。そう嘆なげかれるかもしれない。

　自分の決断が間違っていたとは思わない。ホンは後悔をしていない。

　けれど、輝かしかったあの日々のことを、彼女は今も忘れることが出来ないでいる。
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　──廃棄階層第二〇二四層・円柱内部本路──




　高温の熱気が、円柱の内壁をチリチリと焼き焦がしている。

　髪留めに仕込まれた高性能爆弾によって、何もかもが木っ端微塵となった本路内で、ただひとつ無事に残ったものがあった。

　ホンがあの時に捨てた、ヘイエのペンダントだ。

　爆発の衝撃で壊れていた機能が復活したのか、ペンダントは内部に記録された映像を繰り返し流し続けていた。

〈──して、もう一度、アルトシエルと蒼穹を探すんだ……。私には、君には、その義務がある……〉

　ホンが最後まで見られなかった映像の続きが、ノイズ混じりに流れる。

〈私から君に伝えることは、これで全てだ……。あとは目覚めた時、そばにいる者たちから聞くと良い。彼らが君を育て、鍛えてくれる……。私は、私の命を終わらせるとしよう。さらばだ、ヘイエ・イーリー……〉

　薬を飲み干したヘイエが、映像を撮るカメラの電源を切ろうとして、思いとどまる。

〈……一つ忘れていた……。アルトシエル、彼女のことだ。きっと待ちきれず、君を迎えに来てしまうだろうから。私の時はひどい出会いだった。そうならないよう、彼女の容姿を伝えておこう〉

　暗く沈んだ表情の中に、懐かしむようなかすかな笑みが浮かぶ。

〈彼女は金色の髪に翡翠のように美しい瞳をした、少年のような振る舞いをする少女だ〉

　銀髪蒼瞳ではなく金髪翠瞳。それがヘイエを迎えに来るはずだった、本当のアルトシエルの形なり姿すがた。

〈私がそうだったように、きっと君もまた彼女と手を取り合える。今度こそ蒼穹を見てきてくれ。旅の幸運を祈っている〉

　最後の言葉を語る時だけは、疲れきったヘイエの声に力が宿っていた。

　薬が溶け、ヘイエの意識が途切れたのか、倒れこむように映像はそこで終わった。

　ループした映像が最初から流れ出す。




　再び始まった二人の旅路は、今度こそ上手く行くはずだった。

　裏切りから生まれた数千年の空隙は、彼らに呪いをかけた。

　一人は蒼穹を目指すべき理由を知らない少年、一人は彼女の名を騙かたる噓うそつきの────










　　　あとがき




　初めましての方は初めまして。そうでない方はおはこんばんにちわん。

　犬いぬ魔ま人じんと申します。

　イラスト投稿サイトのピクシブで３ＤＣＧを描いて遊んでいたら、作家になりました。ワケが分かりませんね。私も分かりません。

　このあとがきを書いている今ですら、「いいのか、おい。俺は知らんぞ。どうなっても知らんぞ！」という気分が拭えません。

　……いや、本当に大丈夫？　私、責任取らないよ？　好き放題書いちゃうよ？

　閑話休題。

　思い起こせば二年前、投稿したＣＧに、説明文という名の妄想を書いたのがことの始まりでした。

　ＣＧを投稿するたびに、少しずつ書いていく量が増えていき、いつの間にかＣＧよりも文章のほうがメインになってるんじゃないかと思い始めた頃、どうせなら小説を書いてみたらと勧められるようになりました。

「書くのはいいけど、みんなちゃんと読めよ！　あいつ本当に書きやがったぞ、ぷーっくすくす。とか許さんからな！」と一話目を書きなぐり、書籍化のきっかけとなったカクヨムで投稿を開始しました。

　カクヨムに決めた理由？　一番使いやすかったからだよ（この段階ではまだＫＡＤＯＫＡＷＡのサイトということにすら気づいていない）。

　そんな理由で選んだので、当時開催されていた第一回カクヨムＷｅｂ小説コンテストの存在にも気づいておらず、当然応募なんてしているはずもありませんでした。

「みんな気合の入れ具合が半端ないぜ。これがＷｅｂ小説界！　すげえ！」と感動しながらも楽しく書いていたら、角川スニーカー文庫様からなんと書籍化の打診が。

　そう、打診があったのです。

　問題はただ一つ、私がその打診にまったく気づかなかったということでした。

　みなさん、メールはこまめにチェックしましょう。あとフリーメールは危険です。重要メールが迷惑フォルダへ勝手に入ったりします。

　そんなわけで、駄犬はその後も「あー、書籍化したいわー、したいわー」とのたまい続けていたという。あまりに間抜けな様子を見て、不審に思ったカクヨム運営から再度連絡があり、そこでようやく気づいたという顚てん末まつでした。

　始まりから今に至るまで、方ほう々ぼうに迷惑しかかけていません。えっへん。あっ、許して。石投げないで。

　最後に、お世話になった関係者の皆様へ謝辞を！

　美麗なイラストで作品を彩ってくださった悠ゆう久きゆうポン酢ずさん。カバーからいきなりの超クオリティで作者はハートを打ち抜かれました。何だこの格好良くもかわいいコンビは。素敵すぎる。これからも末永くご一緒にお仕事ができたら光栄です！

　右も左も分からない私を力強く導いてくださった担当編集のＫさん。校正という言葉すら知らなかった素人に辛抱強く付き合っていただき、こんなにもいい作品に仕上げてくださいました。

　その他、編集部の皆さん、デザイナーさん、校閲さん、営業さん。多くの方に支えていただき、こうして発売日を迎えられたことを大変嬉うれしく思います。

　それから、鮮烈でスタイリッシュな帯を書いてくださった大先輩の岩いわ井い恭きよう平へい先生、執筆にあたって相談に乗ってくださった狐こ谷たにまどか先生、またこの場にはお名前を掲載しきれない、お世話になった多くの先生方に厚く御礼を申し上げます。




　そして今、この本を手に取ってくださっているあなたへ、最大の感謝を。




　皆様、本当にありがとうございました。二巻（願望）でまたお会いしましょう！





犬魔人　拝


















カバー・口絵・本文イラスト／悠久ポン酢

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎
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